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担当課 関係課

１千曲の魅力で創生する賑わいと活力あるまち

1
●「国土利用計画（千曲市計画）」などに沿った計画的な土
地利用を図ります。

H29年度　第二次国土利用計画（千
曲市計画）策定

行政・民間等の土地利用について、
国土利用計画に基づき、関係各課と
土地利用の調整を図った。

b 継　続

第三次千曲市総合計画策定後、第二
次国土利用計画の見直しを行う。
今後も国土利用計画に基づき土地利
用の調整を図る。

総合政策課
総合政策課･都
市計画課

2

●「都市計画マスタープラン」及び「立地適正化計画」に基
づき、農業振興地域整備計画などと整合した用途地域の見直
しを行うなど適正な土地利用を図りつつ、多極ネットワーク
型のコンパクトなまちづくりを推進します。（総合戦略4-2
①）

平成30年度　千曲市都市計画マス
タープラン見直し業務
平成30年度　千曲都市計画用途地域
変更プログラム策定業務委託

平成21年に策定し、第一次総合計画
（後期）や第二次国土利用計画の策
定を踏まえおおむね10年経過したた
め、見直しを行った。

b 継　続

第三次総合計画の策定に伴い、都市
計画マスタープランについても、必
要に応じて部分修正を行う必要があ
る。

都市計画課
総合政策課･都
市計画課

3
●「立地適正化計画」に基づく市街地再開発事業や土地区画
整理事業に取り組みます。（総合戦略4-2②）

立地適正化計画推進事業

広域交流拠点整備の土地区画整理事
業は計画が定まっていないため、未
着手
広域交流拠点整備に伴う、市街地再
開発事業や駅前の事業についても方
向性が定まっていないため未着手

c 見直し

市内全体の土地利用状況を踏まえ
た、都市計画事業の導入が必要であ
るため、広域交流拠点整備や駅前整
備等は第三次総合計画での位置づけ
により、事業化や更なる検証が必要
になる。

都市計画課

総合政策課･都
市計画課･産業
振興課・地域開
発推進室

4
●新幹線新駅周辺エリアの広域交流拠点（ゲートシティ）と
しての機能強化を図ります。（総合戦略4-2①）

屋代地区土地区画整理事業（H28-）

土地区画整理事業による広域交流拠
点整備を目指したが、地域整備法
（農村産業法や地域未来投資促進法
など）を活用した規制の一括解除を
念頭においた開発は土地利用の用途
が一部に限定されてしまうことか
ら、結果として進んでいない

c 見直し

大型商業施設誘致を前提とした広域
交流拠点整備の方針を見直し、準備
会とともに新たなまちづくりに取り
組む

地域開発推進
室

総合政策課･都
市計画課･産業
振興課・地域開
発推進室

5
●高速交通網を有効活用した産業経済基盤の形成に向け、新
たな開発計画を策定します。

屋代地区土地区画整理事業（H28-）

土地区画整理事業による広域交流拠
点整備を目指したが、地域整備法
（農村産業法や地域未来投資促進法
など）を活用した規制の一括解除を
念頭においた開発は土地利用の用途
が一部に限定されてしまうことか
ら、結果として進んでいない

c 見直し

大型商業施設誘致を前提とした広域
交流拠点整備の方針を見直し、準備
会とともに新たなまちづくりに取り
組む

地域開発推進
室

総合政策課･都
市計画課･産業
振興課・地域開
発推進室

（１）新幹線新駅
設置の促進 6

●平成34年度北陸新幹線敦賀駅開業にあわせた新幹線新駅の
設置を目指します。（総合戦略4-１①）

―
平成29年12月に新幹線新駅誘致運動
に区切りをつけた。 d 廃　止

平成29年12月に新幹線新駅誘致運動
に区切りをつけたことから廃止

建設課 建設課

7
●上信越自動車道へのスマートインターチェンジの新設促進
を図ります。（総合戦略4-１②）

屋代地区スマートIC整備事業（H28-
)

スマートICの整備効果は国の概ねの
理解が得られたと考えているが、整
備費の縮減が進んでいないことか
ら、令和3年度の国の準備段階調査
の採択は難しい状況

c 継　続
整備費の縮減に向けた作業や関係機
関等との協議を進め、早期事業化を
目指す

地域開発推進
室

地域開発推進室

8
●姨捨スマートインターチェンジの24時間運用も含め、フル
規格化の実現に向けた取組を推進します。（総合戦略4-１
②）

姨捨スマートＩＣ整備事業 スマートICの24時間運用開始(H30) b 継　続

フル規格化に向け、地すべり地域で
もある周辺アクセス道路の地質調査
をR3に実施し、基本計画の具体化及
び段階的な整備を検討していく。

建設課 建設課

9
●更埴インターチェンジ・更埴ジャンクションの名称変更を
働きかけます。

なし d 廃　止 名称変更は実施しない 建設課 建設課

10
【国道】●新国道18号バイパスの整備を要望します。（総合
戦略4-1③）

新国道18号バイパス整備及び関連事
業

H20年度より事業中の稲荷山～篠ノ
井塩崎区間の事業進捗率72％用地買
収率は99％(R3時点)

b 継　続
引き続き、若宮～八幡上町の未事業
化区間3.5kmの事業化を含む各種要
望を行っていく。

建設課
建設課・都市計
画課

11 【国道】●国道403号バイパスの整備を要望します。
国道403号整備事業
（中野千曲間、千曲安曇野間）

中野千曲間と千曲安曇野間の道路整
備はそれぞれの期成同盟会を通じて
長野県へ継続した要望活動を実施。
千曲安曇野間の八幡地区の交差点改
良がR2に完成。

b 継　続

中野千曲間における土口から屋代に
至る2.2kmの先線の歩道未整備区間
（L=340m）を一重山2号線の整備計
画に合わせ、長野県へ引き続き要望
していく。

建設課
建設課・都市計
画課

12
【国道】●国道403号の未改良区間の早期整備と歩道設置な
ど、交通安全施設の計画的な整備を要望します。

国道403号整備事業 長野県へ継続した要望を実施 c 継　続

屋代地区の歩道未整備箇所は人家連
たん区間であり、道路拡幅に対する
地元の合意形成が不可欠なため、長
野県と連携した地元調整を図る。

建設課
建設課・都市計
画課

13 【県道】●国道を補完する県道網の再編を要望します。 県道網の再編

八幡地区の県道姨捨停車場線は国道
403号の交差点改良に伴い国道への
振り替えを実施。
森地区の県道森篠ノ井は、R1に地形
測量を行い地形図を作成し、地元検
討委員会や長野県と共に計画線形の
具体化や今後の対応について検討を
行った。

b 継　続

県道森篠ノ井線は、地元の合意形成
における各種課題(歩道の有無、通
学路指定箇所の変更など)につい
て、地元検討委員会と長野県と連携
して解決を図るとともに、将来的な
戸倉方面への延伸整備についても同
盟会として継続した要望活動ができ
るよう関係区との連携を維持してい
く。

建設課
建設課・都市計
画課

14
【県道】●都市計画道路一重山線、歴史公園線、若宮線の整
備を要望します。

都市計画道路整備業（若宮線）
若宮線は、都市計画決定の変更後、
事業を本格的に実施し用地補償を現
在先行中。

a 継　続
国の交付金を十分に確保できるよう
要望していく。

都市計画課
建設課・都市計
画課

15
【県道】●主要地方道長野上田線の未改良区間の早期整備と
歩道設置など、交通安全施設の計画的な整備を要望します。

主要地方道長野上田線整備事業
三本木地区の歩道設置（L=450m）は
H30に完了。須坂地区の歩道設置は
水門箇所を残し完了。

b 継　続

須坂地区の未整備箇所は県及び水門
管理者と調整し歩道設置を進めてい
く。代地区の歩道設置要望箇所は、
地権者の意向を継続して確認しなが
ら合意形成を図る。

建設課
建設課・都市計
画課

（１）計画的な土
地利用の推進

（２）時代に対応
した広域交流・産
業機能の導入

（２）スマートイ
ンターチェンジの
新設促進と機能強
化

（１）広域幹線道
路の整備

・新幹線新駅の設置、スマートイン
ターチェンジの充実・新設ととも
に、利便性、機動性に優れた道路網
が整備され、社会・経済活動が活発
化しています。

・計画的な土地利用により、都市拠
点を中心に各地域拠点を公共交通で
結ぶ多極ネットワーク型の適正かつ
秩序ある都市形成がされています。

・都市施設（公園・緑地・下水
道）、交通安全施設が整備され、空
き家の活用や除去が進み、人に優し
く安全で快適な都市に人々が生活し
ています。

・地域にふさわしい公共交通が充実
し、高齢者等交通弱者の日常生活の
移動手段が確保されています。

・地域間や都市間交流が活発化し、
人が賑にぎわっています。
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１-１-３
広域的な道路網
を整備する

１-１-１
時代に対応した
土地利用を図る

１-１-２
高速交通網を有
効に活用する
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業
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実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

16
●広域幹線道路と整合した都市計画道路の見直しと整備を進
めます。

平成30年度　千曲都市計画道路整備
プログラム見直し調査業務

平成22年度に策定を行った、整備プ
ログラムについて、第二次千曲市総
合計画、都市計画マスタープランの
見直し、立地適正化計画の策定など
を経て、見直しを行った。
（見直し時都市計画道路整備率
39.3％）

b 継　続

千曲市の産業連携軸でもある、一重
山線の整備や南北を結ぶ千曲線の未
整備区間の整備について推進してい
くとともに、整備プログラムの見直
しに伴う見直し対象路線の見直しを
進めていく必要がある。

都市計画課
建設課・都市計
画課

17
●都市計画道路千曲線をはじめとする幹線道路の整備を進め
ます。

市道新設改良事業（千曲線、一重山
線）

　都市計画道路「千曲線」の道路改
良事業がR2に完了した。（鋳物師屋
寂蒔線～市道1-21号線改良区間）

a 継　続

　産業連携道路「一重山2号線」等
の道路改良事業について、国からの
交付金により事業を行っていく中で
交付金の交付率が非常に低い状態が
続いていることから、事業進捗への
影響が懸念されるため、交付金制度
の中で、交付率の高い重点計画への
移行可能性の検討等を実施してい
く。

建設課
建設課・都市計
画課

（３）橋梁の整備 18
●橋梁の長寿命化計画に基づき整備を推進します。（総合戦
略4-4②）

橋梁長寿命化修繕事業（H26-）

○点検…市内橋梁の一巡目の点検が
H30で完了し、R1からの二巡目の点
検については全橋梁数（504橋）の
うち、R2までで約20％（120橋）が
完了した。
○修繕…一巡目の点検で修繕が必要
と判断された橋梁が16橋あり、、R2
まででそのうち3橋の修繕が完了し
た。

a 継　続

　急速に老朽化橋梁の増加が進む
中、従来型の「対処療法的管理」で
はなく、劣化が軽微な段階で修繕・
架け替えを行う「予防保全的管理」
に基づく、計画的な維持管理の実施
により、長期的視野に基づく橋梁の
健全性の保持と、補修等費用の縮減
を図る。

建設課 建設課

19 ●上田千曲長野自転車道の整備を県に要望します。 上田千曲長野自転車道線整備事業

女沢公園はR2に詳細設計が完了し、
改修工事実施に向けた各種協議を実
施中。自転車道はR3までにリニュー
アル工事が完了予定。

a 継　続
早期完成と自転車の活用を推進する
ことで、自転車道と公園利用の利便
性向上を図る。

建設課
建設課・都市計
画

20 ●公園・緑地などの都市施設の整備を進めます。 上徳間公園（仮称）整備事業
地域住民との協働になる維持管理、
清掃活動の合意を得られた上徳間公
園（1,583㎡）を新設した。

b 継　続
市内全体の公園。緑地のバランスや
既存公園の長寿命化を踏まえ、施設
整備を進める必要がある。

都市計画課 都市計画課

21
●上下水道の整備、耐震化を推進し、快適な都市環境の整備
を進めます。

千曲市下水道総合地震対策計画（第
２期）

・マンホール浮上対策工事
（35/36）箇所実施
・マンホールトイレシステム整備
（10/10）基実施

b 継　続
緊急対策分は完了し中期計画へ移
行。マンホールトイレは設置する施
設との調整が必要。

上下水道課 上下水道課

22
●災害時に支障となる電線類の無電柱化などについて調査・
検討を進めます。

―
特に台風19号災害後は、国の施策で
当市で活用できることはないか検討
してきた。

c 見直し
災害担当の部署との連携が必要だ
が、検討する場が無く課題である。

都市計画課
建設課・都市計
画課・危機管理
防災課

23
●市街地の浸水を防止するため、雨水排水路の整備を進めま
す。

雨水排水路整備
公共下水道事業の温泉排水区
（L=630m）のうち第1期工事として
H26までにL=290ｍを整備。

b 継　続
残りの第2期L=340mは都市計画道路
建設に併せての整備が必要。

都市計画課
建設課・都市計
画課・上下水道
課

24
●長野電鉄屋代線跡地は、関係機関等と協議調整を進め、有
効活用に努めます。

長野電鉄屋代線跡地整備事業

自転車歩行者道整備に向け、しなの
鉄道㈱の担当者と現状と課題を共有
し、対応策の方向性について協議し
た。

b 継　続

長野電鉄屋代線跡地の活用につい
て、地元区、地元小中学校、関係機
関との連携・情報共有・合意形成を
要する。

都市計画課
建設課・都市計
画課

（２）空き家対策
の推進 25

●空き家等対策の推進に関する特別措置法に基づく「空き家
等対策計画」を策定し、空き家バンクによる利活用や危険空
き家対策などを進めます。（総合戦略4-2③）

平成29年度　千曲市空家等対策計画
策定

空家等の発生防止や有効利用につい
て、空家等対策計画に基づき実施し
た。

b 継　続

第二次千曲市空家等対策計画の見直
しを行う。今後も空家等対策計画に
基づき関係機関と連携し、空家等の
発生防止や有効利用を促進する。

建設課 建設課

（３）地籍調査事
業の推進 26 ●地籍調査事業を進めます。

R2年度（R元年度繰越）地籍調査事
業（磯部3区）

令和2年度は大字磯部地区の一部
（磯部3区）13㏊の調査を実施。
また、平成28年度（戸倉5区）の調
査成果が登記完了。

b 継　続

戸倉地域全体の調査計画では調査完
了まで20年以上かかる見通しとなっ
ており、継続して調査を推進してい
く必要がある。

農林課
農林課・建設
課・都市計画課

27
●しなの鉄道「戸倉駅」のバリアフリー化や新幹線との接続
に配慮したダイヤをしなの鉄道に働きかけ、利便性の向上を
図ります。

戸倉駅バリアフリー整備事業
令和2年度基本設計作成業務
（19,734,000円） b 継　続 詳細設計作成及び施工実施 生活安全課 生活安全課

28
●ＪＲ篠ノ井線「姨捨駅」の活用に向け、周辺整備などを進
め、利便性の向上を図ります。

姨捨棚田地区の日本遺産認定を受け
姨捨駅へのアクセス充実（観光便）
を図る。

令和3年度ダイヤ改正に対する増便
調整 b 継　続 JR等関連機関との連携事業 生活安全課 生活安全課

29
●循環バス等のダイヤ・ルートの見直しを継続して行うとと
もに、公共交通網形成計画を策定し、利便性の向上と効率的
な運行を図ります。（総合戦略4-2④）

千曲市地域公共交通網形成計画策定
（平成30年度）

令和元年度から令和5年度を計画期
間とし推進中 b 継　続

毎年度、各施策に対する評価・検証
を行う中で、適切な利用環境水準の
維持

生活安全課 生活安全課

30
●長野電鉄屋代線廃止にともなう代替交通の利便性の向上と
効率的な運行に向け、関係機関との協議を進めます。

屋代線代替交通事業
令和2年度千曲市屋代線代替交通運
行事業費補助金（7,431,917円） b 継　続

長野市、須坂市等の関係機関との連
携を図り、安定した事業の推進

生活安全課 生活安全課

31
●高速バス停留所の駐車場の環境維持に努め、利用者の快適
性の向上を図ります。

- ― b 継　続 まちづくり計画との連携、調整等 生活安全課 生活安全課

（１）都市施設の
整備

（２）幹線道路の
整備

（２）バス等の利
便性向上

（１）鉄道の利便
性向上

１-１-５
地域公共交通の
利便性を向上さ
せる

１-１-３
広域的な道路網
を整備する

　
１
❘
１
【

都
市
基
盤
】

交
流
を
活
発
に
す
る
都
市
空
間
を
整
備
す
る

・新幹線新駅の設置、スマートイン
ターチェンジの充実・新設ととも
に、利便性、機動性に優れた道路網
が整備され、社会・経済活動が活発
化しています。

・計画的な土地利用により、都市拠
点を中心に各地域拠点を公共交通で
結ぶ多極ネットワーク型の適正かつ
秩序ある都市形成がされています。

・都市施設（公園・緑地・下水
道）、交通安全施設が整備され、空
き家の活用や除去が進み、人に優し
く安全で快適な都市に人々が生活し
ています。

・地域にふさわしい公共交通が充実
し、高齢者等交通弱者の日常生活の
移動手段が確保されています。

・地域間や都市間交流が活発化し、
人が賑にぎわっています。

１-１-４
良好な都市基盤
を整備する
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

（１）産業用地の
確保と整備 32

●「交通の要衝」という地理的優位性を活用し、市街地的土
地利用、農業的土地利用、自然的土地利用との調和を図りな
がら産業用地の確保と整備を進め、企業誘致を推進する体制
の整備充実を図ります。

雨宮産業団地造成事業（H30～）
八幡東産業団地造成事業（R１～）

雨宮：約14.4ha（5区画）。公民連
携事業として大和ハウス工業（株）
と連携して事業を推進し、R3造成工
事完了予定
八幡：約9.6ha。公民連携事業とし
てアクティオホールディングスと連
携して事業を推進し、R3～造成工事
に着手

a 継　続

雨宮：進出企業との災害協定の締
結、災害対策の地元区への情報提供
及び調整
八幡：造成工事に関する地元調整

産業振興課
産業振興課・地
域開発推進室・
総合政策課

（２）産業経済基
盤の形成 33

●市街地誘導地区の開発を推進し、都市基盤の整備に努め、
大型商業施設等が建設され、まちの賑(にぎ)わいが創出され
るよう、より高度な土地利用を目指します。（総合戦略4-１
①）

屋代地区土地区画整理事業（H28-）

土地区画整理事業による広域交流拠
点整備を目指したが、地域整備法
（農村産業法や地域未来投資促進法
など）を活用した規制の一括解除を
念頭においた開発は土地利用の用途
が一部に限定されてしまうことか
ら、結果として進んでいない

c 見直し

大型商業施設誘致を前提とした広域
交流拠点整備の方針を見直し、準備
会とともに新たなまちづくりに取り
組む

地域開発推進
室

産業振興課・総
合政策課

（３）緊急事態対
策への支援 34

●企業が自然災害等の緊急事態に遭遇した場合において、重
要業務の継続あるいは早期復旧を図っていくための「事業継
続計画」（BCP）の策定づくりを支援します。

・千曲市国土強靭化計画
・SDGs推進事業

・国土強靭化計画を策定し、最悪の
事態を想定した対策を明確にした。
・商工団体とSDGｓ推進に関する包
括連携協定を締結し持続可能な地域
経済を目指す。長野県SDGｓ企業登
録　市内17社

b 継　続

自然災害だけではなく、ウイルスに
よるパンデミック、コンピューター
ウイルス感染などのリスクの低減な
ども含め、迅速に再建できるような
計画などの支援を行う。

産業振興課 産業振興課

35 ●勤労者の生活の安定と向上を図ります。 更埴地域勤労者共済会

中小企業等で働く方の福祉の向上と
生活の安定のために相互扶助制度
で、共済会の給付事業や加入者の親
睦を深める事業を行っている。

b 継　続
今後も更埴地域勤労者共済会と連携
し、ＰＲ、加入促進などを行う。

産業振興課 産業振興課

36
●安全で働きやすい職場環境の確保を企業などへ働きかけま
す。

(県)労政事務所、長野労働局雇用環
境・均等室・長野働き方改革推進支
援センターと連携

国・県が専門部署を設け、専門家が
相談等に応じていることから市と連
携しています。

b 継　続

仕事と家庭の両立ができる職場環境
の改善や雇用の安定を進める従業員
が働き続けられるよう働きかけま
す。

産業振興課 産業振興課

37
●産業支援センターの整備充実を進め、支援機能の向上を図
ります。

千曲市産業支援センター事業
企業等から支援機能など充実に関す
る意見は寄せられていない。 b 継　続

企業等の課題で千曲市産業支援セン
ターだけでは解決できないものは、
広域的な支援機関へつなぎ補完す
る。

産業振興課 産業振興課

38
●商工会議所、商工会など産業団体・機関の活動強化と連携
による支援を進めます。

商工業等団体育成事業

商工団体を通じて中小の事業者へ各
種事業支援を行っている。また、台
風被害・新型コロナなどの支援策は
連携し支援している。

a 継　続
商工業を振興し、地域経済の発展を
図るためにも、引き続き情報等を共
有し連携します。

産業振興課 産業振興課

39
●持続的に発展する産業を支えるため、助成制度・制度融資
の充実と利用促進を図ります。

・商工団体とのＳＤＧｓ包括連携協
定による推進
・中小企業振興資金運営会議の開催

・SDGｓ連携協定を締結(Ｒ
3.5.26)、持続可能な地域経済の構
築を目指す。
・市内金融機関と定期的な情報・意
見交換を行い、ニーズ対応を検討。

a 継　続
国・県などの支援が行き届かない、
又は本市の特徴的な産業などを鑑み
制度を拡充する。

産業振興課 産業振興課

40
●学生対象の企業見学バスツアーの開催や職場体験実習生
（インターン）の受入れをする企業のPRと受入れ支援を進め
ます。（総合戦略２-４②）

信州大学工学部、清泉女学院大学及
び短期大学、長野県立大学とのパー
トナーシップ協定

バスを借り上げ食品工場などを巡
り、食品加工等の理解を深め、企業
のＰＲをおこなっている。企業側も
良いＰＲの場として期待している。

a 継　続
学生が企業見学に来ていただくこと
で、事業の理解が深まり企業PRにつ
ながる。

産業振興課 産業振興課

41
●大学の「研究課題（研究シーズ）」と企業などの「技術
ニーズ」を結びつける調整を行う。

信州大学工学部とのパートナーシッ
プ協定

千曲市ものづくり講演会を開催し、
先端技術やニッチな分野の理解を深
めた。

a 継　続
産学官は既に連携していることか
ら、更に充実を図る。

産業振興課
産業振興課・歴
史文化財セン
ター

42
●大学、短期大学とのパートナーシップ協定による共同研究
などを推進し、地域産業の振興を進めます。（総合戦略２-
４①）

R2～　重要伝統的建造物群保存推進
事業

稲荷山重伝建地区の全体構想策定に
あたり、工学院大学に策定調査業務
を委託し共同研究を進めている

b 継　続
千曲市を研究テーマとする大学への
協力を行う

歴史文化財セ
ンター

産業振興課・歴
史文化財セン
ター

43
●地域内のさまざまな資源を活用し、地域の産品や地域その
ものの魅力と付加価値を高めていく地域ブランドの確立への
取組を進めます。

千曲ブランド創出事業

信州千曲ブランド認定品ガイドブッ
ク作成（2年ごと更新、R1作成）。
35業者159品目を掲載。
・市外用：9,000部作成
・市内用：21,000部作成
・作成したガイドブックの関係施設
等への配布及び市内全戸配布を行っ
た。

c 見直し

これまでの取組に加え、新たな方向
性や活動内容について、認定業者の
会による検討が必要と思われる。
千曲商工会議所による、杏都ブラン
ドとのすみわけが課題

観光交流課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

44
●信州千曲ブランドの認知度向上と高付加価値化（プレミア
ム化）を促進します。（総合戦略1-2③）

千曲ブランド創出事業

・各地の展示会等への参加：なし
・姉妹都市宇和島市の道の駅で認定
品販売
・都市圏でのイベントへ出展：神戸
市でのTommy CHO氏コンサート会
場、日本遺産フェスティバルin今治
での認定商品販売2回実施

c 見直し

・新型コロナウイルス感染拡大の影
響により、従来のような展示会やイ
ベントへの出展は困難なため、認知
度向上のための新たな方法の検討が
必要と思われる。
・認定業者の会により高付加価値化
への協議を進める。

観光交流課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

45
●郷土食「おしぼりうどん」の通年食化のほか、粉もん文化
など独自の食文化のPRと商品化を促進します。（総合戦略1-
2③）

千曲ブランド創出事業

・信州千曲ブランドとしておやき・
麺類の認定をしている。
・そばまつりを千曲川地域ブランド
フェアと同時開催してきたが、台風
や新型コロナの影響で2年連続中止
となった。

c 見直し

・PRの方法について検討が必要と思
われる。
・イベントとしてのそばまつりは実
施困難と思われる。

観光交流課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

（４）働く人への
支援

（５）産業支援体
制の整備と連携

（６）地方大学等
の活用

１-２-１
持続的に発展す
る産業を支える
基盤を整備する

　
１
❘
２
【

産
業
連
携
】

連
携
に
よ
る
千
曲
市
産
業
の
基
盤
を
つ
く
る

・「国土利用計画（千曲市計画）」
や「都市計画マスタープラン」に基
づき、新たな産業用地の確保や産業
経済基盤の形成が図られています。

・地域資源を生かした産業集積と
「信州千曲ブランド」などの地域ブ
ランドが確立されるとともに、農商
工及び観光との連携や積極的な企業
誘致などにより新たな産業とビジネ
スが生まれています。

・産学官連携や異種事業者間の連
携、創業者の増加により、情報や技
術の伝達及び新商品の開発や販路開
拓が進み、産業活動が活発に展開さ
れています。

１-２-２
地域資源を活か
した産業を創る

（１）地域ブラン
ド戦略の推進
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

46
●工業製品など食品以外の信州千曲ブランドの適用範囲の拡
大とＰＲ、地域資源を活用したブランド育成（信州千曲ブラ
ンドのＰＲ）を進めます。（総合戦略1-2③）

未実施 ― d 見直し

工業製品を信州千曲ブランドとして
認定する基準を定めるのが困難と思
われる。
関係課との連携も必要と思われる

観光交流課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

47
●広域によるブランド育成（千曲川地域ブランドフェアの補
助と関東圏でのイベント開催）を進めます。（総合戦略1-2
③）

千曲ブランド創出事業

・R1千曲川マルシェは令和元年東日
本台風により中止。
・R2新型コロナウイルス感染拡大の
影響により中止。
・市内及び千曲川流域の市町村・団
体に数多く出店いただき、集客・売
上ともに一定の成果を上げている。
・H24以降H30まで7回開催。
平均出展団体：50団体。
平均来場者数：3,200人。
平均総売上：約240万円。

b 見直し

当面新型コロナウイルス感染拡大の
終息が見込めないため、不特定多数
の誘客を期待するイベントの開催は
困難である。イベントの内容や規
模、開催方法など検討が必要と思わ
れる。

観光交流課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

48
●特産の農産物を活用した食品加工事業者による新商品開発
の支援を進めます。（総合戦略1-4②）

資源活用事業（Ｒ１～Ｒ２年度）

棚田米の収量が少ないことが課題で
あるため、少量でも収益を出せる加
工品開発を行った結果、せんべいや
甘酒の試作品を開発。

b 継　続
販売を想定し、安定した原料の確保
仕方や詳細な販売方法について検討
する。

農林課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

49
●産業間及び企業間の連携を促し、多様で付加価値の高いビ
ジネスの創出を支援します。

・千曲市産業支援センター事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

千曲市支援センターが広域的な産業
支援組織と連携し支援を行ってい
る。

b 継　続
引き続き、産業支援アドバイザー・
広域の産業支援組織を活用しながら
支援します。

産業振興課 産業振興課

50
●産業振興に係る基本条例の制定について、関係団体等との
協議を進めます。

- 条例の制定について検討を行った。 d 廃　止
新たな条例の制定は行わず、既存の
条例と次期総合計画で包含したい。

産業振興課 産業振興課

51
●企業・事業者や大学・研究機関と連携して、「あんず」な
どの地域固有の資源を活(い)かした新たな産業や商品の創出
を支援します。

あんずのブランド化事業（H30～R2
年度）

県、JA、生産者等で組織する「ちく
まハーコット推進協議会」を立ち上
げ、プレミアムハーコット「杏月」
の販売を開始。令和元年度は1,894
玉、令和2年度は236玉販売。

b 継　続
首都圏を中心に、杏月の需要は高い
ため、今後は安定供給に向け生産方
法の確立を目指す。

農林課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

52
●企業・事業者・市民を対象に大学等の最新研究情報を提供
することにより、産業育成の支援を行います。

・信州大学工学部とのパートナー
シップ協定
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

千曲市ものづくり講演会を開催し、
先端技術やニッチな分野の理解を深
めた。

a 継　続
広域的な産業支援組織の研究成果・
講演会などの場を提供してまいりた
い。

産業振興課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

53
●産学官の連携や技術アドバイザーの配置により、企業の新
技術・新商品の開発や販路開拓の相談、指導を推進します。

・千曲市産業支援センター事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

展示会・技術展などの参加とりまと
め、広域的な産業支援組織との連携
をしている。センター内に技術アド
バイザーを配置し産学官の連携を
行っている

a 継　続
引き続き、産業支援アドバイザー・
広域の産業支援組織を活用しながら
支援します。

産業振興課
産業振興課・農
林課・観光交流
課

54
●「産業支援センター」を拠点として、起業・創業などを専
門的に支援します。

・ちくま創業サポートデスク
・(県)起業・スタートアップ支援事
業と連携
・(県)ながの創業サポートオフィス
の活用連携

・ちくま創業サポートデスクで創
業・起業の相談を受けますが、相談
は不動産、雇用、許認可、融資など
多岐に渡ることから、商工団体で実
施している「創業スクール」を紹介
している。

b 継　続
県や金融機関など様々な団体が組織
されていますので連携し支援しま
す。

産業振興課 産業振興課

55
●「ちくま創業サポートデスク（ワンストップ相談窓口）」
を拠点として、金融機関や大学等の支援機関が連携して、創
業者への効果的なサポートを行います。（総合戦略1-2①）

・ちくま創業サポートデスクの活用
・長野信用金庫との地域活力増進に
向けた連携協定締結

創業者数
Ｈ30：10件
Ｒ元年：７件
Ｒ２年：13件

b 継　続
県や金融機関など様々な団体が組織
されていますので連携し支援しま
す。

産業振興課 産業振興課

（１）研究開発・
技術向上支援 56

●「産業支援センター」機能を充実するとともに、空き工場
を活用したインキュベーター施設や貸し工場への転換により
企業の研究･開発を支援し、大学などの試験研究機関と連携
して技術面の向上を図ります。

産業支援センター設置
東信州次世代イノベーションセン
ター等との広域連携、産学官連携
千曲市商工業振興条例に基づく各種
補助事業（空き建物活用事業）

産業支援センターとして、東信州次
世代イノベーションセンター等との
広域連携、産学官連携
補助認定状況（H29以降新規分）：7
件19,343千円

b 継　続
空き建物の効率的かつ正確な情報収
集
各種団体との連携強化

産業振興課 産業振興課

57 ●技術アドバイザーや人材バンク制度の充実を図ります。
・千曲市産業支援センター事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

産業支援センターで課題など整理
し、広域的な産業支援組織などと連
携し支援しています。

b 継　続
広域的な産業支援組織などと連携し
ます。

産業振興課 産業振興課

58
●企業OBが有する技能･技術の活用と伝承を進めるととも
に、科学技術やものづくりへの興味と関心を高める風土形成
を図ります。

千曲市産業支援センター事業

千曲市ものづくり講演会を開催し、
先端技術やニッチな分野の理解を深
めた。また、市内企業と電気自動車
や小水力発電など実証実験を行っ
た。

a 継　続
企業等の要望などをお聞きする中
で、引き続き実施します。

産業振興課 産業振興課

59
●大学・技術専門校、試験研究機関と連携を図りながら人材
の育成に努めるとともに、郷土出身者や交流市民などの人材
ネットワークを構築しUJIターン者の受け入れを進めます。

信州大学工学部、清泉女学院大学及
び短期大学、長野県立大学とのパー
トナーシップ協定

学生が企業見学など行う場合は、そ
の学校の卒業生に事業説明など行っ
ていただくなど工夫している。

b 継　続 工夫しながら引き続き実施します。 産業振興課 産業振興課

60 ●企業・事業者の人材育成を支援します。
・人材育成事業
・長野県プロフェショナル人材戦略
拠点の活用・連携

・従業員の能力開発のため、研修機
関の実施する講座を受講する場合、
助成支援した。

a 継　続
制度などを周知し補助事業などで支
援します。

産業振興課 産業振興課

（３）産学官連携
事業の推進 61

●大学又は公的機関などと連携して、新技術･新製品の開発
及び新産業の創出を支援します。

・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

基幹産業である製造業を核にした次
世代産業を創出するために東信州エ
リアの強みである産業の多様性を活
かし、農業・医療・観光といった異
なる産業との融合も進めています。

b 継　続
広域的な産業支援組織などと連携し
支援します。

産業振興課 産業振興課

（３）起業・創業
支援

（２）産業連携の
推進

（２）産業人材の
養成と確保

１-２-３
豊かな創造力を
身につけた人と
高い技術を育て
る

１-２-２
地域資源を活か
した産業を創る

・「国土利用計画（千曲市計画）」
や「都市計画マスタープラン」に基
づき、新たな産業用地の確保や産業
経済基盤の形成が図られています。

・地域資源を生かした産業集積と
「信州千曲ブランド」などの地域ブ
ランドが確立されるとともに、農商
工及び観光との連携や積極的な企業
誘致などにより新たな産業とビジネ
スが生まれています。

・産学官連携や異種事業者間の連
携、創業者の増加により、情報や技
術の伝達及び新商品の開発や販路開
拓が進み、産業活動が活発に展開さ
れています。
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（１）地域ブラン
ド戦略の推進
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

62

●農業者と消費者が食品製造工場を見学するツアー及び商品
改良の提案等の意見交換を実施するなど、消費者が安心でき
る安全な農産物や食品を購入できる環境を整えます。（総合
戦略1-4①）

あんず加工体験、リンゴ狩りツアー
（信州千曲観光局）

　信州千曲観光局による企業連携業
務工場見学ツアーの実施などによ
り、地産地消の推進や企業との意見
交換を実施
　体験ツアーを通して、千曲市の特
産品について関心を高めてもらえ
た。

b 継　続

新たなツアー等の実施についても検
討する。
関係課と連携しながら進める必要が
ある。

観光交流課
観光交流課・産
業振興課・農林
課

63
●学校、家庭、社会教育機関、地域社会等との連携により、
給食への地場産農産物の利用拡大や健康的な食生活の推進に
努めます。

戸倉タマネギ祭り（Ｈ29～Ｒ2）

当祭りで収穫したタマネギを販売し
たり、上限１００ｋｇを子供たちの
給食に利用するなど、地場産農産物
の消費拡大に繋がった。

b 見直し
当祭りは令和２年をもって終了と
なったため、今後の方針を検討する

農林課
農林課・教育総
務課・給食セン
ター

64
●直売所の支援充実に努めるなど、千曲市産の農産物の地域
内での流通と消費の促進を図ります。（総合戦略1-4①）

千曲市産業支援センター事業
あんず、地場野菜などの食品加工の
商品化・販売など支援しています。 b 継　続

引き続き、食品加工業などにヒヤリ
ングするなど行い課題解決にむけ支
援します。

産業振興課
産業振興課・農
林課

65

●規模拡大・経営改善の意欲を持った担い手（効率的・安定
的経営体）の育成に努めるとともに、あんず、姨捨の棚田、
ワイン用ぶどう、トルコギキョウ栽培などを中心に多様な担
い手を確保し、農業の継続と農地の保全を進めます。

新規就農相談会（H27～R2※県事
業）・農業経営セミナー（H30～
R2）

新規就農相談会等などで、H29～R2
までに計37件の就農相談を受け、４
組５名の方が新規に就農している。
品目の内訳は、あんず１名・トルコ
ギキョウ１名・ワイン用ブドウ１
名・野菜１組２名。

b 継　続
農業後継者不足が大きな問題である
ため、引き続き就農者の確保及び支
援に努める。

農林課 農林課

66

●ブランドの構築や６次産業化の推進など、農業の付加価値
の創出に努めるとともに、千曲川ワインバレー特区の展開に
あわせたワイン用ぶどうによる産地化により収益性の向上を
図るなど、農業経営の安定化を支援します。（総合戦略1-4
③）

ワインぶどう研究会の試験圃場によ
る栽培及び醸造試験（H27～R2）

試験結果が良好で栽培面積は、
2.8ha（Ｈ28）から約5.8ha（Ｒ２）
と増加している。

a 継　続
荒廃農地解消に向け更なる栽培面積
の増加と、付加価値創出のため、ワ
イナリーの建設支援を進める。

農林課 農林課

67

●多面的機能を十分に発揮させるため、農地の計画的利用を
進めるとともに、農道・用排水路・農業用施設などの農業生
産基盤の整備や適切な維持管理を地域と進めるほか、土壌等
の環境に配慮した持続可能な農業生産方式の普及に努めま
す。

多面的機能支払交付金事業（H29～
R2）

取組面積は13,319a（H29）から
13,538a（R2）と増加傾向のある。 b 継　続

農業従事者の高齢化が進んでおり、
農地を維持していくのが難しい時代
になっていくことから、担い手の確
保と交付金事業のPRを進め、取組面
積の増加を目指す。

農林課 農林課

68

●地域ぐるみの維持管理体制の構築により、遊休農地の解
消・拡大防止や鳥獣被害対策を推進するとともに、農業体験
交流活動など都市農村交流の創出により、農業・農村の持つ
多面的機能の理解促進に努めます。

棚田貸します制度（Ｈ２９～Ｒ２）

棚田を保全する６団体の耕作・景観
維持活動により、６組織で請け負っ
ている６．１haのほ場内については
耕作放棄地はなし。
また、棚田貸します制度では、都心
部のオーナーの受入を行っており、
毎年１校の農業体験交流活動も行っ
ている。

b 継　続
保全団体員の高齢化が進んでいるた
め、今後、耕作放棄地の増加が懸念
される。

農林課 農林課

69 ●林業労働者育成対策と森林整備を進めます。 民有林整備事業
毎年１０以上の地元区等の団体が里
山整備を実施し、里山景観の維持向
上を推進した。

b 継　続
林業労働者の育成は市単独では困難
であるため、県とも協力しながら進
める必要がある。

農林課 農林課

70
●緑化運動を推進し、市民参加による「市民の森」整備や里
山の活用研究などを進めます。

協働の森づくり事業
幅広い広報等により、目標を超える
参加団体数となり、緑化等森林への
関心を促すことが出来た。

b 継　続
継続させるには、事業のマンネリ化
などを避けるような、工夫をしてい
く必要がある。

農林課 農林課

71
●自然環境や美観風致の保全に必要な樹木・樹林を、保存樹
木として指定します。

緑化の推進及び緑の保全

H29、H30、R2　指定なし
H31　保存樹木1本指定
 保存樹木　45本・保存樹林　2箇所
（R2年度末現在）
自然環境の確保が図れた。

b 継　続
今後も積極的に保存樹木・樹林の指
定を行い、緑の保全推進を行う。

環境課 環境課

72
●建築材や暖房用燃料・公共工事資材など、間伐材や県
（国）産材利用を進めます。

千曲市公共建築物・公共土木工事等
における木材利用方針

方針策定後、建設課や土木事業部局
とも連携し、３年間で4件12㎥の利
用があった。

b 見直し
基準耐震や防災の観点から、木造に
対する不安がある。コスト増と防火
の観点から木材利用が進まない

農林課 農林課

73
●林道・作業道などの整備と治山事業を推進し、山林の保全
を進めます。

林道管理事業、治山事業

林道通行期間について、毎日の巡視
から異常等を早期発見し、対応がで
きた。
治山事業についても、地域要望等を
基に、地域振興局とも連携し、10地
区において堰堤等

b 継　続
県の治山事業予算の減少に伴い、治
山事業規模も縮小しているのが現状 農林課 農林課

74
●野生動物と共生するため、必要な保護や適切な個体管理を
進めます。

野生鳥獣保護管理事業
農業・住環境被害の軽減のため、ﾆﾎ
ﾝｼﾞｶ751頭、ｲﾉｼｼ516頭の個体数調整
を実施。

a 継　続
農業被害は減少傾向にある。
従事者の高齢化や減少が問題となっ
ている。

農林課 農林課

75
●地域経済の活性化や福祉・医療、環境・エネルギー、ICT
産業など成長分野といわれる企業誘致を図ります。

企業立地推進幹の配置
千曲市商工業振興条例に基づく補助
事業

企業立地推進幹1名
各種補助金の認定状況（H29以降新
規分）：43件209,931千円
定期的な企業訪問による情報収集

a 継　続 効率的かつ正確な情報収集 産業振興課 産業振興課

76
●実情に即した有効的な立地助成制度の充実及び企業立地に
対する指導、相談体制の充実を図ります。（総合戦略1-1
①）

企業立地推進幹の配置
千曲市商工業振興条例に基づく補助
事業

企業立地推進幹1名
各種補助金の認定状況（H29以降新
規分）：43件209,931千円
定期的な企業訪問による情報収集

a 継　続 効率的かつ正確な情報収集 産業振興課 産業振興課

77
●既存企業にとって受注・販路拡大となる企業とのマッチン
グを図ります。（総合戦略1-2①）

・千曲市産業支援センター事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

産業展示会の出展周知と支援、広域
的な産業支援組織と連携し取引相
談・マッチングを行っています。

a 継　続
産業支援センターの主となる業務で
あることから充実します。

産業振興課 産業振興課

（４）林業の振興
と森林資源の多面
的活用

（３）農地の持つ
多面的機能の保全
と活用

（１）産業活性化
の推進

（２）優良な農地
の確保と収益性の
高い農業経営の促
進

（１）農作物の安
定的な生産と供給

１-３-１
農林業を地域で
ともに支え、振
興する
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・自らの経営計画に沿い、意欲を
持って農林業に打ち込んでいます。

・地域ぐるみの営農活動により、多
様な担い手が支えられ、農地が有効
に活用されています。

・地域の力で里山が整備され、自然
と生活が融け合い、ゆとりと潤いの
あるまちとなっています。

・市民、農業者及び農業団体、事業
者、市が食料・農業・農村について
相互に理解、連携し、協働して農業
を支えています。

・新規出店や起業しやすい条件が整
い、産業全体が活気づいています。

・公園などの憩いの空間や駐車場な
どが完備され、高齢者や障がい者に
優しい、活気と魅力ある商店街が誕
生しています。

・地域の魅力が内外に知られ、若者
やUターンなどによる定住者が増
え、活気あるまちになっています。

１-３-２
高い技術を誇る
ものづくり産業
を振興する
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

78

●「産業支援センター」や「人材バンク」などを活用し、技
術、経営等の助言者（アドバイザー）、産学連携先の紹介、
斡旋を進めるほか、新製品・サービス開発のための学習機会
の提供などを通し、商品開発のレベルアップを図ります。
（総合戦略1-2①）

・千曲市産業支援センター事業
・産学官連携事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

千曲市ものづくり講演会を開催し、
先端技術やニッチな分野の理解を深
めた。また、市内企業と電気自動車
や小水力発電など実証実験を行って
いる。

a 継　続 引き続き、充実してまいります。 産業振興課 産業振興課

79
●産業展や展示会の開催、企業のデータベース化、ホーム
ページの活用などを通して「ものづくり産業」の紹介や取引
の拡大を支援します。（総合戦略1-2①）

・千曲市産業支援センター事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

産業展示会の出展周知と支援、千曲
市ものづくり生産向上事業を創設し
オンライン取引支援事業などの支援
を行っている。

a 継　続 引き続き、拡充してまいります。 産業振興課 産業振興課

80

●商工会議所･商工会と連携し、中小企業の抱えるあらゆる
課題や発展戦略に関する相談指導を充実するとともに、産業
連携交流ネットワークづくりを進め、企業力の向上を目指し
ます。

・千曲市産業支援センター事業
常日頃から情報共有し連携していま
す。また、SDGｓの観点から引き続
き企業力の向上を支援します。

a 継　続
引き続き、連携しながら充実してま
いります。

産業振興課 産業振興課

81
●地域固有の資源や特性を生かした地場産業の育成を促進
し、持続的な地域経済の活性化を図ります。

・商工団体とのＳＤＧｓ包括連携協
定による推進

SDGｓの観点から地場産業、地域経
済を支援していく。 b 継　続

事業者、商工団体などと協力し持続
可能な地域経済を目指します。

産業振興課 産業振興課

（３）事業環境の
改善 82

●職場環境の改善、新製品･新技術の開発、新産業創出のた
めの事業展開に対し、知的財産権の保護に対する支援を行い
ます。

・千曲市産業支援センター事業
・千曲市ものづくり生産向上事業
・東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなど

千曲市産業支援センターのアドバイ
ザーが相談に応じ支援を行っていま
す。また、ＩＴ・テレワークができ
る環境整備補助事業を創設。

b 継　続
広域的な産業支援組織などと連携し
支援します。

産業振興課 産業振興課

（４）ICT産業の誘
致強化 83

●立地環境を選ばないICT関連企業事務所の東京圏からの誘
致を促進します。また、サテライトオフィスの誘致、在宅
ワークの確保と就労者への教育による結びつけ（マッチン
グ）を進めます。（総合戦略1-1③）

・(県)産業立地・ＩＴ振興課との連
携
・(県)長野県東京事務所との連携

ＩＣＴ企業の誘致は全国の自治体で
行われており、県と情報を共有・連
携します。

c 見直し
(県)産業立地・ＩＴ振興課と長野県
東京事務所と連携してまいります。

産業振興課 産業振興課

84
●中心市街地活性化基本計画を推進します。（総合戦略４-
２②）

・中心市街地活性化事業　各種プロ
ジェクトの実施

空き店舗見学会や賑わいイベントを
開催するなど各種プロジェクトを実
施しています。

b 完　了 R3年度で計画期間満了 産業振興課 産業振興課

85
●空き店舗をコワーキングスペースなどの集客施設に利用す
るなど店舗や事業所の再集積を図ります。（総合戦略４-２
②）

・商店街空き店舗等活用事業
・空き店舗対策資金

補助事業、融資制度を創設し集積さ
せる動機つけを行っている。 b 継　続

コワーキングスペースに限らず空き
店舗活用の支援をしてまいります。

産業振興課 産業振興課

86
●中心市街地でのイベント継続を推進し、市街地の賑わいを
創出します。（総合戦略４-２②）

・中心市街地活性化事業　各種プロ
ジェクトの実施
・商業イベント補助事業

各種イベントの支援、ちくま未来カ
フェ通信でイベントや開店するお店
の紹介など行っている。

b 見直し
事業者、消費者などが役割分担し賑
わいを創出するよう支援します。

産業振興課 産業振興課

87
●多様な消費者ニーズに応えるため、魅力ある商店づくりと
情報発信などを支援します。

ちくま未来カフェ通信発行
年４回程度市内全戸に配布し情報発
信している。 b 継　続 活動する団体等を支援します。 産業振興課 産業振興課

88
●意欲ある後継者づくりや創業者育成のため、研修事業や支
援制度の充実を図ります。

・人材育成事業
・長野信用金庫との地域活力増進に
向けた連携協定締結

・従業員の能力開発のめ、研修機関
の実施する講座に参加する場合、助
成支援する。

b 継　続
支援団体と連携し、拡充してまいり
ます。

産業振興課 産業振興課

89
●日常的に買い物が困難な高齢者等を顧客とする事業化に向
けた取組を支援します。

・社会福祉協議会との連携
移動販売を行う事業へ伴走支援した
が頓挫した。 b 見直し 事業者支援として支援します。 産業振興課 産業振興課

（３）物流産業の
振興 90

●配送センターなどの流通施設が進出しやすい環境整備を進
め、立地を推進します。

雨宮産業団地造成事業（H30～）
公民連携事業として大和ハウス工業
（株）と連携して事業を推進し、R3
造成工事完了予定

a 継　続
雨宮：進出企業との災害協定の締
結、災害対策の地元区への情報提供
及び調整

産業振興課 産業振興課

91
●地域資源（伝統･文化･自然・産業など）や地域ブランドを
生かしたサービス産業の育成を図ります。

・ホームページ作成支援事業
商品や千曲ブランドを魅力的に販売
するため支援している。 a 継　続

行政の関与しずらい産業ですが、
ホームページ作成などで支援しま
す。

産業振興課 産業振興課

92
●地域密着型の小規模な企業活動（コミュニティビジネス）
をNPO・大学などと連携して支援します。

信州大学工学部・長野県立大学との
パートナーシップ協定

市内を学生の実験フィールドとして
提供し、小型ロケットの発射実験な
どを行った。

b 継　続 柔軟に対応してまいります。 産業振興課 産業振興課

（１）新たな組織
による観光推進 93

●市内の観光事業に関わるあらゆる個人や団体、事業者が集
う新たな観光推進組織（千曲市版DMO）により、来訪のニー
ズを踏まえたマーケティング、観光品質の向上や利害調整な
ど、経営の視点から地域の観光資源を総合的に取りまとめ、
新たな市場の創造を目指します。（総合戦略2-1③）

信州千曲観光局の設立（H29～）

会員・賛助会員
正社員数242名（R3.3.31現在）
観光受入事業として、窓口や電話で
の観光案内、SNSを利用した情報発
信、観光パンフレットの作成だけで
なく、観光客誘客を目的としたイベ
ントの開催や旅行商品の造成などを
行うことで、観光面からの千曲市の
知名度向上に寄与した。

b 見直し

人口減少などにより、観光客数が
年々減少している中で、新型コロナ
ウイルスの影響もあり、千曲市を訪
れる観光客数は減少傾向が続いてい
る。その中で、どのように観光需要
を増やしていくのか、運営体制の在
り方などについても見直しを図る必
要がある。

観光交流課 観光交流課

94

●千曲市でしか味わうことができないもの、手に入りにくい
ものを開発・販売するとともに、既存商品（信州千曲ブラン
ド・杏都ブランド等）の更なる磨き上げを行い、「商品」と
しての千曲ブランドを確立していきます。（総合戦略1-2
②）

千曲ブランド創出事業

信州千曲ブランド認定品ガイドブッ
ク（2年ごと更新）
・市外用：9,000部作成
・市内用：21,000部作成
・作成したガイドブックの関係施設
等への配布及び市内全校配布を行っ
た。

b 見直し
これまでの取組に加え、新たな方向
性や活動内容について、関係者によ
る検討が必要と思われる。

観光交流課 観光交流課

95

●地域の人々の手によって守られ、育まれてきた芸妓文化の
保護・活用やあんず、姨捨の棚田、稲荷山重要伝統的建造物
群、千曲川の景観保全などに努め、潜在的価値を引き出し、
観光客から「選ばれる場所」としての千曲ブランドを確立し
ます。

ロケツーリズム（ロケ地マップ・ロ
ケ地看板の設置、あんずを使用した
ご当地グルメの開発。）

・ロケ地マップの作成3種類（R2）
・ロケ地看板の設置2箇所（R2)
・庁舎ロビーやガレリアにロケ支援
作品ポスターや出演者のサイン・小
道具などを展示し、PRを行った。
→施策とうまくリンクさせること

b 見直し
ロケツーリズムを活用したシティプ
ロモーション事業は、信州千曲観光
局が主体となって実施する。

観光交流課 観光交流課

（２）ものづくり
産業の振興

（２）小売商業の
振興

（１）中心市街地
の活性化

（４）サービス関
連産業の振興

１-３-３
まちに賑わいを
もたらす商・サ
－ビス業を振興
する

１-３-２
高い技術を誇る
ものづくり産業
を振興する

　
１
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図
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・自らの経営計画に沿い、意欲を
持って農林業に打ち込んでいます。

・地域ぐるみの営農活動により、多
様な担い手が支えられ、農地が有効
に活用されています。

・地域の力で里山が整備され、自然
と生活が融け合い、ゆとりと潤いの
あるまちとなっています。

・市民、農業者及び農業団体、事業
者、市が食料・農業・農村について
相互に理解、連携し、協働して農業
を支えています。

・新規出店や起業しやすい条件が整
い、産業全体が活気づいています。

・公園などの憩いの空間や駐車場な
どが完備され、高齢者や障がい者に
優しい、活気と魅力ある商店街が誕
生しています。

・地域の魅力が内外に知られ、若者
やUターンなどによる定住者が増
え、活気あるまちになっています。

１-４-１
人を迎え、もて
なす心とまちを
育てる

・観光事業者だけでなく、その他の
事業者、団体、市民と連携し、
「オール千曲」による「観光地域づ
くり」が推進されています。

・大都市圏や外国からの観光客など
が、新幹線新駅周辺を拠点に市内を
回遊しています。

・外国人観光客が増加するととも
に、プロスポーツチームとの連携に
よる新たな観光需要が創出されてい
ます。

　
１
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】
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（２）千曲ブラン
ドの確立・維持・
強化
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

（２）千曲ブラン
ドの確立・維持・
強化

96
●「戸倉上山田温泉」の個性と魅力を認識し、ニーズに合わ
せた取組を創生することで、これからも生き残れる「温泉
街」を目指します。

外国人観光客誘客
団体合宿（スポーツ、学習）の誘致

・長野県や北信濃観光連盟と連携
し、旅行会社を相手に行う「旅行商
品商談会」などでセールスを行っ
た。
・東南アジア台湾、香港、タイなど
の親日国をターゲットに現地でPR活
動を行ったことが外国人旅行客の増
加につながった。
・団体合宿客についても、多くの旅
館で積極的に受け入れを行ってい
る。
※上記はR1までの取組。R2は新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響により
商談会や海外でのPR活動はできな
かった。

b 継　続

ウィズコロナ、アフターコロナにお
ける、新しい形態の誘客の取組が必
要。観光局や旅館組合と連携し、行
政として必要な新たな支援策の検討
が必要と思われる。

観光交流課 観光交流課

97

●市内を５つのエリアに分け、観光客や地域住民が散策、回
遊の途中で千曲市の魅力に触れあえるスペースとして、「道
の駅」や「観光ガイド拠点」、「エリアごとの拠点」の設置
等を目指します。

日本遺産の認定、日本遺産センター
の設置（R2）

既存の施設に加え、日本遺産に認定
されたことにより、姨捨観光会館を
日本遺産センターとして整備し設
置。周辺ガイド、情報発信の拠点と
した。

c 見直し

エリアごとの拠点等の新規施設の設
置は不可能である。日本遺産セン
ター、総合観光会館など既存の施設
で広域的に行っていく。

観光交流課
観光交流課・総
合政策課

98
●観光客の利便性の向上や地域住民の新たなつながりやアイ
デアが創出される場所として、「既存の観光施設の機能向
上」を図ります。

総合観光会館の指定管理委託（H31
～）

指定管理を導入することで、年末年
始以外は開館日として運営すること
で、千曲市の観光窓口として、また
市民の集いの場としての役割を果た
しており、利用者の利便性が向上し
た。

b 継　続
引き続き利用者が快適に利用できる
よう、指定管理者との連携を図る。

観光交流課 観光交流課

99

●観光客の移動における快適性を向上させるため、利用しや
すさを重視した地域内交通のあり方を見直すとともに、必要
な整備・充実を図ります。また、周遊を可能とするような二
次交通について関係者との連携を図ります。

民間事業者によるMaaSの取組と、こ
れを活用したワーケーション体験会
の開催（産業振興課、信州千曲観光
局）

・R2年度　ワーケーション体験会4
回開催
・参加人数　107名（4回合計）

c 継　続

R3シェアサイクルの社会実験事業を
実施予定、需要把握などの効果検証
を行い、関係機関とシェアサイクル
の本格導入に向けた検討を行う。

観光交流課
観光交流課・生
活安全課

100
●観光の玄関口としての駅前空間から観光地まで伸びる商店
街など、関係団体との協力・連携を図りながら、駅前から観
光地までの周辺整備を目指します。

・観光案内看板の設置

・老朽化が進んでいたり、表示内容
が古くなった観光案内看板の見直し
を行った。（大雲寺・観龍寺・姨捨
駅前など）

c 継　続
・設置場所の検討、老朽化対策、内
容の見直し。

観光交流課
観光交流課・産
業振興課

（１）誘客宣伝の
充実 101

●５つに分けた市内の各エリアにある独自性の高い地域資源
（姨捨の棚田・あんずの里等）にブランドストーリーや目を
引くキャッチコピーを作成し、積極的なプロモーション活動
を行います。（総合戦略2-1③）

千曲市観光パンフレットやポスター
を作成し、各エリアをキャッチコ
ピーを使って紹介

目を引くキャッチコピーを作成する
ことで、各エリアの魅力を伝えるこ
とができた。

c 継　続

コロナ禍では、直接現地を訪れるこ
とが難しい中で、いかに新鮮な情報
を提供できるかが重要であり、その
ツールとしてSNSをうまく活用する
必要があるため、情報発信の方法に
ついて検討する。

観光交流課 観光交流課

102

●誰でもわかりやすく、見やすく訪れたくなるようなホーム
ページを観光推進組織（千曲市版DMO）と共に作成します。
また、あらゆる情報ツールを活用し、常に新しい情報を発信
します。

SNS等での情報発信

R2年度信州千曲観光局HPプレビュー
数452,493
SNSへの記事投稿数714件
観光パンフレット（通年・季節）・
ポスターの作成

b 継　続

コロナ禍では、直接現地を訪れるこ
とが難しい中で、いかに新鮮な情報
を提供できるかが重要であり、その
ツールとしてSNSをうまく活用する
必要があるため、情報発信の方法に
ついて検討する。

観光交流課 観光交流課

103
●「観光ガイド拠点」「エリアごとの拠点」における人を媒
体とした情報発信や観光大使などの任命と活用を図ります。

千曲市観光大使事業
・信州ブレイブウォリアーズ
・TommyCHO（H30～）

信州ブレイブウォリアーズ・・・選
手の市内イベントへの参加、
SNS,WEBでの千曲市観光PR、ホー
ム、アウェーゲームでの千曲市ブー
スの出店。
TommyCHO・・・市内外での演奏会を
開催し、千曲市のPR活動を実施。

b 継　続

今後も引き続き観光大使としての活
動を続けてもらうと同時に、意義の
ある観光PR活動をしてもらえるよ
う、連携を図る。

観光交流課 観光交流課

104
●地域ごとに開催されている既存イベントを連結したプログ
ラムの開発・実施に取り組むなど、新たな魅力の創出を図り
ます。

・クーポン・スタンプラリーの企
画、実施。
・観月文化を生かしたプログラムの
企画、実施。

・イベント来場者へ市内各店舗への
消費喚起を目的にクーポン製のチラ
シを作成。
・各種団体による観月文化にちなん
だ講演会やイベントを実施。

c 見直し

既存イベントについてはここ数年自
然災害やコロナにより、中止や規模
縮小を余儀なくされているため、
ウィズコロナ・アフターコロナでの
イベントの在り方について検討する
必要がある。

観光交流課 観光交流課

105
●プロバスケットチームを軸にしたスポーツツーリズムの確
立を目指し、市のイメージアップを図ります。（総合戦略2-
2①）

シティープロモーション事業

・信濃毎日新聞など各種媒体への応
援広告掲載を実施。
・ユニフォームパンツやウォーム
アップシャツへの広告掲載を実施。
・2019-20シーズン市内ホームゲー
ム平均入場者数：1767人（前シーズ
ン比112％）
・2020-21シーズンB1リーグに昇
格。市内ホームゲーム平均入場者数
1,381人（ことアリ5試合、収容定員
の50％の制限あり）

b 継　続

B1昇格によりことぶきアリーナでの
ホームゲーム開催数は減るが、市内
での宿泊につながるよう、アウェイ
ゲーム会場でのPR活動等により誘客
に努める。またB1昇格によりメディ
アへの露出が増えることから、広告
掲載等による効果的な活用方法を検
討する。

観光交流課
観光交流課・ス
ポーツ振興課

（４）観光拠点を
結ぶ交通ネット
ワークの整備

（３）観光施設の
整備

（２）観光情報・
観光案内の充実

１-４-１
人を迎え、もて
なす心とまちを
育てる

・観光事業者だけでなく、その他の
事業者、団体、市民と連携し、
「オール千曲」による「観光地域づ
くり」が推進されています。

・大都市圏や外国からの観光客など
が、新幹線新駅周辺を拠点に市内を
回遊しています。

・外国人観光客が増加するととも
に、プロスポーツチームとの連携に
よる新たな観光需要が創出されてい
ます。

　
１
❘
４
【

観
光
交
流
】

訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
を
育
て
る

１-４-２
だれもが長い時
間楽しく過ごせ
る、観光と交流
のネットワ－ク
をつくる

（３）観光につな
げるイベントの開
催や受入れ体制の
整備
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

（３）観光につな
げるイベントの開
催や受入れ体制の
整備

106

●企業等の会議、企業等の行う報奨・研修旅行、国際機関・
団体、学会等が行う国際会議、展示会・見本市、イベントな
ど多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントや合宿、ト
レーニングの市内施設の利用と宿泊をセットに受入れできる
体制の整備を目指します。（総合戦略2-2①）

・インバウンド市場への新規開拓
・合宿、研修の受け入れ

・台湾、東南アジア地域を中心に商
談会・観光イベントへ参加。
・台湾にて、千曲市観光大使
（TommyCHO）を活用したPRを実施。
・H28～教育旅行の受け入れ（延べ
20校、820名）
・H28～小・中・高・大学の合宿受
入（延べ26,200名）

c 継　続

コロナ禍でインバウンド観光客は激
減、合宿も大きく減少したため、
ウィズコロナ・アフターコロナの受
け入れ体制について検討する必要が
ある。

観光交流課 観光交流課

107
●観光客が求めているものを把握のうえ、新たな観光施設の
整備を目指します。

市民、事業者、宿泊者を対象に観光
に関する意識調査を実施

市内観光地等の認知度、観光に関す
る意識等把握することができた。 c 見直し

調査結果については、今後策定する
観光振興計画に反映させていく。
新たな施設を整備する前に、役割を
果たした既存の施設の地元への譲渡
などの管理体制の見直しを第一に進
めていくべき。

観光交流課 観光交流課

108
●情報ネットワーク環境の整備に努め、情報取得における快
適性の向上を図ります。（総合戦略2-2③）

千曲市観光施設無線LAN整備事業

市内6カ所の施設（あんずの里観光
会館・屋代駅観光案内所・稲荷山宿
蔵し館・姨捨観光会館・上山田中央
公園・姨捨駅）へ公共無線LANを設
置することで、快適性の向上が図ら
れた。また災害時の避難拠点として
の役割も強化することができた。

b 継　続
利用頻度や利用形態などを分析し、
利用者のニーズに沿った運用を検討
する。

観光交流課
観光交流課・情
報政策課

109
●オール千曲として市内全域をカバーし、個々の体験型プロ
グラムに関連性を持たせる仕掛けづくりを行います。（総合
戦略2-2②）

信州千曲観光局による、着地型体験
型プログラム造成

R2年度は着地型体験商品9件を企
画。新型コロナウイルスの影響で中
止となったものもあり、合計参加人
数は117人にとどまった。

c 見直し
現状の商品だけでなく、新たな魅力
ある体験型商品の開発が必要。

観光交流課 観光交流課

110
●地域との交流プログラム（健康や自然がテーマ）を開発し
ます。（総合戦略2-2②）

信州千曲観光局による、プログラム
の企画・実施

・七福神外湯めぐりスタンプラ
リー。
・千曲ラン＆ウォーキング。
・姨捨観光会館（現日本遺産セン
ター）の観光案内に地元観光ガイド
団体を配置。
・ろくもん・四季島利用客への観光
案内。
・楽知会での観光ガイド。
・おばすてくつろぎの駅の開所。

b 継　続

既存のプログラムの他に、令和2年
に日本遺産に認定されたことを生か
して、新たなプログラムを創出す
る。

観光交流課
観光交流課・健
康推進課

111
●グリーンツーリズムやエコツーリズムを促進します。（総
合戦略2-2②）

信州千曲観光局によるプログラムの
企画・実施

・あんず収穫体験、あんずジャム・
シロップづくり
姨捨夜景ツアーの実施。
智識寺特別拝観実施。
座禅・寺ヨガの実施。
姨捨ナイトハイクの実施。

c 継　続
既存の商品だけでなく、新たな魅力
ある体験型商品の開発が必要。

観光交流課
観光交流課・農
林課・環境課

（６）「おもてな
しの心」の醸成 112

●観光関連団体、行政、市民一人ひとりが千曲市の魅力を再
認識し、親切な道案内やハンディキャップをもった人へのサ
ポートなど、観光客を温かく迎えるための対応ができるよ
う、おもてなしの心を醸成するための講習会を開催し、おも
てなし意識のレベルアップを図ります。

千曲市を楽しく知る講座の開催
ボランティアガイド「楽知会」によ
るガイド養成講座の実施。R2は14名
参加。

b 継　続

「月の都　千曲」が日本遺産に認定
されたことを観光面で生かしていく
ために、講座を通して関心を高め
る。

観光交流課 観光交流課

113
●観光ニーズを的確に調査・分析・判断し、今まで千曲市に
訪れたことのない顧客層への積極的なアプローチを行いま
す。

信州千曲観光局による旅行商品造成
女性や親子をターゲットにしたイベ
ントの開発を行い、女子旅を提案
し、有料モニター4名が応募（R1）

c 継　続
ターゲットを絞ったイベントにも需
要が一定割合あるため、そのような
イベントを企画して集客に繋げる。

観光交流課 観光交流課

114
●北陸新幹線の敦賀延伸・新幹線新駅設置を見据え、ＪＲや
しなの鉄道、隣接地域・県外と連携を強化するなど、広域観
光の推進を図ります。（総合戦略1-2②）

しなの鉄道沿線観光協議会
新幹線上田駅観光案内所運営委員会
JR、しなの鉄道、観光局、市による
４者会議の開催

鉄道沿線自治体と連携し、観光情報
の発信を行う。
しなの鉄道観光列車「ろくもん」、
JR東日本による寝台観光列車「四季
島」のおもてなしを行い、連携した
取り組みを行った。

b 継　続
今後も各団体と連携を図りながら、
観光PRを行う。

観光交流課
観光交流課・総
合政策課

115
●外国人観光客に対する適切な情報発信、情報提供を行い、
インバウンド市場の新規開拓を目指します。（総合戦略1-2
②）

海外の商談会やイベントへの参加

H29（8517人）,H30（9,072人）と外
国人観光客数は増加傾向にあった
が、R1（8,871人）は東日本台風、
R2は新型コロナウイルスの影響もあ
り、外国人観光客数は減少。

c 継　続
ウィズコロナ、アフターコロナにお
ける、外国人観光客の受け入れ体制
の検討をする。

観光交流課 観光交流課

（４）快適、安全
な観光地の創出

１-４-２
だれもが長い時
間楽しく過ごせ
る、観光と交流
のネットワ－ク
をつくる

・観光事業者だけでなく、その他の
事業者、団体、市民と連携し、
「オール千曲」による「観光地域づ
くり」が推進されています。

・大都市圏や外国からの観光客など
が、新幹線新駅周辺を拠点に市内を
回遊しています。

・外国人観光客が増加するととも
に、プロスポーツチームとの連携に
よる新たな観光需要が創出されてい
ます。

　
１
❘
４
【

観
光
交
流
】

訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
を
育
て
る

（５）滞在型・体
験型観光の推進

（７）広域観光・
国際観光の推進
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

（１）工場等の立
地推進 116

●地域特性や強み、企業動向を把握した調整担当者（コー
ディネーター）の派遣による工場等の誘致を推進します。ま
た、用地取得（賃借）、工場設置、空き建物活用、新規雇用
等にかかる補助を行います。（総合戦略１-１①）

企業立地推進幹の配置
千曲市商工業振興条例に基づく補助
事業

企業立地推進幹1名等を配置して工
場棟の誘致を推進した。補助も行っ
た。
各種補助金の認定状況（H29以降新
規分）：43件209,931千円

a 継　続 効率的かつ正確な情報収集 産業振興課 産業振興課

（２）企業及び政
府関係機関の地方
移転

117
●首都圏所在企業の本社機能の誘致促進のほか、政府関係機
関の誘致を促進します。（総合戦略1-１②）

長野県（東京事務所を含む）及び関
係団体との連携

長野県（東京事務所を含む）及び関
係団体との連携して取り組んだが誘
致には至らなかった

c 継　続 効率的かつ正確な情報収集 産業振興課 産業振興課

（３）産業人材の
結びつけ（マッチ
ング）と誘致

118
●市内企業経営者の右腕となる首都圏の人材確保の支援を進
めます。（総合戦略1-１④）

・長野県プロフェッショナル人材戦
略拠点の活用・連携/(一財)長野県
経営者協会
・(県)プロ人材就業補助金の創設

(一社)経営者協会が人材マッチング
をサポートする仕組みを創設し、県
でプロ人材就業補助金を創設、単独
自治体ではなしえなかった事業実施
された。

b 継　続 支援団体と連携してまいります。 産業振興課 産業振興課

（４）大学等の活
用 119

●学生へ市内企業の情報提供を行い、就職支援を行います。
（総合戦略２-４②）

・Webサイト「おしごとながの」開
設
・長野地域UJIターン就職促進事業

「おしごとながの」は市内34社が登
録、就職説明会などを多数共催し就
業を支援した

a 継　続
様々なメディアなどを使い機会を設
けてまいります。

産業振興課 産業振興課

120
●おしごとながの（長野市が運営する人と企業の結びつけ
（マッチング）WEBサイト）を活用した就労支援を進めま
す。（総合戦略1-３①）

職場体験実習生(インターン)受入れ
企業のＰＲと受入れ補助と企業見学
バスツアー開催

行政が関与するWeb求人情報サイト
に登録する企業は、信用が高く長野
地域に住む保護者から高い評価があ
る。
「おしごとながの」は市内34社が登
録していて就労支援をしている

a 継　続
求人情報等は有効な広報手段である
ため拡充します。

産業振興課 産業振興課

121
●就労相談や、産業界のニーズに対応した技能向上（スキル
アップ）講座の開催、創業支援（補助・アドバイス）を進め
ます。（総合戦略1-３①）

・公共職業訓練、長野地域職業訓練
の各種講座、資格取得の開催
・女性のためのワーク・ライフプロ
ジェクトの実施

パソコン会計実務、介護職、電気設
備技術など様々な講習・訓練を開催
しています。市報などを通し周知を
行っている

b 継　続
今後も、公共就業訓練ﾊﾛｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞと
連携します。

産業振興課 産業振興課

（２）UIJターン受
け入れ企業及び就
業者への経済的支
援

122
●県外からの転入者を雇用する企業への補助や、県外から転
入した就業者への補助（奨学金の優遇制度）を進めます。
（総合戦略1-３②）

UIJターン者向け奨学金優遇制度事
業

・就業者にも様々な理由等があるこ
とから、県外出身者の採用という理
由での支援は困難。

c 見直し
ＵＩＪﾀｰﾝ受入れにつきましては、
企業説明会、インターンシップなど
拡充し企業の採用支援を行います。

産業振興課
産業振興課・教
育総務課

（３）非正規雇用
の解消 123 ●非正規雇用者の正社員化を進めます。（総合戦略1-３③）

・若者・子育て世代の就労相談
・身近な就労相談所 ふるさとハ
ローワークの活用
・(県)女性就業支援員との連携・活
用
・ジョブカフェ信州(若年者就労サ
ポートセンター）の活用

・若者・子育て世代の就労相談を開
催したが応募がなかった。
・労働局でないと非正規雇用は把握
できないことら、引き続き連携しな
がら解消する。

c 見直し
「非正規雇用」の問題は、原則、労
働局が所管することから、相談等が
あった場合は円滑に案内します。

産業振興課 産業振興課

（１）若者の移
住・定住環境の整
備

124

●生活環境・子育て環境・住環境・雇用環境の改善を図り、
豊かな自然環境の中で、いきいきと暮らしていくことができ
る魅力を発信して、選ばれる千曲市を創出します。（総合戦
略2-1①②）

移住定住促進事業 「おいでよ　千曲市へ」更新 b 継　続
移住・定住環境の整備という観点か
ら、単課ではなく全庁的な取組みが
必要と思われる。

観光交流課
観光交流課・産
業振興課・総合
政策課

（２）若手起業家
の支援 125

●若手起業家を支援する制度を活用し、研修や情報提供など
の取組を充実します。

・ちくま創業サポートデスクの活用
・商工団体が開催する「創業スクー
ル」などの活用
・長野信用金庫との地域活力増進に
向けた連携

・ちくま創業サポートデスクで創
業・起業の相談を受けますが、相談
は不動産、雇用、許認可、融資など
多岐に渡ることから、商工団体で実
施している「創業スクール」を紹介
している。

b 継　続
引き続き、充実するよう取り組みま
す。

産業振興課 産業振興課

126
●県や連携中枢都市圏との連携による移住希望者向けの情報
発信を行い、ワンストップの移住相談窓口を設置して移住の
サポートを行います。

移住定住促進事業

・楽園信州移住セミナー：3回（R2)
・連携中枢移住定住相談会：3回
（R2)
・UIJターン就業・創業移住支援事
業（R2まで実績なし）
・県や他の自治体と連携し、相談会
を実施した。

b 継　続

・オンラインによる移住相談会開催
の検討。
・情報発信や独自の相談会開催、そ
のための取組（資料・動画作成
等）、ワンストップの窓口設置を推
進していくには、それなりの人員配
置が必要と思われる。

観光交流課
総合政策課・観
光交流課

127

●行政所管の医療、子育て、交通、住宅などの生活関連情報
やハローワークや民間事業者との連携による就労斡旋情報等
を移住に関するシティ・プロモーション情報として発信しま
す。（総合戦略2-1①）

シティープロモーション事業

・県や連携中枢都市圏において当市
の情報発信は行ってきたが、シティ
プロモーション事業としては、生活
関連・就労関連の情報発信は未実
施。

c 見直し
生活関連情報・就労斡旋情報等の発
信には、単課ではなく全庁的な取組
みが必要と思われる。

観光交流課
観光交流課・産
業振興課

128
●移住希望者への住居提供のため、空き家バンクへの物件登
録を進めます。（総合戦略２-３①）

千曲市空き家バンク事業
事業開始から令和３年４月末時点で
63件の登録があり、38件が成約と
なった。

b 継　続
今後も空家等の有効活用を促進して
いくため、事業を推進する仕組みを
継続していく。

建設課
建設課・観光交
流課

129
●住宅・雇用・就農・子育て等、移住希望者の受け皿となる
事業を政策間連携で結びつけ、移住促進策として魅力ある環
境を整えます。（総合戦略２-３①）

移住定住促進事業
各担当課において施策を実施してい
るが、政策間連携による環境整備は
未実施。

c 見直し

移住促進策として、様々な面での環
境整備の促進という観点から、単課
ではなく全庁的な取組みが必要と思
われる。

観光交流課 観光交流課

130 ●市民霊園の充実と適正な維持管理を図ります。 令和２年度市民霊園管理事業
桑原振興会に委託し、霊園の管理を
行っている。利用者が気持ちよく利
用できている。

a 継　続
需要があれば拡張する。また既存施
設の老朽化に対応していくべきであ
る。

環境課 環境課

（２）環境整備の
促進

（１）情報発信拠
点の設置

　
１
❘
５
【

雇
用
】

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

・地域の個性や実情を踏まえた産業
の振興が図られ、多様な雇用の機会
が提供されています。

・雇用増や産業の活性化にともな
い、地域経済が安定して人口減少傾
向が抑制されています。

・豊かな自然や美しい風景が守ら
れ、歴史や地域文化が息づいていま
す。

・千曲市の魅力が県内外に知られ、
千曲市の強みを生かした新しい産業
の創出や企業立地が進んでいます。

・若者が各分野で地域の産業を支
え、雇用の場が確保されています。

・市内の若者やUJIターン者が定住
し、地域コミュニティの核となって
市民の歴史・文化・生活を守り、育
てています。

１-５-２
若い世代の経済
的安定

１-５-１
企業・産業人材
の誘致、採用・
就労の拡大によ
る雇用の創出

　
１
❘
６
【

移
住
・
定
住
】

住
ん
で
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
つ
く
る

１-６-１
さまざまな分野
で活躍できるし
くみを整える

１-６-２
移住・定住を支
援する体制を整
える

（１）若者・子育
て世代への就労・
創業支援
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

２安心して子育てができ、のびやかに育ち学べるまち

131
●「子ども育成条例」に基づき、地域をはじめ、社会全体で
子育てを支え合う意識の醸成に努めます。

子どもの居場所づくり支援事業
ファミリーサポート事業

子どもの居場所づくり支援事業を活
用した「子ども食堂」の開催など地
域・社会と関りを持つ活動の支援を
実施。

b 継　続
安心して利用できる居場所として、
実施団体（地域）と保護者・子ども
の信頼関係の構築

こども未来課
こども未来課・
保育課・教育総
務課

132
●「子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子育てに関す
る相談・助言をはじめとする支援事業を地域とともに推進し
ます。（総合戦略3-1③）

マタニティタクシー利用料金助成事
業
赤ちゃんサービスエリア（SA）の登
録と整備費補助
子育て支援センター運営

ﾏﾀﾆﾃｨﾀｸｼｰ：利用者率20.2％
赤ちゃんSA：26施設登録済
支援ｾﾝﾀｰ相談件数：380件/年

b 継　続

マタニティタクシー券の利用促進に
向けたアンケート実施など、他の事
業も含め、実態を調査し把握したう
えで効果的に子育て支援につながる
よう事業内容の見直し・改善を図
る。

こども未来課
こども未来課・
保育課

133

●仕事と子育てや家庭生活との両立によって、安心して子育
てができるよう保育園での一時預かりや宿泊・夜間保育な
ど、保護者のニーズに応じたサービスを提供します。（総合
戦略3-1③）

園長保育事業・一時預かり事業・日
曜保育事業・トワイライト事業

保護者のニーズに応え、仕事と家庭
の両立を支援できている。
R2実績
延長保育　　　延べ　　16,340人
一時預かり　　延べ       475人
日曜保育　　　延べ　　　　41人

b 継　続

今後も引き続き実施する。夜間保
育・休日保育についてはこども未来
課と連携を取りながらトワイライト
事業を推進する。

保育課
こども未来課・
保育課

134
●保育園・子育て支援センター・病児病後児保育室など子育
て支援施設の整備・充実を図ります。（総合戦略3-1①③）

病児保育事業

Ｈ29.1月より長野広域圏内（長野
市、須坂市、飯綱町）の病児・病後
児施設の利用が可能となり、登録者
数は年々増加している。

b 継　続
より利用しやすい施設の実現に向
け、設備等の充実を図ると共に、事
業の周知を強化する。

こども未来課
こども未来課・
保育課

135
●保育園・子育て支援センター・児童センター（児童館）な
どを子育て支援の拠点施設として、子育て支援や育児相談の
充実を図ります。（総合戦略3-3③）

ファミリー・サポート・センター事
業
放課後児童健全育成事業

拠点施設としての役割を果たすと共
に、身近な存在として子育て支援や
育児相談を実施した。

b 継　続
より充実した支援を実現するための
施設整備や運営方法の改善を図る。

こども未来課
こども未来課・
保育課

136
●障がい児をもつ親の支援として、母子通園訓練施設などの
充実を図ります。

心身障害児母子通園訓練事業（あす
なろ園）

実施結果
開園期間　週５日（月～金）
在籍園児数　９人（令和３年３月３
１日現在）
年間実利用園児数　１１人
成果
専門的な視点で、お子さんの発達に
合わせて適切な支援を提供。社会の
中で生きていくうえでの必要なスキ
ルを学ぶために、医療と保育を合わ
せて提供するとともに、保護者への
相談等も実施。

a 継　続

継続して事業を実施できるように、
人材確保について検討が必要。
建物の老朽化への適切な対応が必
要。

福祉課
福祉課・こども
未来課

137
●社協が運営する「結婚相談所」や企業、団体などと連携
し、市民の婚活を支援します。（総合戦略３-１④）

婚活支援事業
結婚新生活支援事業

婚活事業に対する負担金の支援する
とともに、イベント開催時に連携を
図った。

b 継　続
婚活支援活動への企業や団体の関わ
り方を研究すると共に、登録者の増
加に向けた対策を図る。

こども未来課 こども未来課

138
●結婚相談員の育成を図るため、講習会の開催や経費の助成
を行います。（総合戦略３-１④）

婚活支援事業
相談支援のポイントなどを課題とし
た結婚相談員研修を実施（1回） b 継　続

社会福祉協議会と連携し、結婚相談
事業の拡充を図る。

こども未来課 こども未来課

（４）結婚から妊
娠・出産・子育て
に渡る切れ目ない
支援

139
●結婚から子育てに至る相談等に対応できる「ワンストップ
拠点（千曲市版ネウボラ）」を設置し、相談者の生活過程に
応じた適切な支援を行います。（総合戦略3-1①）

令和元年度　子育て世代包括支援セ
ンター設置

母子保健コーディネーター、子育て
コーディネーターを配置し、妊娠期
から子育て期にわたる切れ目のない
支援を行う子育て世代包括支援セン
ター（「ワンストップ拠点（千曲市
版ネウボラ）」）を設置した。関係
機関との連携により、適切な支援や
サービスの提供に努めている。

a 見直し

「ワンストップ拠点（千曲市版ネウ
ボラ）」＝子育て世代包括支援セン
ターの設置については、計画達成と
して区切りをつけたい。今後は、子
どもから若者に関わる庁内関係部署
の切れ目のない支援体制や連携の仕
組みづくりの推進が課題。

こども未来課
こども未来課・
健康推進課

140
●乳児への訪問時を利用し、育児に対する不安・負担解消に
つながる取組によって母親の子育てを支援します。

赤ちゃん訪問

母子保健施策と子育て支援施策との
一体的な提供を通じて妊産婦及び乳
幼児の健康保持増進に関する包括的
な支援を行い、妊娠期から安心して
子供を産み育てることができるよう
切れ目のない支援を行った
対象児数　346名
実施数　　335名　　実施率96.8

a 継　続 今後も提供していく 健康推進課 健康推進課

141
●子どもへの虐待防止を図るため、関係機関と連携し、相談
窓口の充実に努めます。

令和元年度　子ども家庭総合支援拠
点設置

専門職の配置等により家庭児童相談
支援体制の強化を図った。また、子
育て世代包括支援センターとの連携
会議の開催により、養育支援が必要
と思われるご家庭への早期からの支
援に努めている。

a 継　続

複雑化、多様化する相談内容に迅速
に対応するため、引き続き、相談支
援体制の充実や関係機関との連携強
化を推進する。

こども未来課
こども未来課・
健康推進課・保
育課

142
●子育てに関する情報を一元化し、子育て世代への情報提供
に努めます。（総合戦略3-3①②③）

千曲市子育てガイドブック発行
千曲市子育て応援アプリ配信

子育て支援サービスの内容や相談窓
口をまとめた「子育てガイドブッ
ク」を発行。

b 継　続
利用者の反応や、常に内容を見直
し、よりニーズに合ったガイドブッ
クを作成する。

こども未来課
こども未来課・
健康推進課・保
育課

　
２
❘
１
【

子
育
て
】
「

千
曲
っ

子
」

を
元
気
に
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る

・地域や社会で子育ての支援体制が
整備されています。

・子育ては楽しい、子どもを生んで
良かったと実感できる社会が実現さ
れています。

・女性も男性も働きやすく、仕事と
家庭の両立できる社会環境が整備さ
れています。

・子育て支援の充実のため、子育支
援センターや保育園・児童センター
（児童館）などの環境整備がされて
います。

・子育てについての悩みや不安を解
決できる場や機会が整っています。

・家庭や地域において子育てに対す
る理解を共有でき、積極的な声かけ
や支援が行われています。

・病気やけがのときに安心してかか
れる医療体制が確保されています。

２-１-２
子育て家庭を支
援する

（１）子育てに関
する相談サービス
と母子保健の充実

２-１-１
安心して子育て
ができる環境を
つくる

（３）結婚希望の
実現支援

（２）職業と家庭
生活の両立

（１）地域におけ
る子育ての推進
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

143
●妊婦健康教室・乳幼児健康診査・家庭訪問・育児相談等母
子保健事業の充実を図り、子育て家庭の健康づくりを支援し
ます。（総合戦略3-1②③）

たまご教室・乳幼児健康診査・育児
相談

母子保健施策と子育て支援施策との
一体的な提供を通じて妊産婦及び乳
幼児の健康保持増進に関する包括的
な支援を行い、妊娠期から安心して
子供を産み育てることができるよう
切れ目のない支援を行った。
たまご教室　計14回　78名参加
乳幼児健康診査　受診率　98.9％
家庭訪問・育児相談等訪問事業
1,154名

a 継　続 今後も提供していく 健康推進課
こども未来課・
健康推進課

144
●歯周病リスクが高まると言われる妊娠中の方に妊婦歯科検
診・歯周病検診を実施します。

妊婦歯周疾患検診

妊娠中は歯周疾患が進行しやすいた
め本検診を継続実施した。妊娠期間
に疾患を治療し、出産後の赤ちゃん
へのう歯の感染を予防する。
対象者347名、受診者112名

a 継　続 今後も提供していく 健康推進課 健康推進課

145 ●保育料の軽減に努めます。（総合戦略3-2①）
第２期千曲市子ども・子育て支援事
業計画

令和２年度多子世帯保育料減免
20名（4,418,200円） b 継　続 軽減措置を継続する 保育課 保育課

146

●児童を養育している家庭に児童手当を、子どもを養育して
いるひとり親家庭に児童扶養手当を、重中度の身体又は知的
の障がいがある子どもを養育している父母などに特別児童扶
養手当を支給します。

児童手当、児童扶養手当、特別児童
扶養手当給付事業

各手当の給付により、金銭的支援を
実施した a 継　続

制度の周知により金銭的支援の実現
を図る。

こども未来課
こども未来課・
福祉課

147
●経済的な困窮が次世代に連鎖しないよう、ひとり親家庭な
どの子どもを対象とした学習支援や子ども食堂など、居場所
づくりに取り組みます。

子どもの居場所づくり支援事業
民間4団体による活動を支援し、学
習支援・食事の提供を通じて、子ど
もの居場所づくりに取り組んだ。

b 継　続
事業の周知を強化し、活動団体の拡
充と利用者の増加を図る。

こども未来課
こども未来課・
福祉課

148
●子育て世代や若者世代が親の支援を受けながら子育てがで
きるよう三世代同居や近居に係る支援を行います。（総合戦
略3-2②）

千曲市三世代同居近居促進事業
H29年度からR2年度　交付実績　130
件 b 完　了

申請者にアンケート調査を実施した
結果、本事業を目的に三世代同居近
居を開始したと回答した人は約6%で
あり、本制度が三世代同居近居の促
進の直接的動機には至っていないと
分析できる。

建設課
こども未来課・
建設課

149
●子育て世帯の経済的な安定を図るため、住宅取得に対する
支援を行います。（総合戦略3-2②③）

千曲市三世代同居近居促進事業
H29年度からR2年度　交付実績　130
件 b 完　了

申請者にアンケート調査を実施した
結果、本事業を目的に三世代同居近
居を開始したと回答したは約6%であ
り、本制度が三世代同居近居の促進
の直接的動機には至っていないと分
析できる。

建設課
こども未来課・
建設課

150
●経済負担の軽減を図るため、福祉医療制度の充実に努めま
す。

福祉医療費給付
R2年度　支給総額　314,388,199円
　うち乳幼児支給額 100,582,445円 b 継　続 今後も継続していく 健康推進課

こども未来課・
健康推進課・保
育課

（３）食を通じた
心と体づくりの推
進

151
●乳幼児健康診査・育児相談等において子どもの発達段階に
応じた「食」についての学習や情報提供を行い、子どもの心
とからだの健やかな成長・発達を支援します。

乳幼児健康診査・育児相談
乳幼児健診受診者数2,045名
育児相談延　333名 a 継　続

引き続き子どもの成長・発達に応じ
た適切な食事について情報提供を行
い、子どもの心と体の健やかな成長
発達を支援する。

健康推進課
こども未来課・
健康推進課

152
●産科医療機関や助産師と連携し、安心して出産ができる医
療環境の充実に努めます。

医療機関からの連絡票 年間　妊婦11件、産婦75件（R2) a 継　続
医療機関での妊婦健診等から、直接
妊産婦の状況を把握し、切れ目のな
い支援につなげる。

健康推進課 健康推進課

153
●不妊治療助成事業により不妊治療を行っている夫婦の経済
的負担を軽減します。（総合戦略3-1②）

不妊治療費助成金交付事業 不妊治療助成件数　33件 a 見直し

不妊治療を行っている夫婦の経済的
負担の軽減を目指す。
保険適用になった場合事業の在り方
について見直していく

健康推進課 健康推進課

154
●国民健康保険被保険者が出産したときは、出産育児一時金
を支給します。

出産育児一時金支給
R2年度　支給実績
404,000円×　2件＝　 808,000円
420,000円×23件＝9,660,000円

a 継　続 継続した支給 健康推進課 健康推進課

155
●妊婦の生活と出産時の負担を軽減するための支援を行いま
す。（総合戦略3-1③）

産後ケア事業 訪問　66件、延べ110名 a 継　続
産婦の不安負担の解消のため、継続
して実施。

健康推進課 健康推進課

・地域や社会で子育ての支援体制が
整備されています。

・子育ては楽しい、子どもを生んで
良かったと実感できる社会が実現さ

れています。

・女性も男性も働きやすく、仕事と
家庭の両立できる社会環境が整備さ

れています。

・子育て支援の充実のため、子育支
援センターや保育園・児童センター
（児童館）などの環境整備がされて

います。

・子育てについての悩みや不安を解
決できる場や機会が整っています。

・家庭や地域において子育てに対す
る理解を共有でき、積極的な声かけ

や支援が行われています。

・病気やけがのときに安心してかか
れる医療体制が確保されています。
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（１）子育てに関
する相談サービス
と母子保健の充実

２-１-２
子育て家庭を支
援する

（４）妊娠・出産
支援の充実

（２）子育てに係
る経済的負担の軽
減
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（２）施策別検証表
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の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

156
●「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の調和のとれ
た生きる力を育成するため、指導体制の充実、教員の資質向
上や学校支援体制の整備を図ります。

特色ある学校づくり等事業

各校における「確かな学力」「豊か
な心」「健やかな体」の調和のとれ
た生きる力の育成を支えるため交付
金を交付し教育活動を支援した。

a 継　続
各校の特色を尊重し引き続き取り組
んでいく。

教育総務課 教育総務課

157
●幼保小中の連携の強化を図るとともに、「小中一貫教育」
に関して調査研究を進めます。

幼保小中の連携

生まれてから中学校卒業まで相談事
業を中心に福祉課・こども未来課・
保育課・教育委員会の連携を図り、
情報を共有できるようになってき
た。

c 継　続
小中一貫教育に関して、県レベルで
Ｒ3から少しづつ取り組んでいる。
引き続き調査研究を行う。

教育総務課 教育総務課

158
●外国語教育の充実と自国文化や異国文化への理解を深めま
す。

外国語指導助手招致事業
令和２年度からの小学校の外国語科
の教科化に向けてＡＬＴを増員しき
め細かな対応を実施した。

a 継　続

Ｒ2から始まった小学校の外国語学
習への課題の洗い出しと解決への取
組みを行い、中学への学習へつなが
るよう、共有を行っていく。

教育総務課 教育総務課

159
●ICTを効果的に活用し、情報活用能力の向上とICT教育の充
実を図ります。

情報教育センター運営事業

Ｈ30に策定した「千曲市学校教育情
報化推進計画」をＲ1.10に改定し、
タブレット３クラスに１台から１人
１台への仕組みを整え、１人１台端
末を購入した。

a 継　続

教職員間の差がなくなるようなスキ
ルアップの機会と小集団で回数を多
く重ねた研修を行えるような取組み
と持ち帰りへのガイドライン等のし
くみづくりを構築する。

教育総務課 教育総務課

160
●子どもたちの社会的・職業的自立に向け、キャリア教育の
推進を図ります。（総合戦略2-5②）

キャリア教育推進事業

Ｒ1まで中学校は、市内各事業所の
協力のもと直接現場に出向いて職場
体験を行い、自分の将来への希望と
自己肯定感を育む取り組みを行って
きた。Ｒ2はコロナ感染拡大によ
り、オンラインで複数の事業所の状
況を話してもらったり、校内ハロー
ワークで少数で複数の事業所の人と
体育館等で話をする工夫をした。ま
た小学校１年生にはキャリアパス
ポートを配布した。

a 継　続

コロナ禍では、以前のような職場体
験ができないことから各中学校では
工夫をして行っている。自己肯定感
を育むような取り組みを試行錯誤し
ながら行う必要がある。

教育総務課 教育総務課

161
●豊かな感性と想像力等を高めるため、読書活動の充実を図
ります。

①毎年度　　読書環境の整備
②毎年度　　図書資料の充実

①図書館だより（年間4回発行）
や、週１回のおはなし会、市ホーム
ページ等を通じて読書活動の啓発を
行った。
②子どもの興味がわく選書をするこ
とにより、子どもの読書に対する意
識が向上した。市立3図書館で児童
図書を3,518点購入した。

b 継　続

事業継続
第3次計画がスタートしたばかりだ
が、世代ニーズに合わせ計画は随時
見直しを行っていく必要がある。

生涯学習課
生涯学習課・教
育総務課

162
●児童生徒の健康の保持増進、体力・運動能力を向上させる
取組を進めます。

体力テストと医師による定期健診

定期的に行われる体力テストで全
国・全県と比較して課題を解決して
きた。
定期健診については、学校医の指導
と家庭の連携のもと児童生徒の健康
保持に取り組んできた。

a 継　続

体力増加への取り組みを引き続き行
う。健康保持については、学校医と
連携して場にあった対策を立てて取
り組む。

教育総務課 教育総務課

163 ●道徳教育、人権教育の充実を図ります。 学校での人権教育の推進
コロナ前は道徳や大人数で人権教育
を行ってきた。Ｒ2は通常の教科の
中で指導を行ってきた。

b 継　続
引き続き状況をみて通常の教科に含
み取り組んでいく

教育総務課
教育総務課・人
権男女共同参画
課

164
●「ふるさと」に誇りを抱く教育の推進を図ります。（総合
戦略2-5③）

【協働事業】Ｈ28開始「ふるさと物
語の集い」事業

Ｒ1までに４回2～３小学校単位で開
催してきた。観客500人以上見守る
中、地域の歴史や文化の勉強の結果
を発表し好評を得た。

a 見直し

Ｒ2はコロナウィルス拡大防止のた
め中止した。Ｒ3は戸倉小・更級小
の発表の予定をもって終了する。そ
の後については実行委員会と相談し
て方向性を決めていく。

教育総務課 教育総務課

165
●児童生徒の不登校やいじめなどの問題行動等に幅広く対処
するため、教育相談体制の充実を図ります。（総合戦略2-5
①）

不登校対策事業

「新たに不登校を生まない」という
目標のもと平均年３回の不登校対策
委員会を開催し、市全体で対策を考
え共有した。教育相談への相談件数
も増加傾向にあり、コロナ感染拡大
防止のための休校後、全県全国的に
小中学校とも不登校率が上昇した。

c 継　続

他の自治体の状況も検証し、環境整
備を行う。また、コロナ感染拡大の
休校後、県や全国をみても人数が急
激に増加している。不登校も多様化
しており、目標数値やカウントの仕
方の見直しが必要と思われる。

教育総務課 教育総務課

166
●乳幼児期からの相談支援体制の整備を図るとともに、障が
いのある児童生徒一人ひとりにあった適切な相談・支援体制
の充実を図ります。

相談関係連携

生まれてから中学校卒業まで相談事
業を中心に福祉課・こども未来課・
保育課・教育委員会の連携を図り、
情報を共有できるようになってき
た。

b 継　続

保育園年中までの保育相談員をＲ3
～配置した。
小さい単位で短時間で打合せできる
機会を設け、共有と連携を行う。

教育総務課
教育総務課・こ
ども未来課

167
●副学籍による、地域の子どもが共に学び共に育つ共生の場
を推進します。（総合戦略2-5①）

Ｈ29　副学籍による交流及び共同学
習

４年目になったが、コロナ前は学校
行事だけでなく、地域へも参画でき
るよう理解をしていただくため区長
会等に話した。

a 継　続

Ｒ2は地域への行事参加を積極的に
推進することはできなかったが、学
校行事だけでなく、地域への行事へ
参画できるよう特別支援学校や小中
学校だけでなく、区など機会を見つ
けて周知していく。

教育総務課 教育総務課

（１）基礎学力の
向上

（２）豊かな心･健
やかな体の育成
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・安全で快適な教育環境の中、学
校・家庭・地域等の連携により、い
きいきと活気あふれる教育が行わ
れ、ふるさとに誇りと愛情を抱き、
地域を大切に思う子どもたち、他を
も思いやるあたたかい心をもつ子ど
もたちが育っています。

・環境浄化活動、非行防止活動、生
活相談活動などにより、青少年が安
心して育つ環境が確保されていま
す。

・青少年の居場所が確保され、自然
体験及びボランティアなどに意欲的
に参加し、集団活動を通して社会性
を身につけています。

・栄養バランスの取れた安全な学校
給食が提供され、家庭では、規則正
しい食習慣が定着しています。

２-２-１
子どもたちみん
なが楽しく学べ
る学校をつくる
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担当課 関係課

168
●児童生徒が、いきいきと学習や生活ができる、安全で快適
な教育環境づくりを進めます。（総合戦略2-5②）

魅力ある授業、教育機器の活用、小
学校における英語活動の充実、支援
の充実など

デジタル教科書活用の視覚によるわ
かりやすい授業のほか、Ｒ2からの
英語学習の全面実施になる前のＲ1
からＡＬＴによる英語学習を行っ
た。また、特別支援教育支援員の配
置増加による授業の円滑な運用がで
きたほか、ＬＤ通級教室のサテライ
ト教室を増設し、よりこまめに対応
できる環境を整えた。

a 継　続

１人１台端末の学習者のデジタル教
科書の活用など、１人１台端末を活
用した魅力ある授業を模索してい
く。

教育総務課 教育総務課

169
●安全で安心な学習環境を確保するため、学校管理体制の整
備や防犯教育、施設整備・設備の充実、教職員などの危機管
理意識の向上に努めます。

安心安全のための整備と教職員の危
機管理意識向上

従来から行ってきた避難訓練のほ
か、すでに防犯のため刺俣やカラー
ボールを設置し使用方法の研修を各
校で行っている。また防犯ブザーを
小学校新１年生に配布している

a 継　続

全小中学校が避難所として避難グッ
ズが設置されていることから、教職
員とその後は児童生徒にも段ボール
ベッドなどの組み立て方を講習する
ことで危機管理意識の向上を図って
いく。

教育総務課 教育総務課

170
●人材の育成や産業の振興、若年人口の交流と定着を図るた
め、高等教育機関の誘致を検討します。

R1年度　市と高等教育機関との連携
事業調査

庁内における高等教育機関との連携
事業を整理したが、具体的な調査は
進まず。
高等教育機関より進出・調査等の申
出はない。

d 見直し

今後、更なる少子化の時代におい
て、高等教育機関の誘致の必要性を
見極めながら、誘致について検討は
続けていく。

総合政策課
総合政策課・教
育総務課

171
●県立中高一貫校の市内開設等にともない中高の連携を進め
るとともに、市内の県立高校の存続と充実を県へ働きかけま
す。

令和元年　旧第４通学区「高校の将
来像を考える地域の協議会」発足

旧第４通学区「高校の将来像を考え
る地域の協議会」において、県に対
して、存続のための働きかけを行っ
てきた。また、「屋代南高校を発展
させる会」においても、県への具体
的な提言や要請を示した基本方針を
確定させた。

b 廃　止

旧第４通学区「高校の将来像を考え
る地域の協議会」は、Ｒ3.7.29を
もって、全８回の協議会としての活
動が終了した。また、「屋代南高校
を発展させる会」は、今後、基本方
針をもとに、提言書の提出等を県へ
働きかけていく。

教育総務課 教育総務課

172 ●教職員に対する教育環境整備に努めます。 学習支援員配置事業

特別教育支援員配置や講師等のチー
ムティーチングにより、担任任せや
教科担任のみによらない環境整備を
進めた。

b 継　続
各学校と連絡をとり、状況をみなが
ら体制を整え、効果を高める。

教育総務課 教育総務課

173
●保護者や地域住民の信頼に応えつつ、家庭や地域と連携し
て子どもたちの成長を支えていくため、地域に開かれた学校
づくりを進めます。

千曲型コミュニティスクール推進事
業

コミュニティスクールにより学校づ
くり連携した学校づくりをすすめて
きた。

b 継　続
引き続き千曲型コミュニティスクー
ル事業の充実により進める。

教育総務課
教育総務課・生
涯学習課

174
●学校と地域が一体となって子どもを育てる、千曲型コミュ
ニティスクールの推進と充実に努めます。（総合戦略2-5
①）

千曲型コミュニティスクール推進事
業

Ｈ30すべての小中学校で千曲型コ
ミュニティスクールを始めており、
その拡充を図るため「千曲型コミュ
ニティスクール関係者連絡会」を年
数回開催し、情報交換を行った。

a 継　続

Ｈ30で全ての小中学校をスタートで
きた。Ｒ2は限られた項目でしか活
動できなかったことから、今後どの
ように地域と共に充実を図ることが
課題。

教育総務課
教育総務課・生
涯学習課

175
●地域との連携やさまざまな教育活動への参画を図るため、
学校評議員制度の充実を図ります。

学校評議員制度

Ｈ31年４月１日より、学校評議員制
度を廃止し、学校運営委員会を充実
させることにより、学校運営等の自
己評価を踏まえた「当該学校の保護
者や学校関係者」による学校評価と
なるようにした。

d 廃　止
Ｈ31年４月１日学校運営委員会を充
実させることで区切りをつけ、学校
評価員制度を廃止した。

教育総務課 教育総務課

176
●教育活動の成果の検証と住民参画に資する情報を共有する
ため、学校評価制度の充実を図ります。

学校評価制度

Ｈ31年４月１日より、学校評議員制
度を廃止し、学校運営委員会を充実
させることにより、学校運営等の自
己評価を踏まえた「当該学校の保護
者や学校関係者」による学校評価と
なるようにした。

a 継　続
今後は、千曲型コミュニティスクー
ルの推進とより一層の充実を図る。

教育総務課 教育総務課

177
●子どもたちを犯罪被害から守るため、家庭や地域と連携し
た取組を進めます。

千曲型コミュニティスクール推進事
業

学校では見守り隊、地域と学校、行
政が連携をして取り組んできた。 b 継　続

地域の人材ややり方を尊重した取り
組みを行っていく。

教育総務課 教育総務課

178
●通学区制度の弾力化について、必要に応じて調査研究を進
めます。

広域通学への検討

調整区の中での指定校の選択や家庭
の状況を聞いて配慮すべき家庭は指
定校でない学校への入学を認めてき
た。

c 見直し
地域性のある学校運営と、どのよう
に両立していくか調査研究してい
く。

教育総務課 教育総務課

（３）教育環境の
整備・充実

（１）信頼される
学校づくりの推進

２-２-１
子どもたちみん
なが楽しく学べ
る学校をつくる

・安全で快適な教育環境の中、学
校・家庭・地域等の連携により、い
きいきと活気あふれる教育が行わ
れ、ふるさとに誇りと愛情を抱き、
地域を大切に思う子どもたち、他を
も思いやるあたたかい心をもつ子ど
もたちが育っています。

・環境浄化活動、非行防止活動、生
活相談活動などにより、青少年が安
心して育つ環境が確保されていま
す。

・青少年の居場所が確保され、自然
体験及びボランティアなどに意欲的
に参加し、集団活動を通して社会性
を身につけています。

・栄養バランスの取れた安全な学校
給食が提供され、家庭では、規則正
しい食習慣が定着しています。

　
２
❘
２
【

教
育
】

子
ど
も
が
の
び
や
か
に
育
ち
、

生
き
る
力
を
育
む
環
境
を
つ
く
る

２-２-２
学校・家庭・地
域等が一体と
なった学校づく
りを進める

13 / 32 ページ



（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

179
●学校給食を「生きた教材」として活用し、栄養バランスの
とれた食事の取り方や「早寝早起き朝ごはん」といった望ま
しい生活習慣の啓発を進めます。

学校給食による食育等推進

栄養教諭・学校栄養職員による児童
生徒の発達段階に応じた各校への訪
問指導、学校の校内放送用の献立紹
介資料の提供、学校と共に学校給食
を活用した食育に取り組み、給食を
通じて人間形成の一端を担ってきた
と考える。
なお、今期の成果指標の一つである
「残菜量を減らす」については、1
日当たりの残菜量の過去4年間の平
均が26.33㎏で目標値の35㎏をクリ
アした。

a 継　続

学校給食は単なる学校の昼食ではな
く、生きた教材として捉え、学校給
食を通じて将来に向けた望ましい食
習慣や生活態度を育む取り組みは継
続される必要があると考える。

今期の成果指標の一つである「残菜
量を減らす」に関し、食べ物を大切
にすることは大事な事である。一方
で、「残してしまう」ということに
ついては、社会の考え方の変遷もあ
り、各人の持つ個性や個体差、学校
給食の多様な目標など、広い視野か
ら捉えることも必要かと感じる。
また、残菜量が多いと食べ物を大切
に扱っていないとか、献立が嗜好に
合わないとか様々な見方があると思
われるが、この数値（残菜量）が何
故望ましい食習慣を養うことに結び
つけられているかを考えておく必要
があると感じる。
なお、食育は直ちに結果が表れるも
のではなく、成果の数値化が難しい
部分があると考える。

給食センター 給食センター

180
●安全で安心な学校給食の提供に努めるとともに、学校・家
庭と連携し食育を推進します。

学校給食による食育等推進

ＰＴＡや各種団体の給食センターの
施設見学の受け入れ、家庭向けに毎
月発行する給食センターだより（食
育だより）、肥満指導・栄養指導な
どにより、学校・家庭と関わりを持
つ中で、食育を進めてきた。
安全な給食の提供に関し、成果指標
の一つである「事故件数」が過去4
年間の平均が4.25件で目標値の0件
に届かなかった。これは調理従事職
員の労災事故発生によるものである
が、栄養士、調理従事職員の衛生管
理への取り組みにより、食中毒の発
生は0件で推移することができた。

c 継　続

学校や家庭との連携による食育の推
進については、継続した取り組みが
求められると考える。また、学校給
食センターは、安全でおいしい給食
を安定的に提供することが使命であ
り、児童生徒、保護者、学校に向け
ては給食事故を発生させないことが
まず第一と考える。このため安全な
給食の提供に向けた事故防止への取
り組みも継続が求められると考え
る。

給食センター 給食センター

181 ●地元農産物の利用促進を図ります。 学校給食への地元食材利用

地元産の農産物の利用促進に向け
て、旬の野菜や果物を献立に取り込
んだり、地元農産物を原料とした加
工食材を使った献立を開発するなど
の取り組みを行ってきた。
また、成果指標の食材の地場産物使
用度は基準値49.8%・目標値55％に
対し、Ｒ2年度が54.8%で、概ね達成
できている状況にあると考える。

a 継　続

地元産食材の使用を飛躍的に伸ばす
ためのインフラ的要素はなく、気候
や地理的条件等で通年で安定的に供
給できる条件に乏しく、人口減少の
時代になっていることから、これ以
上の利用拡大は難しいと考える。こ
れまでと同じくの地元産＝県内産の
定義による食材の使用率維持が現実
的と考える。

給食センター 給食センター

182
●基本的生活習慣や社会的マナー、自制心、自立心などの育
成を図るため、家庭、学校、地域等が連携して、家庭教育に
関する学習の機会や情報提供を進めます。

児童生徒の地域活動への参加

地域（育成会活動含む）の行事に参
加している児童生徒の割合は高く、
地域の人とのかかわりを多く持って
いるように思われる。

a 継　続
中学生になると地域活動へのかかわ
りが少なくなることが課題

教育総務課
教育総務課・生
涯学習課

183
●青少年の団体生活におけるマナーの向上及び主体的な活動
意欲の醸成を図るため、生活体験型の交流事業などを進めま
す。

毎年度　子ども会リーダー研修会

市内76支部の子ども会小学6年生と
指導者を対象に、6月に2回実施し
た。平均200名参加。団体生活によ
りマナーが向上し,リーダーとして
の自覚が付き、子どもの主体性を養
うことができた。

b 継　続

事業継続
プログラムメニューの再構成をし、
現状に即した研修会を実施していく
必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

184
●補導活動従事者などが定期的に巡回し、ぐ犯・不良行為少
年などを早期に発見、注意、助言、指導するなど、非行を未
然に防止する活動を進めます。

毎年度　補導巡回パトロール

毎年度　30名の少年補導委員により
９小学校区において、巡回パトロー
ルを毎月実施し、年間150～170回程
の巡回活動を行い、青少年の非行の
未然防止につながった。

a 継　続

事業継続
青少年を取り巻く環境は毎年変化し
ている中での活動であることから、
情報収集に努めていく必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

185

●青少年非行の助長及び非行の誘引となる恐れのある社会環
境などに対し、補導活動を通じ、店舗の環境チェックなどの
強化を図るとともに、地域・市・事業者が連携・協力し、有
害環境を防止する市民運動を進めます。

毎年度　環境チェック活動

30名の少年補導委員により、コンビ
ニエンスストア等の店舗を訪問し有
害図書等の排除等を依頼する等青少
年の非行を助長しないための活動を
実施し、未然の非行防止につながっ
た。

a 継　続

事業継続
青少年を取り巻く環境は毎年変化し
ている中での活動であることから、
情報収集に努めていく必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

186

●「地域の子どもは地域で育てる」という視点から、子ども
たちと地域の人たちが触れ合える機会を創出する「子どもの
居場所づくり事業」及び「地域ボランティア事業」を進めま
す。

子どもの居場所づくり支援事業
子どもの居場所づくり事業実施団体
と地域ボランティア事業実施団体の
活動支援を実施。

b 継　続
実施団体の拡大に向けた制度の周知
を図る。

こども未来課
こども未来課・
生涯学習課

（２）地域ではぐ
くむ健全な心とか
らだ

（２）食育・学校
給食による望まし
い食習慣の形成

（１）学校・家
庭・地域等が連携
をして取り組む教
育

２-２-２
学校・家庭・地
域等が一体と
なった学校づく
りを進める

２-２-３
地域で青少年を
はぐくむ風土を
つくる

　
２
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２
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育
】
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・安全で快適な教育環境の中、学
校・家庭・地域等の連携により、い
きいきと活気あふれる教育が行わ
れ、ふるさとに誇りと愛情を抱き、
地域を大切に思う子どもたち、他を
も思いやるあたたかい心をもつ子ど
もたちが育っています。

・環境浄化活動、非行防止活動、生
活相談活動などにより、青少年が安
心して育つ環境が確保されていま
す。

・青少年の居場所が確保され、自然
体験及びボランティアなどに意欲的
に参加し、集団活動を通して社会性
を身につけています。

・栄養バランスの取れた安全な学校
給食が提供され、家庭では、規則正
しい食習慣が定着しています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

187
●「子どもの手による子ども会の育成」を目標に、子どもた
ちが中心になって、いきいきと子ども会活動ができるよう
「市子ども会育成連絡協議会」の主体的活動を支援します。

毎年度　子ども情報交換会

市内小学5年生を対象に実施。市内
各支部の活動内容の情報を、子ども
自らが発表し、会話によるコミュニ
ケーションが向上した。近年はイン
フルエンザ、新型コロナウイルスに
より開催中止。（対象者児童：約
150人）

b 継　続

事業継続
会話によるコミュニケーションが減
る中、
子どもが中心となっていく事業の必
要性は大きく、子どもが自発的に活
動できる場の検証が必要。

生涯学習課 生涯学習課

188
●インターネットや携帯電話などのメデイアによる有害環境
から子どもを守る取組を推進します。

毎年度　街頭啓発活動

7月及び11月実施。街頭啓発活動と
して、屋代駅前にてリーフレットを
生徒等へ配布した。各月約100枚配
布

b 継　続

事業継続
メディアによる有害環境は様々な形
で増えていることから、有害環境の
情報取集に努めることが必要。

生涯学習課
生涯学習課・こ
ども未来課

189
●福祉施設や生活体験型の交流事業などの充実により、創造
性や社会性に富んだ子どもの育成を図ります。

毎年度　①子ども会リーダー研修会
毎年度　②姉妹都市交流事業

①2-2-1（１）同様
②市内小学校代表6年約30人が参加
し、富山県射水市の児童と交流し、
互いの市への理解を深めた。

b 継　続

事業継続
姉妹都市との生活体験型交流のプロ
グラムの再構成をし、子どもの育成
を図る。

生涯学習課 生涯学習課

190
●地域の伝統文化や歴史的遺産に触れ、学ぶ環境づくりを図
ります。

毎年度
公民館主催青少年健全育成事業

書初め、しめ縄づくり、味噌づくり
等の講習会を各1回実施し、伝統文
化への理解を深めた。

b 継　続
事業継続
地域伝統文化の学習の場を増やし、
更なる内容の充実が必要である。

生涯学習課
生涯学習課・教
育総務課・文化
課

191
●スポーツ活動への積極的な参加や芸術活動に触れる機会の
提供を図ります。

毎年度　千曲市スポーツ教室
毎年度　千曲市市民体育祭等各種競
技大会

千曲市スポーツ協会等関係団体やス
ポーツ推進委員等と連携し、スポー
ツ教室および体育祭等各種競技大会
を開催しており、多くの市民がス
ポーツ活動に参加する機会となって
いる。

b 継　続
多くの市民がスポーツ活動に参加で
きる事業であり、更に充実した内容
で継続をしていく。

スポーツ振興
課

生涯学習課・ス
ポーツ振興課

192 ●「生涯学習基本構想」の実現に向け推進を図ります。
令和元年度
第2次千曲市生涯学習基本構想・基
本計画

生涯学習推進のため各種講座等を年
間約1000講座開催し、約20000人の
市民が受講した。誰もが学べる生涯
学習の場を提供したことにより、生
涯学習基本構想の実現の推進につな
がった。

b 継　続
時代に即した各種講座及び学級のプ
ログラムのニーズを把握し、事業展
開していくことが必要である。

生涯学習課 生涯学習課

193
●複雑化・多様化する社会に対応できるよう、公民館や図書
館などで開催する各種学級・講座などの学習内容や学習機会
の充実を図ります。

①毎年度　公民館主催　成人講座・
各種学級等
②毎年度　図書館主催　通年講座・
おはなし会等

各種講座等を年間約1000講座開催
し、約20000人程の市民が受講し、
誰もが学べる生涯学習の場を提供し
た。

b 継　続
時代に即した各種講座及び学級のプ
ログラムのニーズを把握し、事業展
開していくことが必要である。

生涯学習課 生涯学習課

194
●「子ども読書活動推進計画」の実現に向け推進を図りま
す。

令和2年度
第3次千曲市子ども読書活動推進計
画による事業
毎年度
　　　　①ファーストブック事業
　　　　②セカンドブック事業

①生後7課月を迎えた乳児に絵本を
贈った。子育て支援と併せた図書館
利用につながった。
②読書に興味を示す児童が増えてお
り、想像力を高める結果につながっ
ている。小学1年生に1冊贈呈した。

b 継　続

事業継続
第3次計画がスタートしたばかりだ
が、世代ニーズに合わせ計画は随時
見直しを行っていく必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

195
●学習情報を収集し、情報機器の活用、市報や市ホームペー
ジなど多様な媒体を活用し、情報提供を行うとともに、市民
の学習相談に応える総合的な相談体制の整備を図ります。

毎年度　生涯学習情報の発信

市関係各課から生涯学習情報を収集
し、年4回ホームページで周知する
るとともに、各種公共施設へ情報を
掲示し、市民への生涯学習意欲の向
上につながった。

b 継　続

事業継続
より多くの市民が必要としている学
習内夜を把握し、情報を発信してい
く必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

196
●指導者の発掘や養成と人材バンクの整備充実を図り、その
活用に努めます。

毎年度　人材バンク活用事業

市ホームページにおいて人材バンク
制度を周知し、指導者の発掘を行っ
た。個人登録11名、団体登録7団体
となっているが数年間実績がない。

c 見直し

事業継続
3年に1度の更新であるが、個人登
録、団体登録は増加にはいたってい
ないため、人材バンクのメニューの
見直しをする必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

197
●家庭、地域、学校がそれぞれ役割を持ちながら、教育力を
補完し合い、市民の学習活動を推進していく体制づくりを進
めます。

①毎年度　上山田子ども未来塾
②毎年度　八幡っ子教室

①②退職した地域の教員約13名が講
師となり、毎週水曜日を基本に、児
童・生徒を対象に学習支援活動を実
施。学校とも連携し、教員時代に
培ったノウハウを生かし、児童・生
徒の学習能力の向上につながった。

b 継　続

事業継続
講師不足が課題となっている。引き
続き地域で協力者を募り事業実施す
る。

生涯学習課 生涯学習課

198
●多様化する市民の学習ニーズに応えるため、公民館や図書
館などの施設の整備・充実を図ります。

①毎年度　公民館施設整備事業
②毎年度　図書館管理運営事業

経年劣化や故障による各設備を更新
し、施設の整備・充実を図った。 b 継　続

事業継続
耐用年数や経年劣化に修繕箇所が増
加しているため、立替を含め計画的
に予算付けをしていく必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

199
●生涯学習の拠点施設となる生涯学習センター及び公民館の
あり方についての調査・検討結果を踏まえた機能、体制づく
りを進めます。

令和2年度　生涯学習センター設
置・公民館あり方調査

社会教育指導員1名により、生涯学
習センターの設置に係る調査及び市
内公民館別の業務内容の実態調査を
し、中央公民館制度も視野に入れた
検討を行ったことにより、今後の方
向性の資料となった。

b 継　続

事業継続
検討委員会等により市民との協働で
により、今後の方向性を決定してい
く必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

（２）生涯学習施
設の整備・充実

（１）多様な世代
の学習活動への支
援

（２）地域ではぐ
くむ健全な心とか
らだ

（３）文化・ス
ポーツに親しむ環
境の整備
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・安全で快適な教育環境の中、学
校・家庭・地域等の連携により、い
きいきと活気あふれる教育が行わ
れ、ふるさとに誇りと愛情を抱き、
地域を大切に思う子どもたち、他を
も思いやるあたたかい心をもつ子ど
もたちが育っています。

・環境浄化活動、非行防止活動、生
活相談活動などにより、青少年が安
心して育つ環境が確保されていま
す。

・青少年の居場所が確保され、自然
体験及びボランティアなどに意欲的
に参加し、集団活動を通して社会性
を身につけています。

・栄養バランスの取れた安全な学校
給食が提供され、家庭では、規則正
しい食習慣が定着しています。

２-２-３
地域で青少年を
はぐくむ風土を
つくる
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〈生涯学習〉
・生涯学習基本構想に基づき市民一
人ひとりが自己実現に向け、自発的
に集い学んでいます。

・公民館では、生涯学習時代に対応
した学びの場が提供されるととも
に、コミュニティ活動の拠点として
多くの市民に活用されています。

・読書習慣が高まり、図書館が多く
の市民に有効に利用されています。

〈スポーツ〉
・スポーツ教室、健康づくりのため
の講座などの充実が図られ、市民が
積極的に参加しています。

・多くの市民が気軽に、安全に利用
できる環境が整備されています。

・スポーツ施設の更新・整備に関す
る総合的調査・研究によって、「ス
ポーツ・健康宣言都市」に相応しい
まちづくりが進められています。

・市民との協働による管理運営や事
業の展開が図られています。

 〈文化芸術〉
・文化芸術団体などと行政による連
携・協働により後継者や担い手が育
成され、文化芸術活動が活発に行わ
れています。

・市民がまちづくりや活性化に関心
を持ち､ 地域では多様で特色ある事
業や活動に取り組んでいます｡

・文化施設の適切な管理運営が維持
され、市民の要望に合った事業が展
開されています。

２-３-１
生きがいや喜び
を味わえる生涯
学習環境をつく
る
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

200
●リタイア世代の生きがいづくりとして、公民館活動を中心
に、生涯学習の機会を提供していきます。（総合戦略5-2
①）

①毎年度　上山田子ども未来塾
②毎年度　八幡っ子教室

①②退職した教員約13名が講師とな
り、毎週水曜日を基本に、児童・生
徒を対象に学習支援活動を実施、教
員時代に培ったノウハウを生かし、
児童・生徒の学習能力の向上につな
がった。
①毎年60回程度実施・のべ470人程
度参加②毎年40回程度実施・のべ
100人程度参加※R2年度は新型コロ
ナウイルス感染予防のため①②とも
20回程度の実施

b 継　続

事業継続
講師不足が課題となっている。引き
続き地域で協力者を募り事業実施す
る。
協力者の掘り起こしの方法を再検討
する必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

201

●児童クラブ・コミュニティスクールなどでの子どもとの交
流・ふれあいを通して、リタイア世代が現役時代に培った技
術・文化を次世代に伝えるための取組を行います。（総合戦
略5-2③）

①毎年度 放課後こども教室
②～R1 科学に親しむ教室
③R2 こども科学教室

①②③各種教室の講師やサポーター
として、自身の得意分野を生かして
子どもと関わることにより、リタイ
ヤ世代の生きがいとなっている。R2
年度より教室名を②から③に変更。
①市内1小学校で長期休業等を除き
水曜日に毎年30回程度実施・のべ
1,400人程度参加（R2は新型コロナ
ウイルス感染予防のため5回実施・
のべ274人参加）②土曜日に市内9小
学校を使用し各校年2～4回実施・の
べ400人程度参加③学校の使用を取
りやめ、他の施設で年2回実施・の
べ37人参加

b 継　続

事業継続
講師不足が課題となっている。引き
続き地域で協力者を募り事業実施す
る。
協力者の掘り起こしの方法を再検討
する必要がある。

こども未来課
教育総務課
生涯学習課

こども未来課
教育総務課
生涯学習課

202
●生涯スポーツ社会の実現に向け、「総合型地域スポーツク
ラブ」の設立・育成・支援をします。

毎年度　総合型地域スポーツクラブ
の支援・連携

市内の総合型地域スポーツクラブは
現在3クラブ（県内は67クラブ）が
活動している。市とクラブで連携を
図り、各種スポーツ教室の開催、体
力測定等を実施した。

b 継　続

今後も市とクラブの連携を深め、多
くの方が気軽にスポーツに親しみ、
継続的なスポーツ活動を通して、親
睦と健康維持を図ることができる活
動を目指す。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

203
●「健康寿命延伸」に資するウォーキングなどの健康運動の
普及と推進を図ります。

毎年度　千曲ラン

千曲川沿いのランニングコースと日
帰り入浴施設を楽しんでいただく
「千曲ラン」を推進。ウォーキング
やランニングの普及を図り、同コー
スでウォーキングやランニングに取
り組む方が目立つようになった。

b 継　続

健康寿命延伸に資するウォーキング
やランニングの更なる普及を図ると
ともに、同コースを利用したサイク
リングについても推進をし、健康寿
命延伸につなげたい。

スポーツ振興
課

スポーツ振興
課・健康推進課

204
●地域スポーツの推進者としての「スポーツ推進委員会」の
充実や指導者の育成を図ります。

毎年度　スポーツ推進委員会各種ス
ポーツ指導・研修の実施

現在24名の推進員がおり、月1回の
定例会、各種研修会への参加、各種
スポーツイベントへの協力、ニュー
スポーツの普及等に取り組み、地域
スポーツのリーダーとして活躍して
いる。

a 継　続

千曲市スポーツ推進委員会として、
積極的にスポーツ指導および自己研
鑽に励んでおり、市のスポーツ振興
のために、今後も積極的な活動の継
続を図っていく。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

205
●千曲川ハーフマラソンを、千曲市を発信する特色あるイベ
ントに育てるとともに、交流人口の増加に資するスポーツイ
ベントを開催します。（総合戦略2-2①、5-1②）

毎年度　千曲川ハーフマラソン

大会エントリー数は、H29年度1,537
人、H30年度1,551人、R元年度1,640
人（災害により中止）、R2年度エン
トリー前中止。R元年度より開催日
程を11月に変更、温泉街を通るコー
スに変更し、参加者の増加を目指し
た。

b 継　続

今後も大会実行委員会において、参
加者の増加につながる更なる改善策
を検討し、ランナーに選ばれる大会
となるよう魅力向上を目指す必要が
ある。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

206
●「ＮＰＯ法人千曲市体育協会」をはじめ、スポーツ団体の
育成・支援を図ります。

毎年度　スポーツ団体の育成・支援

NPO法人千曲市スポーツ協会、千曲
市スポーツ少年団、千曲陸上競技協
会に補助金を交付し、連携を図りな
がら各種スポーツ事業を展開してい
る。

b 継　続

スポーツ人口の増加を目指し、幅広
い年齢層がスポーツを親しめるよう
に、各団体と連携を取り、育成・支
援を進めていく。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

207 ●プロスポーツチームを支援し、スポーツ振興を図ります。
毎年度　地域密着型プロスポーツ
チームの支援

信州ブレイブウォリアーズ（バス
ケットボール）、AC長野パルセイロ
（サッカー）、ボアルース長野
（フットサル）、ブリリアントア
リーズ（バレーボール）の地域密着
型プロスポーツチームを支援。地域
にプロスポーツチームがあることに
より、市民がスポーツに興味を持
ち、スポーツ観戦を楽しむきっかけ
となっている。

b 継　続

今後も地域密着型プロスポーツチー
ムを施設使用面や広報等で支援して
いく。プロスポーツならではのレベ
ルの高いプレーを市民が観戦し、ス
ポーツに興味をもってもらい、ス
ポーツ参画人口の増加につなげた
い。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

（３）生きがいづ
くりと社会参加

（１）スポーツ・
レクリエーション
活動の振興

２-３-１
生きがいや喜び
を味わえる生涯
学習環境をつく
る

〈生涯学習〉
・生涯学習基本構想に基づき市民一
人ひとりが自己実現に向け、自発的
に集い学んでいます。

・公民館では、生涯学習時代に対応
した学びの場が提供されるととも
に、コミュニティ活動の拠点として
多くの市民に活用されています。

・読書習慣が高まり、図書館が多く
の市民に有効に利用されています。

〈スポーツ〉
・スポーツ教室、健康づくりのため
の講座などの充実が図られ、市民が
積極的に参加しています。

・多くの市民が気軽に、安全に利用
できる環境が整備されています。

・スポーツ施設の更新・整備に関す
る総合的調査・研究によって、「ス
ポーツ・健康宣言都市」に相応しい
まちづくりが進められています。

・市民との協働による管理運営や事
業の展開が図られています。

 〈文化芸術〉
・文化芸術団体などと行政による連
携・協働により後継者や担い手が育
成され、文化芸術活動が活発に行わ
れています。

・市民がまちづくりや活性化に関心
を持ち､ 地域では多様で特色ある事
業や活動に取り組んでいます｡

・文化施設の適切な管理運営が維持
され、市民の要望に合った事業が展
開されています。
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２-３-２
スポ－ツやレク
リエ－ション活
動に親しむまち
をつくる
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

208
●老朽化が進んでいる戸倉体育館は、野球場建設などを含む
総合運動公園構想の策定を進め、その実現に向けた調査・研
究に取り組みます。

令和２年度　戸倉体育館周辺活用方
針策定業務

令和３年度から実施するための、千
曲市総合運動公園基本構想策定のた
めの市の現状や今後の方針について
の検討を行い、令和３年度より２か
年かけて基本構想策定業務を実施す
る。

b 継　続

老朽化が進んでいる戸倉体育館の取
り扱いや、要望もでている野球場等
についての市民ニーズの把握を基に
した敷地の活用方法の検討や、白鳥
園南側の未利用地部分についての有
効活用方法について検討していく必
要がある。
また、公共施設の再編や維持管理費
の削減も含めた民間企業の参入
（PPP.PFI等）も視野に入れなが
ら、必要施設の整備を行っていく。

都市計画課
スポーツ振興
課・都市計画課

209
●利用者の安全を確保し、快適な利活用を促進するため、計
画的に改修を進めます。

平成30年度更埴体育館備品購入事業
令和2年度大田原運動広場駐車場整
備事業
令和2年度更埴体育館バスケット
ゴール購入事業

実施計画に基づき、施設整備を行
い、施設設備の充実に努めた。 b 継　続

今後も、実施計画により施設設備を
充実させ、利用率の向上を目指し、
利便性の向上に努める。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

210
●地域に密着した施設などについて、市民と協働による効果
的な施設運営を進めます。

指定管理者による施設管理
協定に基づき、施設の維持管理、事
業の実施に努めた。 b 継　続

新たな拠点事務所を確保するための
費用、管理者等の人件費、光熱水費
等現状では指定管理者の利益を生み
出すことが難しいのが現状。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

211
●日常的な身体活動量をあげる身体活動習慣の定着促進を進
めます。（総合戦略5-1①）

毎年度　はつらつ千曲クラブ（総合
型地域スポーツクラブ）支援・連携

中高年を対象にした各種スポーツの
イベント・教室・サークルを開催
し、中高年が楽しみながらスポーツ
に触れ、日常的なスポーツ習慣の定
着および体力の維持・向上に寄与し
ている。

b 継　続
市として引き続き、クラブの継続し
た活動を支援し連携していくことが
大切である。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

212
●ウォーキングやジョギング等の普及による健康推進の支援
に努めます。（総合戦略5-1②）

毎年度　千曲ラン

千曲川沿いのランニングコースと日
帰り入浴施設を楽しんでいただく
「千曲ラン」を推進。ウォーキング
やランニングの普及を図り、同コー
スでウォーキングやランニングに取
り組む方が目立つようになった。

b 継　続

健康寿命延伸に資するウォーキング
やランニングの更なる普及を図ると
ともに、同コースを利用したサイク
リングについても推進をし、健康寿
命延伸につなげたい。

スポーツ振興
課

スポーツ振興課

213
●身体機能維持・向上のための場の整備を進めます。（総合
戦略5-1③）

毎年度　はつらつ千曲クラブ（総合
型地域スポーツクラブ）支援・連携

中高年を対象にした各種スポーツの
イベント・教室・サークルを開催
し、中高年が楽しみながらスポーツ
に触れ、日常的なスポーツ習慣の定
着および体力の維持・向上に寄与し
ている。

b 継　続
市として引き続き、クラブの継続し
た活動を支援し連携していくことが
大切である。

スポーツ振興
課

スポーツ振興
課・都市計画課

214
●「文化芸術振興基本計画」を総合的かつ体系的に推進する
ため、基本計画の進捗状況を把握・検証し、市民等からの意
見を反映する仕組みを構築します。

千曲市文化芸術振興基本計画の進捗
管理等

文化施設利用者等に現在の活動環境
や要望支援などのアンケートを実施 c 継　続

定期的、継続的に施設利用者からの
意見をくみ取り、「基本計画」及び
施設運営に反映させる。

文化課 文化課

215
●市民が身近に文化芸術を享受できるよう、さまざまな文化
芸術の公演・展示などに対する支援や文化芸術活動への参加
を促進する機会を充実します。

芸術文化事業補助金事業
地域の芸術文化振興に取り組む団体
に対し、イベント開催費用などを補
助する。

b 継　続
文化施設等の利用促進を図り、文化
芸術団体の育成・支援を継続する。
予算等の確保

文化課 文化課

216
●地域に根ざした文化芸術活動を促進するため、関係機関な
どとも協力し、文化芸術活動の指導者や文化芸術団体などの
育成・支援を行います。

千曲市文化芸術協会研修会

千曲市文化芸術協会が中心となり、
更埴支部、戸倉支部、上山田支部が
協力して文化芸術活動の育成・支援
を行った。

b 継　続
文化芸術協会など関係機関が中心と
なり、若年層や新たな関係者の掘り
起こしを推進する。

文化課 文化課

217
●伝統芸能の伝承者や文化施設並びに文化芸術団体など、文
化芸術活動に携わる幅広い人材の育成を図ります｡

千曲市総合芸術祭等開催
各団体ごと人材募集や育成を実施
公演会、展示会など各施設ごと工夫
して芸術に触れる機会を確保した。

b 継　続
展示会、発表会などの自主事業を企
画し、活動に携わったり文化芸術に
触れたりする機会を増やす。

文化課 文化課

218
●国際文化交流に関する活動を市内の関係団体や関係機関な
どと連携・協力して推進します。

毎年度　多文化共生フェスティバル
「千曲万博」

市内在住の外国籍市民の文化を理解
し、交流を深めた。令和2年度はコ
ロナ禍により中止。令和元年度は創
造館で実施し400～500人が参加

b 継　続
今後も市内関係団体等と連携し国際
文化交流を行っていく。

生涯学習課
文化課・生涯学
習課

219
●文化施設のあり方を検討し、施設運営の効率化に努めま
す。

文化施設のあり方検討
施設の利用状況を把握し、施設共通
チケットの導入を行い、施設の活用
を推進した。

b 継　続
活用状況等を踏まえ、施設運営につ
いて、利用状況に応じて効率的に運
用できるよう検討する。

文化課 文化課

220
●公演等の充実を図り、市民に文化芸術の鑑賞機会を提供し
ます。

「郷土の作家展」事業開催
各施設ごと、公演や展示会など文化
芸術活動を充実させ、市民の観覧す
る機会が増えた。

a 継　続
各施設の連携を図る、地域の芸術文
化の育成を図るなどの取り組みを推
進する。

文化課 文化課

221
●文化施設等の整備に努め、利便性の向上と利用促進を図り
ます。

文化施設等整備
計画的に施設整備を行い、施設設備
の充実に努めた。 b 継　続

今後も、施設設備を充実させ、利便
性の向上に努め、利用率の向上を目
指す。

文化課 文化課

222 ●美術館の建設について調査･検討を進めます。 文化施設等建設調査

自治体設置の美術館について情報収
集
アートまちかどの利用促進を図っ
た。

c 見直し

アートまちかどの活用策を探るとと
もに、隣接する屋代公民館の個別施
設計画等を踏まえ、連携してアート
まちかどの活用策、あり方について
検討する。

文化課 文化課

２-３-３
文化芸術活動や
芸術鑑賞が活発
なまちをつくる

（２）スポーツ・
レクリエーション
施設の整備・充実

（１）文化芸術活
動の支援・充実

（２）文化芸術の
創造・発表と鑑賞
の場・機会などの
充実

（３）中高年が楽
しみながら健康に
なれるスポーツの
まちづくり

　
２
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人
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地
域
の
魅
力
を
高
め
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２-３-２
スポ－ツやレク
リエ－ション活
動に親しむまち
をつくる

〈生涯学習〉
・生涯学習基本構想に基づき市民一
人ひとりが自己実現に向け、自発的
に集い学んでいます。

・公民館では、生涯学習時代に対応
した学びの場が提供されるととも
に、コミュニティ活動の拠点として
多くの市民に活用されています。

・読書習慣が高まり、図書館が多く
の市民に有効に利用されています。

〈スポーツ〉
・スポーツ教室、健康づくりのため
の講座などの充実が図られ、市民が
積極的に参加しています。

・多くの市民が気軽に、安全に利用
できる環境が整備されています。

・スポーツ施設の更新・整備に関す
る総合的調査・研究によって、「ス
ポーツ・健康宣言都市」に相応しい
まちづくりが進められています。

・市民との協働による管理運営や事
業の展開が図られています。

 〈文化芸術〉
・文化芸術団体などと行政による連
携・協働により後継者や担い手が育
成され、文化芸術活動が活発に行わ
れています。

・市民がまちづくりや活性化に関心
を持ち､ 地域では多様で特色ある事
業や活動に取り組んでいます｡

・文化施設の適切な管理運営が維持
され、市民の要望に合った事業が展
開されています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

（１）男女共同参
画意識の高揚 223

●幼児期から、命の大切さや男女共同参画意識を育てる保育
や学習を推進するとともに、家庭・職場・地域、また国際社
会における男女共同参画に対する正しい理解、意識を高める
セミナーや研修会、交流会等を開催します。（総合戦略3-4
①②）

毎年度：男女共同参画セミナーの開
催
～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策3-1,5-1)

毎年度、連続講座による男女共同参
画セミナーを開催し、男女共同参画
意識の定着および向上を促した。

b 継　続

引き続き開催予定。開催内容につい
ては様々なニーズがあることから、
専門性の高さ等を連続講座のなかで
調整していく。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

224
●男女共同参画の視点に立って、家庭・地域におけるしきた
りや固定的役割分担意識の見直しや改革に向け、広報など啓
発活動を充実します。

毎年度：公共施設へのチラシ配布・
市HPへの掲載
～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策1)

市内文化会館(女性センター)等にチ
ラシを配布したり、市HPへ掲載する
などして、男女共同参画意識の定着
および向上を促した。

b 継　続

今後も配布や掲載を続ける。
また、第４次男女共同参画計画に基
づき関係各課と連携して事業推進を
図る。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

225
●行政、企業や地域活動等での方針決定過程への女性の参画
の促進と人材育成を図ります。

～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策4)

毎年度、部長会議で市の審議会にお
ける女性登用率について報告し、登
用率の向上に努めた。
平成30年度に市の審議会における女
性登用率について、目標値に満たな
い課へ聞き取り調査を実施・分析
し、現状の把握に努めた。

b 継　続

今後も、第４次男女共同参画計画に
基づき、関係各課と連携して女性登
用率の向上を図る。また、目標値に
満たない課等への聞き取り調査を継
続し、各審議会の女性登用に関する
現場の実態の把握に努める。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

226
●農業、商工観光業などの自営業における環境整備を進め、
女性の社会的地位向上を図ります。

～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策2-2)

男女共同参画計画に基づき、関係各
課と連携して事業推進を図った。 b 見直し

関係各課の実施状況の把握に努め
る。
当課は計画の管理が主業務であり、
実務については産業振興課が主と
なっていることから、今後、項目の
担当課を再検討したい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

227
●「事業主行動計画」の策定とともに、職業生活と家庭生活
が両立しいきいきと働くことができる職場環境の整備を働き
かけます。

～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策2)

男女共同参画計画に基づき、関係各
課と連携して事業推進を図った。 b 見直し

関係各課の実施状況の把握に努め
る。
当課は計画の管理が主業務であり、
実務については産業振興課が主と
なっていることから、今後、項目の
担当課を再検討したい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

228
●子育て支援体制、介護福祉支援体制の充実を図り、男女が
仕事と家庭・地域生活が両立しやすい環境づくりを進めま
す。（総合戦略3-4②③）

～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策1-2)

男女共同参画計画に基づき、関係各
課と連携して事業推進を図った。 b 見直し

関係各課の実施状況の把握に努め
る。
当課は計画の管理が主業務であり、
実務については子ども未来課や高齢
福祉課等が主となっていることか
ら、今後、項目の担当課を再検討し
たい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

229
●パートナーに対する暴力からの救済、相談体制の充実と暴
力をなくす運動を展開します。また、男女の性に対する教育
と生涯にわたる健康づくりを支援します。

毎年度：公共施設へのチラシ配布・
市HPへの掲載
～R2年度　第３次男女共同参画計画
の進捗管理
R３年度　第４次男女共同参画計画
策定(施策6.8)

男女共同参画計画に基づき、関係各
課と連携して事業推進を図った。 b 見直し

今後も配布や掲載を続ける。
関係各課の実施状況の把握に努め
る。
当課は計画の管理が主業務であり、
実務については子ども未来課が主と
なっていることから、今後、項目の
担当課を再検討したい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

（１）国際交流事
業の推進 230

●広い視野と国際感覚豊かな人材育成のため､市民の自主的
な国際交流事業を支援します。

毎年度　千曲市国際交流推進事業
海外研修等への補助金を交付。
近年実績なし。 c 継　続

事業継続
補助制度の周知を幅広くする必要が
ある。人材育成のため事業として継
続すべき事業である。

生涯学習課 生涯学習課

（２）国際交流団
体との連携 231

●国際交流団体等と連携し、国際理解・国際交流事業を推進
します。

毎年度　千曲万博

千曲国際交流協会、千曲市日中友好
協会、千曲市ハンガリー友好協会と
連携し年1回、市内在住外国人を中
心とした、自国の文化の紹介をする
イベントを開催し400～600人程の市
民が来場した。市民との交流が深ま
るとともに、異国文化への理解が深
まった。

b 継　続

事業継続
国債関係団体等との連携を強化し、
団体と市が協働で事業を実施してい
く必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

（１）異文化理解
の推進 232

●異文化を理解し､外国籍市民と交流を深め､地域で共に支え
る交流の機会・場所の充実を図ります。

毎年度　千曲万博

年1回、市内在住外国人を中心とし
た、自国の文化の紹介をするイベン
トを開催し400～600人程の市民が来
場した。市民との交流が深まるとと
もに、異国文化への理解が深まっ
た。

b 継　続

事業継続
市内在住外国人住民のコミュニティ
を把握し、交流の場の充実を図る必
要がある。

生涯学習課 生涯学習課

（２）外国籍市民
への支援 233

●外国籍市民が安心して暮らせる生活環境づくりの支援と相
談､情報提供の充実を図ります。

①毎年度　外国人住民相談窓口
②毎年度　日本語教室

①②年間2～3件程度の通訳及び翻訳
に応じている。日本語教室は年間36
回開催した。通訳及び翻訳、日本語
を学ぶことにより市での生活上の
ルールなどの理解が得られた。

b 継　続

事業継続
相談窓口などの周知を拡充するとと
もに、より多くの言語に対応する体
制づくりが必要である。

生涯学習課 生涯学習課

２-４-１
男女が互いに認
め合い協力して
住みよいまちを
つくる

　
２
❘
４
【

男
女
共
同
参
画
】

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る

２
❘
５
【

多
文
化
共
生
】

国
際
性
の
豊
か
な
人
と
ま
ち
を
つ
く

る

・市民一人ひとりが、子どものころ
から国際交流に親しみ､ 他国を理解
し交流を深め､「地球はひとつ」の
交流の輪が広がっています。

・国籍や民族など異なる人々とお互
いの文化的な違いを認め、地域の住
民として支え合い、理解し合い､ 共
に暮らしています。

２-５-２
外国籍市民とと
もに暮らす地域
社会をつくる

２-５-１
外国の伝統や文
化、習慣を理解
する

（２）男女共同参
画社会の環境整備

（３）男女共同参
画社会に向けた支
援

・性別に関わりなく、男性も女性も
個性や能力が十分に発揮でき、あら
ゆる分野で活躍しています。

・地域におけるさまざまな企画や方
針決定過程への女性の参画が進み、
生活者の視点にたった考えが 反映
され、また地域でのコミュニティ活
動が活性化しています。

・職場での男女格差が解消され、多
様な人材が能力を発揮でき、労働意
欲の向上や優秀な人材確保、収益や
生産性の向上につながっています。

・ワーク･ライフ･バランス（仕事と
生活の調和）の実現により、安心し
て休暇等の取得や仕事以外の家庭や
地域活動等に参加しやすくなり、仕
事の進め方や役割分担、情報の共有
化など職場の環境整備が進んでいま
す。

・男性も女性も共に、家事・育児・
介護、地域活動などに参加し、喜び
も責任も分かち合い、お互いが協力
しあい、豊かで充実した家庭生活を
築けています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

234

●「21世紀を人権の世紀」として定着、発展させるため、
「人権とくらしに関する総合計画」に基づき、家庭、学校、
企業・事業所、地域社会などのあらゆる場や機会を通して、
人権について教育・啓発を進めます。

下記項目にある各種事業の展開(内
容が総括的な意味であるため、該当
施策は無し)

下記項目にある各種事業の展開(内
容が総括的な意味であるため、該当
施策は無し)

b 廃　止
具体的施策に該当する事業がないた
め、他の項目への統合を検討。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

235
●人権に関する情報提供の充実と相談体制の整備を図りま
す。

毎年度：人権ふれあいセンター相談
事業
毎年度：公共施設へのチラシ配布・
HPへの掲載
毎年度：人権ふれあいセンター情報
の発行

ふれあい人権センターで相談業務を
実施。また、人権に関する情報を公
民館等へ設置したり、HPへ掲載した
りすることで、市民への周知を図っ
た。
年４回人権ふれあいセンター情報
(チラシ)を発行し、人権意識の向上
を図った。

b 継　続
今後も相談業務や通信の配布を継続
する。また、ふれあい人権センター
のさらなる周知を図る。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

236

●市民一人ひとりが、人の尊厳を大切にし、人権と平和を守
る地域社会をつくりあげるため、地区人権教育研修会の支援
をはじめ、企業･団体などの人権教育研修会の充実、指導者
養成講座の充実を進めます。

毎年度：地区人権教育研修会の推進
毎年度：企業における研修会時の講
師派遣
H30.R1年度：平和のつどい(協働事
業提案制度)開催

各地区で地区人権教育研修会を開催
した(主催は区・自治会)。
毎年度、市内１企業へ人権教育の講
師として職員を派遣した。
協働事業提案制度により、平和のつ
どいを開催し、平和に対する意識の
向上を図った。

b 見直し

地区人権教育研修会の依頼方法を再
検討し、無理なく各地区で研修会を
開催できるように体制を整える。
企業が人権教育や啓発に取り組むよ
う、市から働きかけをする必要があ
る。
平和のつどい(協働事業)がR3年度で
終了するため、今後、平和事業の在
り方を再検討したい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

237
●人権教育集会所を活用して地域住民の参加・交流など相互
理解を促進し、人権意識の高揚に努めます。

毎年度：人権教育集会所の施設管理
R2年度から各集会所の利用簿を作成
し、利用状況の把握に努めた。 c 廃　止

公共施設再編計画の対象施設であ
り、地元への譲渡または廃止する方
向であるため、項目の削除を検討

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

238
●学校と地域・家庭が連携し、いじめや差別をなくし、子ど
もの人権が守られる教育を推進します。

毎年度：「あけぼの」の配布
毎年度：学校教育交付金の支給
毎年度：実践収録「かがやき」の作
成・配布

人権教育に関する資料等を配布した
り、補助金を交付したりすること
で、学校現場における人権教育を促
進した。

b 継　続

今後も各種事業を継続予定。
学校現場の意見を聴取し、あけぼの
の配布方法等事業の在り方を再検討
したい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課・教育総
務課

239
●企業人権教育推進連絡会への支援をはじめ、企業・事業所
における人権教育の推進を図ります。

毎年度：企業人権研修会の開催
企業人権教育推進連絡会の事務局と
して、幹部の連絡調整や、年に１度
研修会を開催した。

c 見直し

現在、企業人権教育推進連絡会があ
まり機能していない。同連絡会の活
性化を図り、企業人権の促進に取り
組みたい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

240
●人権侵害に対し、関係機関と連携して、被害者の一時的保
護も含め、救済・支援できる体制を推進します。

毎年度：人権ふれあいセンター相談
事業

相談に応じて関係課等と連携し、対
応した。 b 廃　止

今後も相談業務を継続予定。
しかし、具体的施策については(1)
と重複するため、項目の削除を検
討。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

241
●関係団体機関と連携し、「人権擁護法」が早期に制定され
るよう運動を推進します。

毎年度：部落差別解消の推進
部落差別の解消の推進に関する法律
に基づき、セミナー等の開催により
啓発に取り組んだ。

a 完　了
法律制定に伴い、次のステップであ
る「法律に基づいた部落差別解消の
促進」に取り組みたい。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

（２）相談窓口の
充実 242

●国、県と連携し、人権に関するさまざまな相談窓口の充実
を図り、相談事業の周知に努めます。

※（１）人権政策の推進と指標およ
び内容が重複

※（１）人権政策の推進と指標およ
び内容が重複 b 廃　止

他項目と内容が重複しているため、
項目の削除を検討。

人権・男女共
同参画課

人権・男女共同
参画課

３支え合い、だれもが健康で活躍するまち

（１）福祉サービ
スの利用体制の整
備

243
●「地域福祉計画」に基づき、市民一人ひとりが福祉に対す
る理解を深め、互いに支え合う心の通った地域福祉社会確立
に向けた体制づくりを進めます。

福祉サービス利用体制の整備
市民の福祉に対する意識や理解が深
まり、より多くの人が福祉サービス
の利用につながった

b 見直し
「地域福祉計画」に基づき、地域共
生社会の実現を目指すべく、地域の
福祉力を強化していく

福祉課 福祉課

（２）福祉サービ
ス拠点機能の充実 244

●地域福祉の総合的な拠点機能を持つ施設の存続・充実に向
けた検討をします。

千曲市ふれあい福祉センター移転事
業

旧戸倉庁舎へ移転（令和2年10月1
日）
社協事務所、障がい者児基幹相談支
援センター等地域共生社会実現のた
めの拠点として整備

a 継　続

地域共生社会の拠点として継続して
事業を実施できるよう整備する。
建物の老朽化への適切な対応が必
要。

福祉課 福祉課

245
●社会福祉協議会の運営に対し、各種相談体制の強化をはじ
め、事業の充実・強化ができるよう支援します。

社会福祉協議会運営補助事業

千曲市社協へ地域福祉充実のため
59,910千円を補助。ボランティア団
体育成や生活支援・各種相談事業の
実施

b 継　続
継続して事業を実施し、地域共生社
会実現を目指す

福祉課 福祉課

246 ●民生児童委員（福祉委員）の活動を支援します。 民生児童委員・福祉委員活動事業 民生児童委員　154名 b 継　続
地域共生社会実現のための人材育
成、活動支援

福祉課 福祉課

247 ●保護司会などが行う社会を明るくする活動を支援します。 保護司活動事業 保護司　37名 b 継　続
地域共生社会実現のための人材育
成、活動支援

福祉課 福祉課

（２）ネットワー
ク化の支援 248

●住民、ボランティア、ＮＰＯなどの福祉活動や人材・サー
ビスの情報ネットワーク化を支援します。

社会福祉協議会運営補助事業

ボランティア・市民活動交流セン
ターの運営によるボランティア団体
等の活動支援や調整を行った。
・ボランティア登録団体数　133団
体
・ボランティア登録人数
3,198人

b 継　続
継続して事業を実施し、ボランティ
アの裾野を拡大していく

福祉課 福祉課
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３-１-１
心が通じる地域
福祉を確立する

３-１-２
人材・サ－ビス
の情報ネットワ
－クをつくる

（２）人権・平和
教育の推進

（１）人権政策の
推進

（１）人権擁護の
推進

（１）福祉を担う
さまざまな主体の
育成

２-６-２
一人ひとりの人
権を守る

２-６-１
人権・平和につ
いての意識を向
上させる

・「差別をしない、差別を許さな
い」「いじめを許さない」市民意識
（差別を感じない暮らし）が、定着
しています。

・人権侵害に対し、関係機関との連
携により救済・支援体制が確立され
ています。

・平和について、市民自らが学習す
るための条件が整備されています。

・福祉に関する情報がボランティア
団体・社会福祉事業者などと共有化
され、地域福祉のネットワークづく
りが進み、地域福祉活動の推進役と
なる人材が育っています。

・地域福祉づくりへの関心が高ま
り、地域住民の福祉活動が盛んに
なっています。

・社会福祉事業者が増え、住民と一
体となって、だれもが住みなれた地
域で安心していきいきと生活できる
地域社会を支えています。

・地域福祉に関する拠点機能を中心
に、さまざまな分野の人々が集って
います。
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（２）施策別検証表
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担当課 関係課

249
●生活習慣病についての啓発を行い、特定健康診査の受診を
勧めます。（総合戦略５-３①）

特定健康診査
対象者への啓発を行い2年連続
（H30・R1)で受診率向上した。
令和2年度受診率42.3％

b 継　続
引き続き医療費適正化を目指し、特
定健診受診率向上に取り組む

健康推進課 健康推進課

250
●生活習慣病予防に関する情報の提供に努めます。また、生
活習慣の改善が必要な人には、具体的に生活習慣の改善が実
施されるよう支援します。（総合戦略５-３①）

特定保健指導
情報提供を行った。実施率は例年
90％以上。 b 継　続

引き続き90％を目指し、特定保健指
導率向上に取り組む

健康推進課 健康推進課

251
●健診データに基づき、個別保健指導を実施し、脳・心・腎
疾患などの生活習慣病の発症や重症化を予防します。（総合
戦略５-３①）

生活習慣病重症化予防事業
特定健診受診者のうち糖尿病境界型
及び糖尿病型（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1C6.0以
上）の人の割合30.2％

b 継　続
引き続き、生活習慣病の発症や重症
化予防に取り組む

健康推進課 健康推進課

252
●がんについての啓発を行い、検診の受診を勧めます。（総
合戦略５-３①）

各種がん検診の実施

各種がん検診受診率
胃がん検診　6.3％
肺がん検診　16.3％
大腸がん検診　16.4％
子宮頸がん検診　27.4％
乳がん検診　29.0％

b 継　続
引き続き、がんについての啓発及び
受診勧奨に努める。

健康推進課 健康推進課

253
●新型インフルエンザなどの感染症に対し、その予防と正し
い知識の普及を図り、まん延を予防します。

感染症予防普及啓発

市報、HP、SNS、懸垂幕や新聞折込
等さまざまなメディアを活用した普
及啓発を実施しまん延防止に取り組
んだ。

c 継　続
新型コロナウイルスのまん延により
感染症に対する意識が高まっている
地道に普及していく

健康推進課 健康推進課

254 ●結核を早期発見するための検診の受診を勧めます。 結核検診 年１回実施 b 継　続 方法の再検討 健康推進課 健康推進課

255

●乳幼児期及び学童期に必要なヒブ・肺炎球菌・ＢＣＧ、四
種混合、麻しん風しん、水痘、日本脳炎などの予防接種や高
齢者を対象としたインフルエンザなどの予防接種に関する正
しい情報を提供して、接種率向上を図ります。

定期予防接種実施 93% a 継　続
期間のあるものについては勧奨等も
実施し、接種率を上げていく

健康推進課 健康推進課

256

●「健康づくり計画（健康(ヘルス)アップ千曲21）」に基づ
き、栄養と食生活に視点を置いた食育や身体活動、こころの
健康、歯の健康、たばこ対策、生活習慣病予防など健康づく
りを推進します。（総合戦略5-3①）

「千曲市健康づくり計画（健康（ヘ
ルス）アップ千曲21）」の推進

各種保健事業の実施 b 継　続
引き続き「千曲市健康づくり計画
（健康（ヘルス）アップ千曲21）」
計画を推進する。

健康推進課 健康推進課

257

●「保健事業実施計画（データヘルス計画）」に基づき、健
康・医療情報（特定健康診査の結果やレセプト）などのデー
タを活用し、PDCAサイクルの考えで、効果的かつ効率的な保
健事業を実施し、生活習慣病の発症や重症化予防を図りま
す。（総合戦略5-3①）

「保健事業実施計画（データヘルス
計画）」の推進

国保データベース（KDB）を活用
し、地域の課題分析を実施 b 継　続

「保健事業実施計画（データヘルス
計画）」の推進をする。

健康推進課 健康推進課

258
●体力や生活習慣に応じた健康づくりへの個別支援に取り組
みます。（総合戦略5-1①）

特定保健指導
運動習慣者の割合は増加傾向にあっ
たが令和2年は新型コロナウイルス
の影響もあり減少した

b 継　続
生活習慣に応じた健康づくり支援に
努める

健康推進課 健康推進課

259
●医師会・歯科医師会・薬剤師会の協力を得て、健康サポー
ト連携事業を推進します。（総合戦略5-3②）

健康サポート連携事業
医師会・歯科医師会・薬剤師会と連
携 a 継　続

医師会・歯科医師会・薬剤師会と保
健事業の推進に努める

健康推進課 健康推進課

260
●自殺予防を含めた心身の健康に関する相談体制の充実を図
ります。

「いのち支える千曲市自殺対策推進
計画」の推進

自殺予防対策推進会議の開催
精神保健相談会　延14件
総合相談会　延24件
訪問等随時相談　延1,406件

a 継　続
誰も自殺に追い込まれることのない
千曲市の実現を目指し、自殺対策推
進計画を推進する。

健康推進課 健康推進課

261
●市営入浴施設（白鳥園など）において、軽運動など健康増
進に向けた事業の充実や、世代間交流の場としての利用を図
ります。

介護予防普及啓発事業（元気なつど
い）・地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ活動支援事業
（膝腰サポート塾）・地域介護予防
活動支援事業（健康づくり応援団）

市営入浴施設での実施には至らな
かったが、市内公共施設等で高齢者
の介護予防等を目的に左記事業を実
施した。また、世代間交流に資する
ツールとして「あん姫いきいき体
操」を創作した。

b 見直し
次期計画においては、3-4-2-（2）
「介護予防の推進」として実施して
いく。

高齢福祉課

健康推進課
スポーツ振興課
生活安全課
高齢福祉課

（１）かかりつけ
医の普及 262

●第一次、第二次、第三次救急医療体制がしっかりとその専
門性を発揮するために、第一次のかかりつけ医の普及を図り
ます。

保険者からの啓発 広報啓発活動を実施 b 継　続

かかりつけ医からの総合病院への紹
介が現在の高度医療へのルートに
なっているため、最初の入り口を全
員が確保しておく。

健康推進課 健康推進課

（２）無医地区の
医療確保 263

●最短医療機関が最も遠い大田原地区に、医師会の協力を得
て出張診療を実施します。

大田原出張診療事業 月1回 b 継　続 出張医の確保 健康推進課 健康推進課

（３）関係機関へ
の働きかけ 264

●国・県をはじめ関係機関に、不足する診療科の医師及び医
療従事者等の確保について働きかけます。

市長会等においての提案等
市長会等において市としての提案を
した b 継　続

地域医療改革等において、病院の統
廃合も議論されていることから、同
時に議論すべき事柄

健康推進課 健康推進課

（１）救急医療体
制の充実 265

●夜間初期救急医療の確保を図るため、実施病院を支援する
とともに、関係機関と連携して救急医療体制の確保、維持を
図ります。

夜間初期救急医療補助金
篠ノ井総合病院、松代総合病院、千
曲中央病院への補助金 b 継　続 継続 健康推進課 健康推進課

（２）休日当番医
制・病院群輪番制
の推進

266
●第一次救急医療体制として医科、歯科の休日当番医制、さ
らに第二次として病院群輪番制を、医師会等の協力のもとに
推進します。

休日当番医制度
病院群輪番制度

日・祝日の休日当番医
長野圏域における病院群輪番制度 b 継　続

医師会、長野連携中枢都市圏での制
度を継続

健康推進課 健康推進課

　
３
❘
２
【

健
康
づ
く
り
】

健
康
な
心
や
体
を
市
民
自
ら
が
つ
く
る
気
持
ち
を
育
て
る

３
❘
３
【

保
健
・
医
療
】

い
つ
で
も
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る

３-３-２
救急医療体制の
充実に努める

３-３-１
地域の医療提供
体制の充実に努
める

３-２-１
生活習慣病等や
感染症の予防を
進める

（２）感染症予防
の推進

（１）生活習慣病
等予防の推進

・市民一人ひとりの健康に対する意
識が高まり、健康診査・がん検診に
より疾病の早期発見が図られ、生活
習慣病の重症化や65歳以下の死亡者
（早世）が抑制され、健康の問題で
日常生活が制限されることなく生活
できる期間（健康寿命）が延びてい
ます。

・健康診査・がん検診の受診者にお
いては、生活習慣病等の重症化が予
防でき、医療費が抑制されていま
す。

・感染の恐れがある疾病の発生及び
まん延が予防されています。

（１）計画的な健
康づくりの推進

（２）心身の健康
づくりの支援

３-２-２
市民の主体的な
健康づくりを支
援する

・病気やけがの状態に応じて、必要
な医療が適切に受けられる医療体制
が整っています。

・小児医療を含めた救急医療体制が
整っています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

267

●高齢者の健康増進や教養の向上、高齢者同士や多世代の交
流など、生きがい活動を通じてその能力を生かし、意欲や目
標をもって社会参加ができるよう支援します。（総合戦略5-
2①、③）

老人大学運営補助（H29～R2）
受講生111名（市内93名）、各種学
習活動を通じ、教養を深めた。
（R1)

b 継　続

高齢者の生涯学習の場、地域活動や
ボランティア活動につながる意識啓
発の場、お互いの仲間づくりの場と
して、引き続き老人大学への支援を
行う。

高齢福祉課 高齢福祉課

268 ●老人クラブなどの高齢者の主体的な活動を支援します。
老人クラブ活動費補助（H29～R2)
老人クラブ連合会補助（H29～R2）

ボランティア活動をはじめ各種活動
を行う老人クラブに対し助成を行っ
た。
47クラブ　2,084,068円（R1）

b 継　続

引き続き、高齢者の社会活動を進め
るため、ボランティア活動の参加や
健康増進事業等老人クラブ活動に対
し、活動の助成を行う。

高齢福祉課 高齢福祉課

269
●高齢者を中心に「健康体操」などの普及を進めます。（総
合戦略5-4①）

健康寿命延伸事業

H29に「千曲市健康寿命延伸体操
あん姫いきいき体操」が完成し、各
種事業をとおして757回、延べ
16,018人に普及啓発を行った。ま
た、ポスターやDVDの無料貸し出
し、YouTube動画配信での啓発も実
施した。

b 継　続

高齢者が自発的に介護予防の意欲的
な取り組みを継続的に進めていくた
めに、引き続き「あん姫いきいき体
操」の活用を図る。

高齢福祉課 高齢福祉課

（２）高齢者雇用
対策の推進 270

●健康で働く意欲のある高齢者が、活力ある地域社会づくり
に貢献していくために、シルバー人材センターなどの活用に
より、高齢者の雇用促進・働く場の創出を目指します。（総
合戦略５-２②）

シルバー人材センター運営費補助
（H29～R2)

会員の増強対策・受注の拡大を図る
ため、役職員を中心に企業等を訪問
した。（R2新規入会者88名）

b 継　続

高齢者が培ってきた経験・知識・能
力を社会のために生かせる場とし
て、引き続きシルバー人材センター
の活動を支援する。

高齢福祉課 高齢福祉課

271
●高齢者福祉サービスのニーズに応じた提供体制を整備する
とともに、高齢者の憩いの場としての居場所づくりに取り組
みます。（総合戦略５-４③）

生活支援体制整備事業
（H29～R2)

全圏域に生活支援コーディネーター
が配置された。（6名）第１層（市
全域）協議体会議を7回開催
（R2）、支援等に向けての基盤づく
りを進めた。また、研修会や地域の
サロンに参加などをつうじて、コー
ディネーターや事業の意義を含めた
周知を行った。

b 継　続

全圏域に第2層協議体を設置し、引
き続き地域の中に「地域支援」・
「介護予防」の基盤づくりを進め
る。
市民に地域の支え合い・助け合いの
必要性などを理解してもらうため、
区・自治会等に出向いての周知・啓
発活動を充実させていく。

高齢福祉課 高齢福祉課

272
●総合相談支援事業として、高齢者や家族などの相談を受
け、適切なサービスの利用につながるよう相談体制を整備し
ます。（総合戦略５-４③）

総合相談支援事業
（H29～R2)

・高齢者の総合相談窓口として地域
包括支援センターを設置し、各種相
談に応じた。
・相談延件数19,581件（R1)

b 継　続

令和２年4月に、市内3ヶ所目となる
センター、「更埴川東地域包括支援
センター」をオープンさせた。今後
も後期高齢者人口が増加し、高齢化
率がアップしていく見通しであるこ
とから、センター機能の充実を図っ
ていく。

高齢福祉課 高齢福祉課

（２）介護予防の
推進 273

●介護予防に関する知識の普及や啓発を図り、要介護状態な
どにならないための予防や重症化予防に重点をおいた活動を
展開し、介護予防ボランティアの活動を支援します。（総合
戦略５-４①）

介護予防普及啓発事業・地域ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ活動支援事業・地域介護予防
活動支援事業

一般介護予防事業への参加率は年度
によって差があった。H29が39.3％
であったが、R2は新型コロナウィル
スの影響により事業が中止・延期と
なり2.8％と落ち込んだ。

b 継　続

一般介護予防事業の取り組みによ
り、高齢者自身の持つ能力の向上
や、地域や家庭への社会参加の実現
をめざす。

高齢福祉課 高齢福祉課

（３）認知症対策
の推進 274

●認知症の人が、住み慣れた地域で、尊厳のある生活を送れ
るよう、認知症への理解を広めるとともに、認知症の人やそ
の家族が安心して暮らせるまちづくりを進めます。（総合戦
略５-４②）

認知症総合支援事業・認知症サポー
ター等養成事業

認知症サポーター登録数が1,340人
増加した。 b 継　続

認知症に対する理解を深め、地域に
よる見守り、支援体制づくりの取り
組みを進める

高齢福祉課 高齢福祉課

（１）介護サービ
スの質の確保 275

●サービス利用者の自立支援につながる適切なサービス確保
のために、事業者指導育成や給付の適正化に向けた取組を進
めます。（総合戦略５-４①）

介護給付適正化計画
（H29～R2)

ケアプラン点検等を行い、給付の適
正化に努めた。（R2は新型コロナ
ウィルスの影響により実施しなかっ
た。）

b 継　続
第8期しなのの里ゴールドプラン21
介護保険事業計画で掲げている。

高齢福祉課 高齢福祉課

（２）介護サービ
ス基盤の整備 276

●「しなのの里ゴールドプラン21」と整合性を図りながら、
国などの補助金を活用し、計画的に介護サービス基盤の整備
を促進します。（総合戦略５-４③）

第7期しなのの里ゴールドプラン21
（Ｈ29～R2）

第7期期間中に、複合型サービス
（看護小規模多機能型居宅介護）が
1か所整備されました。

a 継　続

第8期計画で整備計画はないが、第9
期しなのの里ゴールドプラン21介護
保険事業計画策定に向け、整備の必
要性について検討する必要がある。

高齢福祉課 高齢福祉課

277
●障がい者の社会参加に向け、啓発活動を推進し、交流など
を促進します。

レクリエーション活動等支援
自立支援協議会全大会による啓発活
動

平成29年度から令和元年度までは地
域内事業所と連携を図りながら活動
を実施。令和２年度は自立支援協議
会のさんさんネット部会でのレクリ
エーション活動開催　0回、全体会
の開催０回（新型コロナウイルス感
染症拡大防止の影響により）

b 継　続
コロナ禍の中で、どのような活動が
できるのかを検討していく必要があ
る。

福祉課 福祉課

278
●手話通訳や外出支援などのボランティア活動の育成と活動
を支援します。

手話奉仕員養成講座
平成29年度から令和2年度までの講
座申込者数、41名、その内講座修了
者数、27名。

b 継　続
継続して事業を実施し、手話ボラン
ティア活動の育成を支援していく。

福祉課 福祉課

（２）障がい者が
暮らしやすいまち
づくりの促進

279
●障がい者などの利用に配慮した公共施設の整備や住宅改良
の助成などを通じて、障がい者にとって暮らしやすいまちづ
くりを促進します。

障害者にやさしい住宅改良促進事業

H29年度、1名、630,000円
H30年度、2名、646,130円
R1年度、2名、731,400円
R2年度、無し

b 継　続 継続して事業を実施 福祉課 福祉課
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３-４-１
高齢者の生きが
いと社会参加を
支援する

３-４-２
高齢者の自立し
た生活を支援す
る

（１）障がい者の
社会参加の支援

・自立しようとがんばっている障が
い者を、地域が積極的に応援してい
ます。

・障がいのある人もない人も、住み
慣れた地域でお互いに尊重しあいな
がら、暮らしています。

・障がいのある人が、必要な支援や
福祉サービスを利用しながら、地域
でいきいきと暮らしています。

・多くの高齢者が自分の経験・知
識・能力を生かし、意欲や目標を
もって社会参加をしています。

・元気な高齢者が、支援を必要とす
る高齢者を支えるなど、地域の助け
合い、支え合いの理念に基づいた社
会（地域）貢献をしています。

・生活習慣病予防に取り組み、健康
増進や介護予防に努めています。

・高齢者自らが、身体状況に合わ
せ、自らの意思と選択により質の高
いサービスを利用しながら、住み慣
れた地域で安心して暮らしていま
す。

・認知症の人やその家族に寄り添
い、認知症があっても住み慣れた地
域の中で安心して暮らしています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

280
●関係機関との連携を図り、職場実習、職場適応訓練などを
実施するとともに、事業主などに障がい者雇用の促進につい
て啓発を図ります。

介護・訓練等給付等事業費（就労系
サービス費）

令和３年３月３１日現在
就労移行支援　決定件数24件
就労継続支援Ａ型　決定件数19件
就労継続支援Ｂ型　決定件数192件

b 継　続

ニーズに即したサービス提供体制の
確保と、相談支援体制、コーディ
ネート体制の連携等を引き続き検討
していく必要がある

福祉課 福祉課

281 ●障がい者福祉施設の改修、施設の新設を支援します。 障害者支援施設等整備事業等補助金
H29年度、2件、10,871,000円
H30年度、1件、3,488,000円 b 継　続 県や財政課と調整し対応する 福祉課 福祉課

282 ●障がい者が安心して地域生活が送れるよう支援します。
介護・訓練等給付等事業費
障害児通所給付事業

令和３年３月３1日現在
介護・訓練等給付等事業費　決定件
数502件
障害児通所給付　決定件数168件

b 継　続

相談支援体制から、各種サービスへ
の連携強化のため、自立支援協議会
を通じた協議・検討を重ねていく必
要がある

福祉課 福祉課

283
●市民や市内事業者に「障害者差別解消法」の趣旨を啓発
し、障がい者の状況に応じた合理的な配慮を促します。

障害を理由とする差別の解消の推進
に関する職員対応要領

例年、長野県出前講座による職員研
修会を開催 b 継　続

職員への啓発を通じ、障がいやその
状態に応じた配慮等に関する理解を
深めていく

福祉課 福祉課

（３）障がい者の
家族への支援 284

●障がい者に対する家族の理解は何にもまして大切なため、
家族支援を図ります。

・基幹相談支援センター事業 令和２年度　相談件数　3,103件 b 継　続
・家族のニーズ把握や介護者負担へ
の軽減策など初期相談対応を継続し
て実施できる環境を維持していく

福祉課 福祉課

285
●サービス提供体制の確立、効果的、効率的なサービス利用
を促進し、自立支援給付、地域生活支援事業を推進します。

・介護・訓練等給付等事業費
・成年後見制度普及啓発事業

・令和３年３月３1日現在　介護・
訓練等給付等事業費　決定件数　約
500件
・令和２年度　成年後見制度相談件
数２８２件

b 継　続

・適正なサービス支給と地域の体制
整備の確保・維持の検討が必要
・成年後見制度の利用促進のため、
計画に基づく中核機関等の設置に向
けた検討が必要

福祉課 福祉課

286

●障がい者が住み慣れた地域社会で安心して生活を送れるよ
う、「障害者計画」「障害福祉計画」に従い、生活環境の整
備を継続して進めるとともに、各種サービスの充実を図りま
す。

・地域自立支援協議会の運営
・令和２年度　自立支援協議会（運
営委員会3回、事業所連絡会3回、各
種部会定期開催）

b 継　続

・適正なサービス支給と地域の体制
整備の確保・維持のため、各種計画
に基づき協議する場としての地域自
立支援協議会を中心に検討を重ねて
いく

福祉課 福祉課

287
●千曲市生活就労支援センター（まいさぽ千曲）の充実を図
り、生活困窮者の自立に向けた支援に努めます。

・生活困窮者自立相談支援事業
令和２年度
自立相談支援事業相談件数　延
5,794件
家計相談支援事業　延756件

a 継　続

・生活困窮者が抱える問題は多岐に
わたるため専門員による必要な助
言・情報提供・相談が必要不可欠で
ある
・相談件数の増加により職員体制の
強化が必要

福祉課 福祉課

288
●被保護世帯の実態に即した処遇方針により、生活保護制度
の適正な運営を図り、自立に向けた援助に努めます。

・生活保護受給者就労支援事業
・生活困窮者学習支援事業

令和２年度
支援者数　　11名
※内職安と連携したチーム支援　4
名
企業訪問件数　0件（コロナ禍で自
粛）
※参考H28～R1、720件訪問
学習支援事業　1名
職安と連携したチーム支援　4名

b 継　続

・地域企業・公共職業安定所との連
携を密にする事で、就労先の確保、
就労後の生活保護受給者等のケアに
繋げていく
・稼働能力のある生活保護受給者に
は積極的に就労支援を行っていく

福祉課 福祉課

289
●民生委員などと連携し、相談機能の充実を図り、自立に向
けた援助に努めます。

・民生委員さんからの生活困窮者の
情報提供と連携

・民生委員からの生活困窮者の情報
提供等の連携により支援へとつなげ
られた

b 継　続
・民生委員との連携により、引き続
き生活困窮者の実態把握を行い支援
へつなげる

福祉課 福祉課

（２）福祉医療制
度の充実 290

●経済負担の軽減を図るため、福祉医療制度の充実に努めま
す。

福祉医療費制度の適正給付 制度に沿った適正な給付を実施 b 継　続 県動向と併せた制度の充実に努める 健康推進課 健康推進課

（３）公営住宅の
管理 291

●住宅困窮者に対応した公営住宅の計画的な管理を行いま
す。

千曲市市営住宅長寿命化計画策定事
業

策定した。 a 継　続 本計画に基づき計画的に実施する。 建設課 建設課

292
●国民健康保険が長期的に安定運営できるよう、財政基盤の
強化を図ります。

国民健康保険の安定運営 安定運営の実施 a 継　続 安定運営に努める 健康推進課 健康推進課

293
●「特定健康診査等実施計画」及び「保健事業実施計画
（データヘルス計画）」に基づき、生活習慣病の発症及び重
症化予防を支援します。

特定健康診査・特定保健指導
国保データベース（KDB）を活用
し、分析した結果から事業を展開 a 継　続

｛特定健康診査等実施計画」及び
「保健事業実施計画（データヘルス
計画）」の推進をする。

健康推進課 健康推進課

294

●特定健康診査･保健指導により、生活習慣病有病者・予備
群を減少させるとともに、医療機関から自治体に請求される
国民健康保険の請求書を点検すること（レセプト点検）によ
り、医療費の適正化に努めます。

特定健康診査・特定保健指導
国保データベース（KDB）を活用
し、医療費分析を実施 a 継　続

「保健事業実施計画（データヘルス
計画）」の推進をする。

健康推進課 健康推進課

295 ●運営の県域化に向けて、着実な準備を行います。
県ワーキンググループ参加による統
一準備

県によるロードマップ作成 a 継　続 ロードマップに沿い準備を行う 健康推進課 健康推進課

296 ●後期高齢者医療制度の安定運営を確保します。 後期高齢者医療制度の安定運営 安定運営の実施 a 継　続 安定運営に努める 健康推進課 健康推進課

297
●医療保険と介護保険の連携を図りながら、制度の周知と安
定運営に努めます。

制度周知、安定運営
広報等による制度周知の実施
安定運営の実施 a 継　続 関係課と連携し安定運営に努める 健康推進課

健康推進課・高
齢福祉課

298
●関係機関と連携を図りながら、広報活動や年金相談などを
通じ、制度の普及・啓発に努めます。

毎年度、委託による市の年金相談、
及び年金事務所による出張相談を実
施。

H29～R2年度で延べ3,374人の年金相
談を実施した。 b 継　続

引き続き相談業務を実施しながら、
年金制度の普及と市民の利便性の向
上を図って行く。

市民課 市民課

299
●免除などの案内により、保険料未納者の解消と未加入者へ
の適用推進に努め、市民の年金受給権の確保を図ります。

免除制度について、市報及びホーム
ページに掲載し啓発を図ると共に、
窓口での案内を積極的に行う。

R2年度末
保険料納付率78.0%
全額免除率31.2%

b 継　続
今後は郵送による免除勧奨等も行
い、未納者の減少と納付率向上を
図って行く。

市民課 市民課
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（１）国民健康保
険制度の円滑な運
営

（３）国民年金制
度の充実

（２）後期高齢者
医療制度・介護保
険制度の安定運営

３-６-２
健全・適正な社
会保障制度の運
営を行う

３-６-１
生活基盤の安定
を支援する

（２）障がい者の
地域生活支援の充
実

（１）障がい者の
雇用と就労支援の
充実

（１）低所得者に
対する支援の充実

（１）障がい者福
祉施策の推進

３-５-２
障がい者が安心
して生活できる
環境をつくる

・自立しようとがんばっている障が
い者を、地域が積極的に応援してい
ます。

・障がいのある人もない人も、住み
慣れた地域でお互いに尊重しあいな
がら、暮らしています。

・障がいのある人が、必要な支援や
福祉サービスを利用しながら、地域
でいきいきと暮らしています。

・だれもが健康で文化的な生活を
送っています。

・福祉医療制度をはじめ各種制度が
十分理解され活用されています。

・医療保険制度の財政基盤が安定
し、安心して医療が受けられる環境
となっています。

・一人ひとりが自らの健康管理によ
り、健康な日常生活を送っていま
す。

・年金受給権が確保され、安心した
老後を送れます。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業
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実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

４災害に強く、安全で心穏やかに暮らせるまち

（１）千曲市国土
強靭化地域計画の
策定

300
●甚大な被害の復旧・復興の対策とともに、人命を守り、経
済社会への被害が致命的なものにならず迅速に回復を図る計
画の策定を進めます。

千曲市国土強靱化地域計画 Ｒ03.03月策定 a 完　了
千曲市総合計画等の改定に合わせ見
直し

危機管理防災
課

危機管理防災課

301
●防災基本計画、県地域防災計画の修正を反映し、必要に応
じ計画の見直しを行います。

千曲市地域防災計画 Ｒ02.12月修正 a 継　続
防災基本計画、長野県地域防災計画
の修正に合わせ見直し

危機管理防災
課

危機管理防災課

302
●災害時に行政組織として機能を維持するための「業務継続
計画」（BCP）を策定します。

千曲市業務継続計画
Ｒ02.08月新型インフルエンザ等対
策編策定
Ｒ03.03月震災対策編改定

a 完　了 組織改編等による見直し
危機管理防災
課

危機管理防災課

303
●総合防災訓練や地区防災懇談会などを開催し、市民の危機
管理意識の高揚を図ります。（総合戦略４-５①）

千曲市総合防災訓練
新型コロナウイルス感染症対策のた
め未実施 b 継　続

繰り返しの啓発、訓練による防災意
識の向上

危機管理防災
課

危機管理防災課

304
●区・自治会単位で、地域を守る自主防災組織の組織強化と
ともに「地区防災計画」策定に向けた支援を行います。（総
合戦略４-５①）

地区防災計画策定
地区、地域での策定
Ｒ02年度は１地区（上徳間区）で策
定

b 継　続
計画策定のマニュアル作成と地区、
地域への周知

危機管理防災
課

危機管理防災課

305
●要支援者、要配慮者に対する災害時の支援体制を充実しま
す。

災害時避難行動要支援者名簿及び個
別支援計画作成

区毎に要支援者名簿及び個別支援計
画を作成 b 継　続

福祉職員等と協力した要支援者への
支援体制づくり

危機管理防災
課

危機管理防災
課・高齢福祉課

306
●「災害時相互応援協定」を踏まえ、大規模災害で被災した
場合の対応を検討します。（総合戦略２-3②）

災害応援協定
民間事業者等と災害時の応援協定を
締結
Ｒ03年度は3事業者と締結

b 継　続
災害応急対策のため民間事業者との
協定締結の推進

危機管理防災
課

危機管理防災課

307
●企業が自然災害等の緊急事態に遭遇した場合において、重
要業務の継続あるいは早期復旧を図っていくための「事業継
続計画」（BCP）の策定づくりを支援します。

・千曲市国土強靭化地域計画の策定
・商工団体とのＳＤＧｓ包括連携協
定による推進

・計画策定により、まちづくりや産
業施策を含めた総合的な対策を盛り
込んだ。
・持続可能な経営のためＢＣＰ策定
を啓発する。

c 継　続

国際社会が目指す目標を市内商工団
体、事業者など一丸となり取り組み
持続可能な社会構造を目指します。
包括連携協定によるBCP策定支援を
促す。

産業振興課
産業振興課・危
機管理防災課

308
●デジタル防災行政無線の整備を進めます。（総合戦略４-
５②）

デジタル防災行政無線整備 同報系、移動系のデジタル化 b 完　了
屋外告知放送子局のデジタル化の推
進

危機管理防災
課

危機管理防災課

309
●消防・防災体制の充実強化を図るため、消防団員の確保と
活動環境の整備を進めます。（総合戦略４-５①②）

・消防団員入団促進事業
・千曲市消防団サポートショップ事
業

消防団員数については定数に達して
いない。
サポートショップは14事業所と充実
した

b 継　続 消防団員の確保が課題
危機管理防災
課

危機管理防災課

310
●防災施設や関連資機材を計画的に整備し、災害に備えま
す。

災害備蓄品の拡充 避難所設営用の備蓄品等の購入 b 継　続 備蓄品の拡充
危機管理防災
課

危機管理防災課

311 ●消防資機材の充実を図ります。 消防施設管理事業
簡易無線機整備　R1　22台、R2　30
台 b 継　続 消防資機材の拡充

危機管理防災
課

危機管理防災課

312
●災害時の緊急情報伝達手段として、屋外告知放送システム
やメール配信システム、ＳＮＳの有効活用を図ります。

メール配信サービスの周知、登録者
の加入促進

メール配信サービス加入促進 b 継　続
メール配信サービスの周知、加入促
進及びＳＮＳ等を利用した防災情報
の発信

危機管理防災
課

危機管理防災課

313 ●木造住宅の耐震化対策を推進します。
H29～R2年度　住宅・建築物耐震改
修事業

耐震診断　241件、耐震改修　9件 c 継　続

耐震診後、耐震性のない住宅の改修
工事の実施状況が良くない。戸別訪
問をして、危険性の周知及び耐震改
修補助等の説明を行い、住宅所有者
に対し直接的に耐震化を促してい
く。

建設課 建設課

314
●１級河川の整備を国・県など関係機関に働きかけるととも
に、市が管理する河川や下排水路の整備を進めます。

河川整備事業（沢山川、東林坊川）

沢山川：令和元年東日本台風で被災
した堤防の災害復旧工事(L=232m)完
了（R2～R3）　堤防強化としての天
端舗装(L=2.800m)を実施中（R2～
R3）。県による沢山川の内水氾濫シ
ミュレーションで効果的な治水対策
を検討(R2)。
東林坊川：沢山川流域の浸水を低減
するための対策として、分水箇所の
改修を実施（R2～R3）

b 継　続

沢山川：セミバック提として整備済
のため、バック堤にするには多額の
事業費が必要なことから、県による
シミュレーションの結果を踏まえ、
県への要望内容を期成同盟会ととも
に再検討していく必要がある。
東林坊川：水門管理や分水方法につ
いて沿川に関わる地元区の理解が得
られるよう丁寧に説明し、狭隘箇所
を早急に整備しながら今後の集中豪
雨時の浸水被害軽減を図る。

建設課
建設課・都市計
画課・農林課

315 ●山地部の沢や渓流などの治山･砂防事業を推進します。 砂防事業（日影沢、矢ノ口沢）

日影沢は用地難航箇所がR2に契約と
なりR3より工事施工中。矢ノ口沢は
R1の測量調査設計を踏まえR2に地元
説明会を行い関係者への了承後、用
地測量、補償調査等を実施中。

b 継　続
県事業のため、県と連携を図り地元
調整など事業推進に協力しながら、
早急な砂防施設完成を目指す。

建設課 建設課

４-１-１
災害に強いまち
をつくる

　
４
❘
１
【

安
全
・
安
心
】

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

（２）防災計画等
の整備・策定

（４）消防・救急
体制の充実

（３）危機管理意
識の高揚と総合防
災体制の整備

（６）耐震、治
水・治山対策の充
実

（５）消防・防災
施設の整備と資機
材の充実

〈防災〉
・市民の危機管理意識が高まるとと
もに、防災施設、避難経路等の整備
（ハード施策）とハザードマップの
活用・避難訓練の実施（ソフト施
策）の組合せにより災害時に迅速か
つ的確に対応できる体制が整い、災
害に強いまちが形成されています。

〈交通安全〉
・市民が高い交通安全意識を持ち、
交通マナーが徹底されています。

・交通事故発生件数、死者・負傷者
数が大幅に減少しています。

〈防犯〉
・消費者への正しい知識や情報が提
供され、消費者トラブルがなくなっ
ています。

・地域、関係者が連携して防犯活動
が行われ、犯罪件数が減少していま
す。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

316
●交通安全意識の向上を図るため、広報・啓発活動を推進し
ます。

交通安全啓発事業
交通安全市民大会が新型コロナウイ
ルス感染防止のため中止となった。
関係団体と連携し、啓発活動を実施

b 継　続
交通安全意識の向上が図られるよう
事業を継続

生活安全課 生活安全課

317
●交通安全推進機関・団体と連携し、交通安全運動を推進し
ます。

交通安全啓発事業
関係団体と連携し、季別の交通安全
運動にを実施 b 継　続

関係団体と連携し交通安全運動を継
続

生活安全課 生活安全課

318
●学校、幼稚園、保育園などにおける交通安全教育を推進し
ます。

交通安全啓発事業
市内3小学校の交通安全教室につい
て、新型コロナウイルス感染防止の
ため中止となった

c 継　続
交通安全教室に参加する等、園児・
児童等の交通安全教育の推進を継続

生活安全課
生活安全課・教
育総務課・保育
課

319 ●県民交通災害共済加入促進を図ります。 交通災害共済組合加入事業
交通災害共済組合加入の推進を図っ
た（38,067件・加入率64.4％） b 継　続

市報やホームページ等により加入推
進活動を継続

生活安全課 生活安全課

320
●交通安全施設の計画的な整備を国・県などと協力して進め
ます。

交通安全啓発事業
地域要望に基づき事業を推進。交通
規制等については、千曲警察署へ要
望

b 継　続
計画的な整備を図るよう関係機関と
連携し事業を継続

生活安全課 生活安全課

321
●通学路や幹線道路に歩道の設置を進めるとともに、段差解
消などのバリアフリー化を図ります。

交通安全対策事業
市道の歩道整備
H29~R2　L=1.9km b 継　続

狭小な道路幅員の市道であっても交
通量は増加しており、道路改修計画
に基づき通学路を主に学校及び地元
要望と調整を図り、道路改良・歩道
改修を計画的に実施し、円滑で安全
な交通を確保していく。

建設課
生活安全課・建
設課・教育総務
課・福祉課

322
●大切なインフラである道路を長期にわたり使えるよう傷ん
だ箇所の補修を行い、狭い道路は地域の力を得ながら拡幅整
備します。

市道新設改良事業 地域要望に基づき事業を推進。 b 継　続
道路整備計画に基づき関係機関と連
携し事業を継続。

建設課 建設課

323
●冬期間の交通確保を図るため、市民の理解と協働により効
果的な除雪対策を進めます。

冬期交通対策事業
スマートICの24時間運用開始
（H30）に伴い、大池区と除雪作業
の委託契約締結。

b 継　続
各地区における除雪作業の担い手不
足の解消を図る。

建設課 建設課

324
●犯罪手口などの情報提供・啓発活動などにより、防犯意識
の高揚を図ります。

防犯活動事業
特殊詐欺防止のため屋外放送による
注意喚起及び啓発活動として出前講
座を実施

b 継　続 犯罪防止が図られるよう事業を継続 生活安全課 生活安全課

325
●防犯関係団体・機関や地域と連携し、パトロールなど防犯
活動を積極的に推進します。

防犯活動事業
防犯関係団体と連携し夜間パトロー
ル等の防犯活動を実施 b 継　続 関係団体と連携し事業を推進 生活安全課 生活安全課

326
●関係団体・家庭・学校・ボランティアが連携して地域の防
犯活動を進めます。

防犯活動事業
防犯関係団体と連携し夜間パトロー
ル等の防犯活動を実施 b 継　続 関係団体と連携し事業を推進 生活安全課 生活安全課

327
●青色防犯パトロールを強化し、園児や児童を犯罪被害から
守ります。

防犯活動事業 月１回青色防犯パトロールを実施 b 継　続 青色防犯パトロールを継続 生活安全課 生活安全課

328 ●防犯灯の設置など、犯罪防止のための環境を整備します。 防犯灯LED化事業
千曲市防犯灯LED化事業（LED化防犯
灯5,124基） b 継　続 新設及び維持管理を継続 生活安全課 生活安全課

329 ●消費生活センターにおける相談業務の充実を図ります。 消費者保護対策事業
研修会等に参加し相談業務に必要な
知識の向上に努めた b 継　続

現相談体制（相談員２名）の維持及
び相談員の知識向上に向けた取り組
みを継続

生活安全課 生活安全課

330 ●消費者に対し、正しい知識の普及と情報提供を図ります。 消費者保護対策事業
特殊詐欺防止のため屋外放送による
注意喚起及び出前講座を実施 b 継　続

消費者の知識向上及びトラブルの未
然防止を図る取り組みを継続

生活安全課 生活安全課

331 ●計画的な公園・緑地の整備と適正な活用を図ります。 上徳間公園（仮称）整備工事

地域住民との協働と参画による維持
管理、清掃活動の合意を得られた上
徳間公園1,583㎡について整備を実
施した。

c 継　続
市内全体の公園。緑地の不足エリア
の解消や既存公園の長寿命化を踏ま
え、施設整備を進める必要がある。

都市計画課 都市計画課

332
●地域住民や各種団体などとの協働により、公園・緑地の整
備や維持管理・清掃活動などを進めます。

千曲市都市公園等管理業務委託
街区公園等管理委託

新規公園、トイレはもとより、45公
園の内25公園及び31箇所のトイレの
内12箇所を地域住民などとの協働と
参画により維持管理・清掃活動を実
施した。

c 継　続

人口減少や高齢化が進む中で、維持
管理や清掃活動を地域住民や各種団
体に引き続き求めていく難しさがあ
る。

都市計画課 都市計画課

333 ●施設の老朽化対策を講じ、長寿命化を図ります。 公共施設等適正管理推進
老朽化した四阿、パーゴラ等１１基
の内、令和2年度に6基分について長
寿命化（更新）事業を実施した。

b 継　続

撤去する施設とするのか、長寿命化
（更新含む）する施設とするのかを
早い段階で見極め、事業を推進する
必要がある。

都市計画課 都市計画課

334 ●施設・遊具を恒常的に点検し、適正な対策を講じます。 公園施設長寿命化対策支援事業
市による月1回の日常点検及び専門
技術者による年1回の定期点検を実
施し、適正な対策を講じた。

b 継　続

令和4年度に長寿命化計画を策定
し、令和5年度から令和14年度まで
の10年間で施設の長寿命化（更新）
を図る。

都市計画課 都市計画課

335
●区・自治会で管理する遊具の安全が確保されるよう、新
設・修理・撤去を支援します。

千曲市コミュニティ振興対策事業補
助金
（市民協働課）

平成29年度から令和２年度までの実
績として８件の申請があり、支援を
行った。

c 継　続
区、自治会での点検実施を再度周知
し、引き続き安全確保に努める必要
がある。

都市計画課 都市計画課

336
●区や自治会など市民が主体的に行う植栽などを支援し、緑
化意識の高揚を図ります。

緑の基本計画推進事業

平成30年度は7件、除く平成29年度
以降は8件の市民団体に委託し、結
果推進に繋がり、令和３年度は10件
となった。

b 継　続
若い世代の参加が少ない。緑化の魅
力を伝える具体的施策が必要であ
る。

都市計画課・
環境課

都市計画課・環
境課

337
●保存樹木などの所有者に、保全について必要な指導や助言
を行います。

緑化の推進及び緑の保全
H30　1本、R2　3本について、樹木
診断を行い、保全について必要な指
導を行った。

b 継　続
自然環境を確保し、美観風致を維持
するため、引き続き、必要な指導や
助言を行う。

環境課 環境課

４-１-３
犯罪がおきない
地域をつくる

４-１-２
安全で安心でき
る交通社会をつ
くる

（１）交通安全意
識の高揚と推進体
制の充実

４
❘
２
【

公
園
・
緑
地
】

花
や
緑
が
あ
ふ
れ
る
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

る

　４❘
１【安
全・安
心】安
全で安
心な暮
らしを
確保す

る
（３）生活道路の
整備

（２）交通安全施
設の整備

（３）身近な緑化
の推進

（２）施設・遊具
の安全・管理

（１）公園・緑地
の整備・活用

（２）消費者トラ
ブルの撲滅

４-２-１
誰もが心地よく
感じるオープン
スペースをつく
る

（１）防犯対策の
充実

〈防災〉
・市民の危機管理意識が高まるとと
もに、防災施設、避難経路等の整備
（ハード施策）とハザードマップの
活用・避難訓練の実施（ソフト施
策）の組合せにより災害時に迅速か
つ的確に対応できる体制が整い、災
害に強いまちが形成されています。

〈交通安全〉
・市民が高い交通安全意識を持ち、
交通マナーが徹底されています。

・交通事故発生件数、死者・負傷者
数が大幅に減少しています。

〈防犯〉
・消費者への正しい知識や情報が提
供され、消費者トラブルがなくなっ
ています。

・地域、関係者が連携して防犯活動
が行われ、犯罪件数が減少していま
す。

・散策・遊び・スポーツ・交流・自
然などのふれあいを楽しむ市民のレ
クリエーションの場や子育て・高齢
者の憩いの場として、公園・緑地が
利用されています。

・地震、洪水や土砂崩れなどの災害
時に避難場所として活用できる安全
で安心なオープンスペースとして、
公園や緑地が整備されています。

・地域の公園は、地域住民や各種団
体などの協力により維持・管理され
ています。

・街路沿いの植栽など市民による緑
化活動が市内全域で行われ、保存樹
木や保存樹林が風景のポイントにな
るなど、美しいまちが形成されてい
ます。
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 (B)
管理
番号
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施策
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次期計画へ
の方向性

今後の課題
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担当課 関係課

（１）上水道普及
率の向上 338 ●県営水道の普及率向上を図ります。 千曲市水道配水管整備事業補助金 申請があった5件に助成した。 b 継　続

周知を行い申請があればその都度対
応する。

上下水道課 上下水道課

339
●県営・市営水道ともに水道水の安全・安定供給を図り、健
全経営に努めます。

平成28年度千曲市上水道事業経営戦
略の策定

管路布設替を行い、水道の安全・安
定供給を図った。 b 継　続

経営戦略の見直しを行い、計画と実
績の差異や原因の分析を行う。

上下水道課 上下水道課

340
●市営水道施設の適正管理を行い耐震化・長寿命化を図りま
す。

千曲市営水道ビジョン

広域連携検討により将来的な必要性
が明確になるまでは優先順位がつけ
られないことから大規模な改修や更
新は行わず修繕での対応とした。

c 継　続
広域化事業検討結果次第で今後の方
向性を決定する。

上下水道課 上下水道課

341 ●隣接事業者との広域化について検討を行います。 水道事業広域連携推進
水道施設の最適配置計画を検討する
調査を実施。 b 継　続

国、県,他事業者と協議を進め最適
な広域連携事業を行う。

上下水道課 上下水道課

342
●下水道の未整備地区の解消を図るとともに、水洗化率の向
上を図ります。

千曲市公共下水道事業　管路工事
令和２年度末整備率93.7％、面整備
は完了した。 a 継　続

未整備地区（農地から宅地へ造成す
る箇所）については申請があったと
ころで整備を行う。

上下水道課
上下水道課・廃
棄物対策課・環
境課

343
●公共下水道事業の計画区域外においては、合併浄化槽の設
置促進を図ります。

合併処理浄化槽設置対象補助金
補助金対象エリアのため、住民に周
知し、申請があれば応じている。 b 継　続

補助金の対象エリアだと周知をして
いても、人口減により申請は少なく
なってきているが、今後も申請があ
ればその都度対応する。

上下水道課
上下水道課・廃
棄物対策課・環
境課

344 ●下水道経営の安定化を目指します。
平成28年度千曲市下水道事業経営戦
略の策定

経営基盤を強化し、持続可能で安定
な経営を実現するために、窓口徴収
業務を民間委託した。

a 継　続

経営戦略の策定から5年経過したこ
とから、計画の見直しをし、計画と
実績との乖離やその原因を分析する
とともに、その結果を次期戦略へ反
映する。

上下水道課 上下水道課

345 ●下水道施設の維持管理を徹底します。
令和２年度　下水道ストックマネジ
メント計画策定

令和２年度業務委託完了、引き続き
令和３年度の業務委託を実施し策定
する。

b 継　続
策定した計画を基に施設調査を実施
し、修繕及び更新を行う。

上下水道課 上下水道課

（２）安定したし
尿処理体制の構築 346

●下水道の普及にともなうし尿・浄化槽汚泥の減少に対応し
た安定的な収集や処理体制の構築を図ります。

し尿・浄化槽汚泥処理事業

Ｒ2し尿7,042㎘　浄化槽汚泥3,175
㎘
収集許可業者：し尿2社　浄化槽汚
泥5社

a 継　続
・下水道普及にともない今後も減少
が見込まれるが、今後も安定した収
集と処理の体制を確保していく。

廃棄物対策課
上下水道課・廃
棄物対策課・環
境課

347
●公害等環境調査を定期的に行い、地下水汚染等を監視しま
す。

令和２年度公害対策事業
地下水汚染調査の結果からは、河川
への影響は見られない。 b 継　続

下水道接続率を上げるよう依頼して
いく。

環境課 環境課

348
●工場排水や生活排水などを監視するとともに県や関係機関
と連携を図ります。

令和２年度公害対策事業
工場排水検査からは、排出基準を超
えていないが、結果は注視をしてい
く。

b 継　続
工場が増える中、調査地点の精査を
検討する必要も視野に入れる。

環境課 環境課

349
●肥料の適正使用や畜産の糞尿の適正な処理を農業団体など
と連携して推進します。

県と連携した定期巡回（Ｈ２９～Ｒ
２）

県、ＪＡ、長野家畜保健所等と連携
し、毎月の畜舎巡回を行い、畜舎付
近住民からの苦情が０件と減少し
た。

b 継　続

苦情は０件になったものの、時期に
よってはハエの繁殖が盛んになって
しまうため、経過観察が必要であ
る。

農林課 農林課・環境課

350
●環境情報や公害防止に向けた取組を環境報告書（「環境白
書」）で公表します。

令和２年度公害対策事業
環境白書掲載を通じて、調査結果を
広く周知できている。 b 継　続 今後も継続していく。 環境課 環境課

351
●公害等環境調査の結果は、市報やホームページなどで公表
します。

令和２年度公害対策事業
ホームページに広く掲載すること
で、市民に広く周知できている。 b 継　続 今後も継続していく。 環境課 環境課

352
●ごみの分別方法やリサイクルについて情報提供や指導を行
い、分別収集の徹底を図ります。

環境行政説明会開催
公害監視員・ごみ減量等推進員
生ごみの減量・堆肥化
食品ロス削減事業・2010運動
使用済小型家電無料回収
使用済充電池・携帯電話・インク
カートリッジ等の回収

・区長、自治会長、ごみ減量等推進
員を通し、ごみ分別やリサイクルの
推進を図った。
・市報やＨＰへの掲載等により、市
民に対し分別の周知、啓発を行っ
た。
・左記事業の実施により、他団体等
と連携しながらリサイクルの取り組
みを推進した。

a 継　続

・分別方法の変更や新しいリサイク
ル方法等があれば積極的に周知・啓
発を行う。
・リサイクルの推進に加え、ＳＤＧ
Ｓや他団体の取り組みなどと連動さ
せた活動を展開していく。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

353 ●ごみ収集箇所と収集体制の見直しを進めます。
一般廃棄物収集所設置事業補助金
一般廃棄物収集運搬業務委託に伴う
打合せ会議

・世帯増の地域におけるごみ収集所
の新設に対し、補助金を交付し収集
所の整備を図った。Ｒ2補助金交
付：9件
・会議等において収集運搬業者から
意見を伺い、随時収集体制の見直し
を図った。

a 継　続

・世帯の増減は地域によって異な
り、地域の実情に応じて収集所の整
備を進めていく。
・社会情勢や収集業者の意見も参考
にしながら、より良い収集体制の整
備を図る。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

354
●排出ルールを守らない不適正排出に対する指導を強化しま
す。

環境行政説明会開催
公害監視員・ごみ減量等推進員

・収集所管理者である区・自治会と
連携し、啓発看板の提供や助言等を
通し不適切排出の防止・抑制に努め
た。

b 継　続

今後も区・自治会と連携を図るとと
もに、市外からの転入者や外国人
等、分別に不慣れな方々に対し丁寧
な説明等を行い不適切排出の減少を
図る。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

355
●長野広域連合が計画するごみ焼却施設の建設推進を図りま
す。

広域焼却施設対策事業

Ｒ元年度　地権者との用地補償契約
の締結
Ｒ元年度　（仮称）長野広域連合Ｂ
焼却施設整備及び運営事業安全祈願
祭
Ｒ3年度　（仮称）長野広域連合Ｂ
焼却施設試運転開始

a 継　続

Ｒ4年度に、（仮称）長野広域連合
Ｂ焼却施設の本格稼働を行う。
Ｒ4年度に、地元要望である余熱利
用施設の開館を行う。
焼却施設の周辺整備や地元振興策を
進める。

廃棄物対策課 廃棄物対策課
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（２）環境情報の
公表

（１）地下水の保
全

（１）下水道の整
備促進

（２）上水道の安
定供給

４-３-１
安全でおいしい
水を安定して供
給する

４-３-２
生活排水やし尿
を適切に処理す
る

４-３-３
地下水汚染を防
止する

４-４-１
計画的なごみ処
理対策を進める

（１）ごみ処理対
策の推進

・各家庭で安全でおいしい水が提供
されています。

・下水道の普及により河川が浄化さ
れ、衛生的で快適な生活を送ること
ができます。

・河川・地下水の浄化により、水の
利用が拡大されています。

・水辺にホタル、トンボなどの多様
な生き物が復活しています。

・「ずくを出してごみを減らす」こ
とが、市民の日常生活の中にいきづ
いています。

・「日頃から使い捨てでない、地球
にやさしい製品」を選んで購入して
います。

・「不法投棄、ポイ捨て対策」の取
組が確立されています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

356
●分別区分の見直しと分別の徹底により資源化を促進しま
す。

ごみ減量・資源化事業
水銀体温計・血圧計の分別回収
使用済充電池の分別回収

Ｈ27ﾘｻｲｸﾙ率21.1％⇒Ｒ2　16.8％
H30より、水銀使用製品の拠点収集
開始（従来は不燃ごみで収集）
Ｒ元より、使用済充電池の拠点回収
開始
（従来は回収協力店での回収）

b 継　続

民間店舗等での資源物回収を利用す
る市民が増えているため、リサイク
ル率が低下している。しかし、容器
包装プラスチックなど店頭回収を
行っていない品目の回収量は減って
いないので、分別の精度が低下して
いるわけではない。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

357 ●資源化できる新たな収集品目について検討します。 古布の収集品目拡大
Ｈ27古布10トン⇒Ｒ2古布38トン
綿製品以外も資源物として排出可 b 継　続

今後、プラスチック製品の一括回収
の検討を行う。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

358
●市民・事業者との協働事業により、食品トレイやレジ袋の
削減を進めます。

マイバッグ持参啓発活動

市内スーパー8店舗で店舗前啓発・
持参率調査を行った。持参率：H29
63.5％、H30　65.6％、R1
69.7％、R2 91.3％

b 継　続
マイバッグの持参率は上昇傾向にあ
るが、今後も一過性で終わらせるこ
となく活動を継続していく。

環境課
環境課・廃棄物
対策課

359
●ダンボールコンポストなど、生ごみの有機性資源としての
活用を進めます。

生ごみ堆肥化講習会
生ごみ処理機設置補助金

Ｒ元講習会４回開講　Ｒ２講習会１
回開講
Ｒ2生ごみ処理機設置補助金44件

a 継　続

Ｒ2はコロナ禍により講習会１回の
みの開講となった。生ごみの資源化
は可燃ごみ減量に有効な手段であ
る。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

360 ●ごみ処理有料化による減量効果の維持に努めます。 ごみ処理有料化
H27収集可燃ごみ8,009トン⇒R2収集
可燃ごみ7,793トン a 継　続

収集可燃ごみの減量が維持できてい
る。
有料化制度継続とともに、効果や処
理手数料を検証していく。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

361
●事業系ごみなどの減量・資源化を推進するため、指導を強
化します。

多量排出事業者への「資源化、排出
抑制及び減量に関する計画書の提出
義務付け
多量排出事業者訪問調査・指導

H27事業系可燃ごみ4,775トン⇒R1事
業系可燃ごみ4,984トン⇒R2事業系
可燃ごみ4,452トン

a 継　続
事業系ごみ量は経済情勢等に大きく
左右される傾向があるが、今後も指
導を継続していきたい。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

362
●区・自治会や市民と協力して、監視と通報体制の強化を図
ります。

環境行政説明会開催
公害監視員・ごみ減量等推進員委嘱

左記会議での監視・通報の依頼 b 継　続
引き続き監視と通報体制の強化を図
り、不法投棄のない環境づくりを進
める

廃棄物対策課 廃棄物対策課

363
●不法投棄されない環境づくり（看板・柵・監視カメラ等の
設置）を進めます。

啓発看板設置
フェンス設置
監視カメラ設置

啓発看板を年間約30枚ほど設置
Ｒ元フェンス１ヶ所設置
監視カメラＲ2現在6ヶ所設置中

a 継　続
区・自治会や警察と協力し、実施し
ていく。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

364 ●不法投棄防止パトロールを強化します。 不法投棄防止パトロール
2人で12日/月パトロール実施
不法投棄回収量Ｒ2可燃物1,855kg不
燃物1,380kg

a 継　続
引き続きパトロール及び不法投棄物
回収を実施、環境美化に努める。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

（１）環境意識の
高揚 365

●自然観察会、環境に関する講演会の開催などを通じて理解
を深めます。

自然観察会
NPO千曲市環境市民会議が主催で千
曲市の自然ガイドブックを活用した
自然観察会を行った。

b 継　続
自然と共生する循環型社会の構築を
図るため、今後も継続していく。

環境課 環境課

366
●ISO14001、エコアクション21など、環境活動に取り組む事
業者を増やします。

環境活動推進

僅かではあるが、環境活動に取り組
む事業所が増加傾向にある。（H29
31事業所・H30　32事業所・R1　34
事業所）

b 継　続

基準値より増加しており、環境意識
が高まりつつある。2050年ゼロカー
ボンに向け、情報を発信し、推進し
ていく。

環境課 環境課

367
●「第二次環境基本計画」や「第二次地球温暖化対策推進計
画」を実行します。

各種施策の推進
各種事業について、計画に沿って推
進を行った。 b 継　続

県目標の2030年度に温室効果ガス正
味排出量60％削減を目指すため、市
としての計画の見直しが必要にな
る。

環境課 環境課

368
●家庭や事業所では環境負荷の少ないエコ商品や省エネ商品
の使用に努めます。

省エネルギー推進
環境月間の6月に合わせ、市報や
ホームページへ身近にできる環境保
全活動の紹介を行った。

b 継　続 今後も継続していく。 環境課 環境課

369 ●チェックシートを活用したCO2削減の取組を推進します。 省エネルギー推進
児童への負担を減らすため平成30年
度でチェックシートの取り組みを終
了した。

d 廃　止
今後もチェックシートへの取り組み
は行わない。

環境課 環境課

370
●地域に密着した公害監視員体制を充実させ、日常生活にお
ける公害等を未然に防止します。

令和２年度環境推進事業
各７１区から128名の公害監視員を
委嘱し、日常生活の公害を監視して
いただいている。

a 継　続
コロナ禍で２年間研修が行えていな
いため、必要に応じて指導を行って
いく。

環境課 環境課

371
●さまざまな公害問題に迅速に対応するため県や関係機関と
連携強化を図ります。

令和２年度公害対策事業
事案によっては、長野地域振興局や
長野保健福祉事務所と連携しなが
ら、問題の解決をしている。

a 継　続
今後も関係機関とは密な連携をして
いく。

環境課 環境課

372
●生活騒音などの生活型公害は、市民が利用しやすい相談窓
口を充実します。

令和２年度公害対策事業
年間200件を超える苦情に対して、
現場に赴き迅速な対応を行い、解決
している。

b 継　続
少ない人員で解決にあたるため、人
手不足になる可能性がある。

環境課 環境課

373
●環境情報や公害防止に向けた取り組み状況を環境報告書
（「環境白書」）で公表します。

令和２年度公害対策事業
環境白書掲載を通じて、調査結果を
広く周知できている。 b 継　続 今後も継続していく。 環境課 環境課

374
●公害等環境調査の結果は、市報や市ホームページなどで公
表します。

令和２年度公害対策事業
ホームページに広く掲載すること
で、市民に広く周知できている。 b 継　続 今後も継続していく。 環境課 環境課
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（２）環境活動の
推進

（２）環境報告書
等の公表

（１）環境調査等
の充実

（２）不法投棄の
撲滅

（１）循環型社会
形成に向けた運動
の展開

・「ずくを出してごみを減らす」こ
とが、市民の日常生活の中にいきづ
いています。

・「日頃から使い捨てでない、地球
にやさしい製品」を選んで購入して
います。

・「不法投棄、ポイ捨て対策」の取
組が確立されています。

・身近な暮らしの中で自然と共生す
る循環型社会が構築されています。

・市民、事業者、行政は共に協力し
環境負荷を減らすよう取り組んでい
ます。

・環境団体や市民と連携してさまざ
まな環境プロジェクトを実践してい
ます。

・家庭や事業所では、省エネルギー
の積極的な取組や、再生可能エネル
ギーの利用が高まっています。
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担当課 関係課

375
●小中学校における環境教育を充実し、環境意識を高めま
す。

環境学習の推進

各学校で環境教育に取り組む学年に
環境冊子を配布している。希望する
学校には環境課職員による冊子を活
用した環境学習を実施している。

b 継　続
子どもたちの自然環境や社会環境に
対する意識を高めるため、今後も継
続していく。

環境課
環境課・教育総
務課

376
●学校・保育園・幼稚園への出前講座、親子環境学習などを
支援します。

環境学習の推進

各学校で環境教育に取り組む学年に
環境冊子を配布している。希望する
学校には環境課職員による冊子を活
用した環境学習を実施している。

b 継　続
子どもたちの自然環境や社会環境に
対する意識を高めるため、今後も継
続していく。

環境課 環境課

377
●講演会や学習会を通して、家庭でできる地球温暖化対策の
普及を図ります。

環境学習の推進
依頼があった市民団体へ地球温暖化
について出前講座を行った。 b 継　続

市民の自然環境や社会環境に対する
意識を高めるため、今後も継続して
いく。

環境課 環境課

378
●「第二次地球温暖化対策推進計画」に基づき、エコドライ
ブ、ゴミの減量化、節電など、日常生活における温室効果ガ
スの削減に向けた取組の普及を図ります。

エコドライブ啓発活動

エコドライブ推進月間の11月に合わ
せ、交差点の歩道上に啓発用横断幕
を掲げ、通行中のドライバーにエコ
ドライブの啓発を行った。

b 継　続 今後も継続していく。 環境課 環境課

379
●環境負荷の少ないLED照明などの省エネ商品や節水型商品
の使用に努めます。

省エネルギー推進

市役所庁舎ではLED照明、地中熱の
利用、太陽光発電、雨水の再利用な
ど環境に十分配慮している。また、
市内防犯灯を、LED照明に付け替え
た。

b 継　続
今後も、市有施設などの建て替えや
改修がある場合は積極的な導入を推
進していく。

環境課 環境課

380 ●フロン回収や代替フロンの使用削減に努めます。 温室効果ガス削減の推進
環境法令研修を行い、管理施設では
法令を順守した管理を行っている。 b 継　続 今後も継続していく。 環境課

環境課・廃棄物
対策課

381 ●チェックシートを活用したCO2削減の取組を推進します。 省エネルギー推進
児童への負担を減らすため平成30年
度でチェックシートの取り組みを終
了した。

d 廃　止
今後もチェックシートへの取り組み
は行わない。

環境課 環境課

382
●石油や石炭など限りある化石燃料から、太陽光発電、ペ
レットストーブ、薪ストーブなどの再生可能エネルギーへの
切り替え利用を進めます。

再生可能エネルギー利用推進

再生可能エネルギーへの切り替えに
ついて、HP等で広報し、令和2年度
については、ペレットストーブ購入
に対する助成が２件あった。

c 継　続
国や、県策定の、「長野県ゼロカー
ボン戦略」の計画と整合を図り、事
業を推進していく。

環境課 環境課

383
●住宅の断熱性能の向上と自然エネルギーを利用したエコハ
ウスを促進します。

再生可能エネルギー利用推進

固定価格買取制度により、住宅用太
陽光発電システムの普及が進んでい
るため、平行して各種事業の検討を
行った。

c 継　続
国や、県策定の、「長野県ゼロカー
ボン戦略」の計画と整合を図り、事
業を推進していく。

環境課 環境課

384
●クリーンエネルギー自動車（電気自動車やハイブリッド
車）の購入を促進します。

再生可能エネルギー利用推進

自動車メーカーの動向や充電スタン
ド等のインフラ整備の動向について
注視、公用車については、ハイブ
リッド車を導入している。

d 継　続
国や、県策定の、「長野県ゼロカー
ボン戦略」の計画と整合を図り、事
業を推進していく。

環境課 環境課

385
●国が進めるエネルギー・温暖化対策支援制度の利用促進を
図ります。

再生可能エネルギー利用推進
政権交代により温暖化対策が強化さ
れたため、国からの情報を注視しな
がら新規事業の検討を行った。

c 継　続
国からの情報を注視し、事業を推進
する。

環境課 環境課

５輝かしい歴史文化や美しい自然を未来に継ぐまち

（１）文化財の保
存・継承 386

●名勝「姨捨（田毎の月）」をはじめとする、市内の指定文
化財の保存・継承を図ります。

文化財保護事業

・名勝姨捨、重文智識寺大御堂など
指定文化財の整備、修理を実施した
・R2「月の都　千曲」が日本遺産認
定

b 継　続
指定文化財保存のための事業を実施
していく

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター・日本遺産
推進室

（２）歴史的建造
物等保護の推進 387

●長野県宝「松田家住宅主屋」はじめ、市内の歴史的建造物
の保護を図るとともに、歴史的なまちなみの整備を進めま
す。

H29～　松田家資料整備事業
H29に発生した火災により主屋等の
建物が焼損したが、修理工事を実施
した

c 継　続
松田家主屋は火災からの修理を行
い、博物館施設として活用を図る

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター・都市計画
課

（３）文化財保護
施設整備の推進 388

●埋蔵文化財や歴史資料を収蔵し、広く活用ができる文化財
保護センターの設置を検討します。

H29～　文化財センター管理運営事
業

公共施設等管理計画により文化財セ
ンターの機能を旧上山田庁舎に集約
するため、基本設計を行った

c 継　続

旧上山田庁舎に市民窓口が開設され
たため、レイアウトを見直す必要が
ある
収蔵資料の保管スペースが不足して
おり、新たな収蔵場所の確保が必要

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

389
●市内の文化財や歴史遺産の調査を積極的に進め、指定文化
財として登録・保護を図ります。

文化財保護事業
H28年以降、国登録文化財4件及び市
指定文化財1件追加し、県指定2件が
解除となった

b 継　続 文化財の指定を進め、保存を図る
歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

390 ●開発にともなう埋蔵文化財の保護に努めます。 埋蔵文化財保護事業
H29～R2　開発事業に伴う発掘調査
11件、立会調査を440件を実施した a 継　続

開発事業によって失われる埋蔵文化
財の記録保存を実施する

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（５）歴史・文化
資源を活かしたま
ちづくりの推進

391
●稲荷山重要伝統的建造物群や姨捨の棚田など、「歴史的風
致維持向上計画」に基づき、歴史や文化資源を活かした特色
のあるまちづくりを推進します。（総合戦略4-3①②）

H30、R1　街なみ環境整備事業
八幡地区街なみ環境整備事業として
歴史的風致形成建造物の修理事業を
実施した

b 継　続
八幡地区の住環境整備のため整備を
進める

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター・都市計画
課

（２）温室効果ガ
ス削減対策の推進

（４）文化財調査
の推進

（３）再生可能エ
ネルギーの利用推
進

５-１-１
貴重な文化財を
守る

４-５-３
地球温暖化対策
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（１）環境教育の
充実

・身近な暮らしの中で自然と共生す
る循環型社会が構築されています。

・市民、事業者、行政は共に協力し
環境負荷を減らすよう取り組んでい
ます。

・環境団体や市民と連携してさまざ
まな環境プロジェクトを実践してい
ます。

・家庭や事業所では、省エネルギー
の積極的な取組や、再生可能エネル
ギーの利用が高まっています。

・歴史遺産や文化財が数多く整備さ
れ、市民の協力を得て地域の活性化
が図られています。

・市民が博物館などの施設や史跡・
文化財などを活用し、歴史学習を
行っています。

・大学などと連携し、文化財の専門
的な調査が継続的に行われていま
す。
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担当課 関係課

（１）文化財の活
用の推進 392

●博物館などの文化財施設の充実や文化財の活用を図り、市
民の文化財保護意識の高揚を図ります。

博物館等文化財資料館管理運営事業
森将軍塚古墳館や城山史跡公園で企
画展を実施 b 継　続

文化財を身近に感じていただくた
め、企画展等を開催する

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（２）史跡や史跡
公園の整備の推進 393

●史跡や史跡公園の整備を行い、さらに市民に親しまれるよ
う、史跡をめぐるコースの整備を検討します。

R1～　博物館等文化財資料館管理運
営事業

科野の里歴史公園及び古代体験パー
クの復原住居についえ、市民との協
働により修繕を実施

b 継　続
安心・安全な史跡公園の管理に努め
る

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（３）史跡等愛護
活動の推進 394

●市民の文化財愛護意識の高揚を図るため、史跡の維持のた
めのボランティア活動や森将軍塚まつり・さらしなの里縄文
まつりなどイベントへの参加を促進します。

文化財保護事業、博物館等文化財資
料館管理運営事業

千曲市３大歴史まつりである史跡公
園まつりが、令和元年台風被害やコ
ロナ禍により中止となってしまった

b 見直し

市民に親しんでいただくため、イベ
ントを実施していくが、実施主体と
なる実行委員会が高齢化しているた
め、見直しが必要

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（４）文化財の研
究活動の支援 395

●市内に有る歴史的遺産や文化財の保存・活用を図るため
に、市民をはじめ、大学などの文化財研究活動を支援しま
す。（総合戦略2-4①）

R1～　重要伝統的建造物群保存推進
事業

稲荷山重伝建地区の全体構想作成の
ため、工学院大学に調査及び計画策
定を委託

b 継　続
R3年度に策定を目指すが、コロナ禍
のため住民との意見交換ができずに
いる

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

396
●身近な里地里山の遊歩道や登山道の整備による、親しみや
すい環境づくりを進めます。

H29～・信濃路自然歩道「聖高原
ルート」　整備事業

遊歩道　1,500ｍの整備及び周辺の
見通し確保のための除伐等を実施し
た。

a 継　続
既設を問わず通年をとおして利用者
はいるが、安全確保のために定期的
な巡視や手入れが必要となる。

農林課 農林課

397
●指定保存木制度を活用し、市独自の巨樹･古木などの保
護、監視活動を進めます。

緑化の推進及び緑の保全
年に1回、市内を巡視し、適正に管
理されているか確認を行った。 b 継　続

今後も自然環境を保持するため、定
期的な監視活動が必要である。

環境課 環境課

398
●「千曲市版レッドデータブック」や、身近な自然ガイド
ブックを活用した観察会、環境学習会等を開催します。

自然観察会
NPO千曲市環境市民会議が主催で千
曲市の自然ガイドブックを活用した
自然観察会を行った。

b 継　続
自然と共生する循環型社会の構築を
図るため、今後も継続していく。

環境課 環境課

399
●千曲川流域市町村や関係団体と連携し、水辺環境の保全と
活用に取り組みます。

令和２年度環境衛生対策
千曲川流域の市町村と連携し、定期
的に千曲川の清掃を行っている。 c 継　続

あゆや鮭が生息できるような川にす
るため、国を中心に考えて欲しい。

環境課
環境課・都市計
画課

400
●学校や環境団体と連携し、国土交通省と市で整備した｢水
辺の楽校｣などを活用した環境教育を進めます。

H29・H30 ふるさと自然体験学習会
R1 水辺の楽校であそぼう(R2は東日
本台風災害により未実施)

水辺の楽校及び千曲川を活用し、水
生生物の実態調査や水質調査、体験
学習を実施した。毎回40名程の参加
者があり、身近な自然にふれる学習
の場を提供したことにより、環境へ
の理解が深まった。

a 継　続

「水辺の楽校」の拠点である広場と
親水池は台風のたびに水没する(土
砂や流木が流れ込む)が、その後の
復旧・整備が最低限しか行われない
ため、安全に使用することが難しく
なっている。所管の国土交通省と相
談しながら事業を継続するための改
善措置を検討する必要がある。

生涯学習課 生涯学習課

401
●河川の浄化やオオヨシキリなどの鳥類を保護するため、ヨ
シ原やヤナギ類など河畔林の復活を進めます。

水辺の楽校であそぼう
（生涯学習課）

年１回、『水辺の楽校であそぼう』
（令和2年は災害復旧工事の為、未
実施）で、自然環境について学ぶ場
等を設け、河畔林の保護や復活につ
いての認識を広めてた。

c 継　続

東日本台風災害から千曲川の在り方
が変わってくることも考えられるた
め、国と調整しながら進めていきた
い。

都市計画課
環境課・都市計
画課

402
●泳ぎたいと思う千曲川をとり戻すため、公共下水道の接続
率アップなど適正な排水処理を普及します。

下水道整備事業
広報紙による啓発や、未接続世帯へ
の依頼通知等により、接続率の向上
を図った。

a 継　続
引き続き左記による取り組みを実施
し、接続率の向上を図る。

上下水道課 上下水道課

403
●せぎ浚いやごみゼロ運動、千曲川クリーン作戦など、市
民、事業者が率先して行う地域の環境活動に取り組みます。

ごみゼロ運動
千曲川クリーン作戦

Ｒ元年度参加者　ごみゼロ8,915人
千曲川ｸﾘｰﾝ作戦1,805人 b 見直し

R2はコロナ禍及び台風災害により未
実施。
今後、大規模な人数を動員する美化
活動の開催については検討が必要と
思われる。

廃棄物対策課 廃棄物対策課

404
●「千曲市版レッドデータブック」を基に、専門家や市民グ
ループと連携し、希少な生物の保護活動を進めます。

希少生物保護事業
千曲市版レッドデータブックに記載
された希少動植物の保全を行ってい
る。

b 継　続
希少な動植物を保護するため、今後
も継続していく。

環境課 環境課

405
●アレチウリ、オオクチバス、コクチバスなど特定外来生物
を駆除するため、千曲川クリーン作戦などの市民主体の駆除
活動を積極的に進めます。

希少生物保護事業
市民参加の千曲川クリーン作戦等に
より、駆除活動を行っている。 b 継　続

希少な動植物を保護するため、今後
も継続していく。

環境課
廃棄物対策課・
環境課

406
●ホタルの保護活動など、ホタルの住める環境整備を進めま
す。

希少生物保護事業
千曲ホタルの会や保育園でホタルの
幼虫の餌となるカワニナ捕りやホタ
ル発生地の整備を行っている。

b 継　続
希少な動植物を保護するため、今後
も継続していく。

環境課 環境課

407 ●在来淡水魚の生息環境の整備を図ります。 希少生物保護事業
外部団体による草刈り・清掃を行い
生息環境の整備を行っている。 b 継　続

希少な動植物を保護するため、今後
も継続していく。

環境課 環境課

（２）生物多様性
の保全 408

●生き物の保護活動にあたっては、生物多様性の保全を重視
した活動を進めます。

希少生物保護事業

希少種モニタリングの実績
H29　79種85箇所、H30　74種80箇
所、R1　99種126箇所、R2　82種94
箇所。

b 継　続
希少な動植物を保護するため、今後
も継続していく。

環境課 環境課

（２）千曲川の保
全・活用

（１）里地里山の
保全・活用

　
５
❘
２
【

自
然
と
の
共
生
】

ふ
る
さ
と
の
自
然
に
溶
け
込
み
、

親
し
み
守
る

５-２-２
さまざまな生き
物と共生できる
環境をつくる

５-２-１
身近な自然に親
しみ、守る

５-１-２
文化財保護意識
の啓発を進める

（１）希少生物保
護の推進

・特定外来生物が駆除され、希少生
物が保護されています。

・外来種被害予防三原則（生態系に
悪影響を及ぼす外来種を入れない、
捨てない、拡げない）が守られ、生
物多様性や自然生態系が保護されて
います。

・泳ぎたい千曲川が復活していま
す。

・土や石などを使った自然の川づく
りがすすみ、トンボやホタル、淡水
魚が育っています。

・「自然との共生」を大切にした自
然体験がたくさんできるまちになっ
ています。

・水辺周辺が自然観察や市民交流な
ど、憩いの場として活用されていま
す。

・市民の力で里山が整備され、身近
な自然として親しまれています。

５
❘
１
【

歴
史
・
文
化
財
】

輝
か

し
い
歴
史
・
文
化
的
遺
産
を
守

り
、

未
来
に
継
ぐ

・歴史遺産や文化財が数多く整備さ
れ、市民の協力を得て地域の活性化
が図られています。

・市民が博物館などの施設や史跡・
文化財などを活用し、歴史学習を
行っています。

・大学などと連携し、文化財の専門
的な調査が継続的に行われていま
す。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

409 ●歴史的町並みの環境整備を進めます。
H27～　重要伝統的建造物群保存推
進事業

建造物等修理11件、修景3件実施 b 継　続 重伝建地区の建物修理を実施する
歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター・都市計画
課

410
●電柱など占用物件が景観に与える影響を最小化するよう努
めます。

重要伝統的建造物群保存推進事業
H30～　重伝建地区における街路灯
設置等、４件に対し現状変更協議を
実施

b 継　続 伝建条例に基づき、協議を実施する
歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター・建設課・
都市計画課

411
●標識や広告物など、景観に及ぼす影響について調査・検討
を進めます。

屋外広告物形成事業
長野県による案内サイン整備指針が
示されたので、踏まえての調査・検
討を進めた。

c 継　続
町並みとの調和の意味や広告の方法
も変化してきており、更に注視して
いく必要がある。

都市計画課
歴史文化財セン
ター・都市計画
課

412 ●無電柱化の整備について調査・検討を進めます。 無電柱化推進事業 建設課と連携しながら進めてきた。 c 継　続
マスタープランや都市計画に基づき
更に進める必要がある。

都市計画課 都市計画課

413
●秩序ある開発と良好な生活環境を確保するため、一定規模
以上の建築物や土地の形質変更などについて、適切な指導を
行います。

市街地景観形成事業

景観計画区域内行為届出書件数は平
成29年度35件平成30年度55件令和元
年度48件令和2年度39件の届出を受
け必要な指導をした。

b 継　続
計画の見直しをしてから数年が経
ち、検証するとともに市の現状を把
握することが課題

都市計画課
都市計画課・環
境課

（２）農村景観の
形成促進 414

●「姨捨の棚田」や「あんずの里」など、地域の特色ある農
村地区を保全しながらまちづくりを進めます。

・あんずの里の将来事業（R2年度）
・都市農村交流拠点整備事業（Ｒ１
～Ｒ２年度）

・森地区に全戸配布アンケートを実
施し、あんずの里のあり方について
意向調査を実施。
・棚田貸します制度内の遊歩道及び
拠点となる姪石苑の改修・整備を実
施。

a 継　続

・農家の高齢化、後継者問題、荒廃
農地等の課題がアンケートから分
かったため、それらの解決するため
森地区、市で協働しながら進めてい
く。
・棚田は広範囲であるため、他地区
の拠点整備が必要。

農林課
農林課・歴史文
化財センター・
都市計画課

415
●「景観計画」に基づく市民への情報提供・啓発活動の実
施、組織立上げなどに際して技術的支援や活動助成を行いま
す。

景観まちづくり事業
取り巻く状況の把握、情報提供をし
てきた。 c 継　続

幅の広い分野であり、焦点を定めて
進める必要がある。

都市計画課 都市計画課

416
●景観形成住民協定の締結や景観形成市民団体の設立を支援
します。

住民協定推進事業 住民協定を1地区と締結 c 継　続
景観形成への具体的な働きかけが必
要

都市計画課 都市計画課

417
●市民と協力し、屋外広告物禁止物件の一斉点検を実施しま
す。

違反広告物一斉点検事業
毎年長野県による屋外広告物適正化
旬間に合わせ実施している。 b 継　続

市民参加が少ないため、協力を得る
方法が課題

都市計画課 都市計画課

418
●「千曲市景観計画（概要版）」などを活用し、景観形成の
啓発に努めます。

景観育成事業
景観について相談に応じるとともに
啓発に努めた。 b 継　続 更にわかりやすい資料の検討が必要 都市計画課 都市計画課

419 ●「歴史的風致維持向上計画」を推進します。
進捗評価の実施（毎年）
中間評価の実施（Ｒ２）

●歴史的風致の維持及び向上に関す
る方針に基づき、「歴史的建造物の
保存・活用の推進」、「歴史的建造
物等を取り巻く環境の保全」、「歴
史と伝統を反映した人びとの活動の
継承」、「歴史的風致の認識を高め
るための取組みの推進」に取り組ん
だ。
●Ｒ２市民意識調査の集計・分析結
果から、市の「歴史・文化財」の取
組に対する満足度が、計画策定前
（Ｈ27）と比較して5.5ポイント増
加した。また、重要度も3.8ポイン
ト増加した。

a 継　続
計画期間が令和７年度までであるた
め、２期計画策定の要否の検討を要
す。

都市計画課
都市計画課・歴
史文化財セン
ター

420 ●特産品を郷土料理の材料として地域での消費を進めます。 郷土料理講習会（Ｈ２９～Ｒ２）
年間５回程度で市内有志の方に郷土
料理についての講習を開催。 b 継　続

新型コロナウイルスの影響により食
事を伴う活動に制限が掛かってし
まった。

農林課 農林課

421
●農業者や関係者と連携し特産品や郷土料理など保護・伝承
を支援します。

食と農の文化伝承講座（Ｈ２９～Ｒ
２）

有志で郷土食に興味がある方を募集
し、修了生１３名をかけはしの会に
加入することが出来た。

b 継　続

かけはしの会の会員が増加したた
め。活動の幅が広がったが、食事を
伴う活動のため感染症対策の徹底が
重要である。

農林課 農林課

422 ●市民や食文化伝承活動団体を支援します。 郷土食普及振興（Ｈ２９～Ｒ２）
市がかけはしの会の事務局となって
いるため、各活動や食の文化祭等イ
ベント時の支援を行った。

b 継　続

活動食事を伴う活動のため感染症対
策の徹底が重要である。
一般の方の関心が得られにくくなっ
ている。コロナの影響で集まること
に抵抗がまだある

農林課 農林課

423 ●地域に残る伝統行事の調査を市民の協力を得て行います。 R2～R3　文化財調査事業
令和2年度に市域に残る北信流の調
査を実施 b 継　続

地域に残る無形の文化財の調査を実
施していく

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

424
●重要無形民俗文化財「雨宮の神事芸能」記録映像を作成し
ます。

R元　民俗芸能調査事業
令和2年実施の雨宮神事芸能に併せ
記録映像作成に着手したが、コロナ
禍のため中止

c 見直し
令和5年の神事に併せ、実施を検討
する

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（２）伝承活動の
推進 425 ●伝統行事の伝承活動を支援します。 文化財保護事業

民俗文化財の伝承伝承者の育成に対
する補助を実施 a 継　続 伝承活動に対する支援を継続する

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（１）民話・民謡
などの調査 426

●地域に残る民話や民謡などの調査を市民の協力を得て行い
ます。

R1～R3　第3次地域づくり計画
生萱区、桑原西区と協働で、地域に
残る歴史を調べ、次代を担う子供た
ちの郷土愛の醸成に協力した

b 継　続
各地区で実施される地域づくり計画
に対し積極的に支援をしていく

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

（２）伝承活動の
推進 427 ●地域の民話や民謡などの保存と伝承活動を支援します。 R2～R4　第3次地域づくり計画

倉科区と協働事業として、民話や方
言等の冊子刊行に協力した a 継　続

地域に残る民俗文化財の伝承に協力
していく

歴史文化財セ
ンター

歴史文化財セン
ター

　
５
❘
３
【

景
観
形
成
】

景
観
の
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
る

５-５-１
地域の伝統行事
を継承する

５-５-２
地域の民話など
を伝承する

５-３-２
地域の特性を生
かした良好な景
観をつくる

５
❘
４
【

食
文
化
】
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楽
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次

代
に
伝
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す
る

・地域の伝統行事などで食べられて
いた郷土料理が地域や家庭に伝えら
れています。

・季節の食材を使った郷土料理が各
家庭で伝えられています。

・郷土料理が名物として飲食店など
で提供されています。

（３）地域との協
働による景観形成
の促進

（１）伝統行事の
調査

（１）郷土料理の
伝承

５-３-１
歴史や文化を感
じる景観を形成
する

５-４-１
郷土色豊かな料
理を伝えていく

（１）市街地景観
の形成促進

（１）歴史的町並
みの調査・保存と
その活用

・市民の景観意識が高まり、市民と
行政の協働による景観形成への取組
が活発に行われています。

・地域の特色を生かした景観が形成
されています。

・歴史的な面影をとどめる町並みが
形成されています。

・「稲荷山重要伝統的建造物群保存
地区」「姨捨の棚田」「あんずの
里」を中心に都市住民との交流が行
われ、地域がいきいきしています。

・各地区で、伝統行事が毎年行わ
れ、世代や地域を超えた交流が盛ん
に行われています。

・民話や民謡が、再び大人から子ど
もたちに伝えられ、地域に愛着を
持った子どもたちがはぐくまれてい
ます。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

６協働で創る、市民主体の住みたい住み続けたいまち

428
●市民も公共サービスの担い手となる「新しい公共」の取組
を進めます。

①協働事業提案制度（H29～R2）
②第３次地域づくり計画（R1～R2）

採択事業件数①19件、②６件
公共的な取組を進める新たな担い手
の確保に繋がった。

b 見直し

新しい公共の担い手となる人材確保
をさらに推進するため、人材育成及
び多様な主体がまちづくりに参画で
きる支援制度の創設や運用について
の取組みを進めていく。なお、「施
策の項目（A）」、「施策の内容
（B)」、「具体的施策」における規
模感・レベル感の相互バランスが取
れていないため見直しが必要であ
る。

市民協働課 市民協働課

429

●「まちづくり基本条例」に沿い、市民と行政が役割を分担
しながら一緒に考え一緒に行動する市民参画と協働のまちづ
くりを進めます。そのためには、「協働のまちづくり指針・
行動計画」を市民と行政双方において浸透を図ります。

協働のまちづくり市民委員会運営
（H29～R2）、市民と行政の対話戦
略事業（H29～R1）によるワーク
ショップや、協働のまちづくりシン
ポジウムの開催

市民委員会はのべ６回開催し、参加
者は約60名、シンポジウムはのべ３
回開催し、約300名が参加、対話に
よる協働のまちづくりが着実に浸透
した。

b 継　続

行政⇔市民の対話機会を設ける取組
みに加え、市民⇔市民の対話の接点
を増やすため、市民交流センター
(R3.4月開設)の環境整備及び相談・
支援機能の拡充を図る。

市民協働課 市民協働課

430
●「まちづくり基本条例」に基づき、審議会などを原則公開
とするとともに、行政情報を積極的に公開します。

・審議会などの公開（各課対応）
・電子掲示板での行政情報公開

・電子掲示板への行政情報公開件数
・H29　340件
・H30　377件
・R元　371件
・R2　388件

a 継　続
引き続き行政情報の積極的な公開に
努める。

総務課 総務課

431
●地域課題の解決に向け、市民と行政が課題を共有し合える
よう積極的かつ効果的な情報提供に努めます。

オープンデータの取り組み推進
市ホームページに機械判読に適した
形式の「オープンデータ」を公開し
た。

a 継　続

公開するデータの種類や件数を増や
し、二次利用による産学民の情報利
活用推進や新たなサービス創出の推
進を図る。

情報政策課
情報政策課・秘
書広報課

432
●ホームページの充実や行政情報のデジタル化をさらに進め
るとともに、情報技術の進展による新たな媒体を組み合わ
せ、市民の市政への関心を高めます。

「くらしの手続きガイド」の開設

市ホームページに「くらしの手続き
ガイド」を開設し、ライフイベント
に対する必要な行政手続きが一覧で
把握できるサービスを開始した。

a 継　続
市ホームページのリニューアルをす
すめ、SNSと連携した情報発信を推
進する。

情報政策課 情報政策課

433
●千曲市情報公開及び個人情報保護に関する条例に基づき、
市保有文書その他の記録の公開の適正な運用を図ります。

情報公開・個人情報保護制度の公
開・開示

情報公開・個人情報保護制度の公
開・開示請求状況
・H29　39件
・H30　28件
・R元　39件
・R2　52件

a 継　続

国の個人情報保護制度の見直しを踏
まえ、例規整備を進めるとともに、
引き続き、市民の知る権利の尊重と
行政の透明化を図るため、市保有文
書その他の記録の公開を適正に進め
る。

総務課 総務課

434
●市民活動団体（NPO・ボランティア団体など）を育成し、
公益的な活動を支援します。

市民活動交流センター運営事業
（H29～R2）、協働事業提案制度
（H29～R2）

市民活動交流センター年間利用者数
790人（R2）、協働事業提案制度採
択事業件数19件、市民活動団体に対
する「相談機能」「環境整備」「支
援制度」の充実を図り、団体に対す
る総合的なサポートを行うことがで
きた。

b 継　続

市民活動団体を引き続き育成、支援
するため、市民交流センターによる
相談・支援機能の拡充を図る。ま
た、団体の財政支援のためにR2から
施行しているクラウドファンディン
グ活用支援制度を周知し、制度の利
用促進を図る。

市民協働課
総合政策課・総
務課

435
●市民による公益的な活動を担うリーダーの発掘と育成に努
めます。

市民と行政の対話戦略事業（H29～
R1）によるワークショップや、協働
のまちづくりシンポジウムの開催

ワークショップのべ11回、参加者約
150名、シンポジウムのべ３回、参
加者約300名
まちづくりをテーマにしたワーク
ショップ、講座、討論会等による
リーダーの発掘、育成に努めた。

b 継　続

引き続き、地域のリーダーとなる人
材の発掘と育成を目的に、講座の開
催や関係者間のネットワーク構築な
ど、支援体制の充実を図る。

市民協働課 市民協働課

436
●「地域づくり計画」制度を協働の理念に沿った仕組みの中
で定着が図られるよう見直しを行い、広範な市民の参画によ
る地域の主体的なまちづくりを育てます。

第３次地域づくり計画（R1～R2）

採択事業件数「６件」、区・自治会
と行政の協働により、地域課題を解
決する事業展開を行うことができ
た。

b 見直し

引き続き区・自治会と行政による協
働体制の定着化を図りつつ、新たな
単位による地域づくり組織の創設が
検討されていることから、その機能
や制度を集約するなど、次期計画で
は施策を統合的に講じていく必要が
ある。

市民協働課 市民協働課

437
●地域の取組を支援する職員のパートナーシップ制度を充
実・強化します。

―
区・自治会からの要請により会議等
への出席、地域づくり計画作成時の
担当課との事前協議等に携わった。

b 継　続

本制度活用について、区自治会で温
度差があることからＰＲするととも
に職員も積極的に地域に入っていく
よう周知する。

総務課 総務課

438
●地域の課題を解決するための組織として、区・自治会の枠
にとらわれない新たな単位としての体制確立に向けた機運を
高めます。

（仮称）地域づくり協議会の創設に
向けて（H29～R1）

地域の理解と協力が不可欠な制度で
あることから、令和元年度から市内
全地区の区・自治会長に対して、制
度構想等を示しながら意見交換を重
ねた。

c 継　続

令和６年度中の制度導入を目標に、
より具体的な計画を提示しながら地
域の理解と協力を得られるよう進め
ていく。

市民協働課 市民協働課

439
●各種イベント・スポーツ・文化・産業活動など多彩な市民
交流・都市間交流を支援します。

市民活動交流センター運営事業
（H29～R2）

市民活動交流センター年間利用者数
790人（R2）、市民や市民団体から
の様々な相談に対して助言を行うこ
とで、多彩な市民交流の機会の拡大
を図ることができた。

c 見直し

交流の支援については、リーダー人
材育成や活動団体の育成など他の施
策と重複していることから、次期計
画では施策の集約を検討する。

市民協働課 市民協働課

６-１-２
市民の主体的な
「地域づくり」
活動を広める

６-１-１
市民参画と協働
のまちづくりを
進める
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（２）市民の主体
的な取組の支援

（１）多様な地域
づくり主体の育成

（２）市民と行政
の情報共有化の促
進

（１）市民参画と
協働の推進

・「まちづくり基本条例」の主旨に
則り、市民、議会、行政が情報を共
有し、積極的な市民参画と協働のま
ちづくりによって市民主体の市政が
行われています。

・市の政策形成や評価への参画が促
進されるなど、双方向で活発なコ
ミュニケーションが展開され、まち
づくりに活かされています。

・協働のまちづくりの定着が図られ
ることで自治意識が高まり、自主
的・自立的な「地域づくり」が展開
されています。

・市民活動団体（NPOやボランティ
ア団体など）の主体的な公益活動が
充実し、行政サービスとともに地域
の暮らしを支える「新しい公共」が
より一層育っています。

・市民同士の交流や都市間交流が活
発に行われることで、まちづくりに
対する意識と参加の拡大につながっ
ています。

・デジタル化された市刊行物など、
市民が活用しやすいよう行政情報が
整理され、必要なときに、手軽に情
報を得ることができます。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

440
●時代のニーズに対応した簡素で効率的な組織機構を構築し
ます。

―
令和元年に分庁舎方式（３庁舎）か
ら本庁舎（１庁舎）とし、各庁舎で
重複していた業務を統一した。

b 継　続
「自治体デジタル・トランスフォー
メーション（ＤＸ）に対応した組織
体制の確立

総務課 総務課

441 ●職員の企画力・職務遂行能力の向上を図ります。 ―
社会主事、防火管理者等の資格取
得、各種キャリアアップ研修、実務
研修等に各年度のべ約2000人参加

b 継　続

多くの職員が研修に参加しやすい職
場づくりに努める。
パワーハラスメント等の研修会を定
期的に開催し快適な職場環境づくり
を推進する。

総務課 総務課

442
●民間委託の拡充、指定管理者制度の拡大などにより、スリ
ムで効率的な行財政運営を図ります。

指定管理者制度導入の推進

導入実績：H29年度　48施設
　　　　　R３年度　41施設
施設の廃止：7施設
新規導入：1施設
直営に変更：1施設

b 継　続
引き続き指定管理者制度の拡大や、
民間委託の拡充により、スリムで効
率的な行財政運営を図る。

財政課 財政課

443
●事務事業の改善に向け、PDCAサイクルに基づく行政評価
（施策・事務事業）の仕組みを構築し、成果重視の行財政運
営を推進します。

毎年度、行政評価の実施
H30年度：行政評価の大幅見直し
R1年度：総合戦略の総括実施

毎年度行政評価を実施し、その結果
を実施計画に反映することでPDCAサ
イクルをまわし、事業計画の改善を
図っている。外部評価委員会では、
外部委員から直接課長が意見を伺う
ことで、事業の改善に直結する仕組
みとなった。

b 継　続

毎年度行政評価を実施し、施策・事
業の改善を図ることで、効果的に事
業を推進する仕組みを継続してい
く。

総合政策課 総合政策課

444
●「第４次行政改革大綱・特別対策プラン」に基づく行財政
改革を推進し、長期的かつ持続可能な健全財政を堅持しま
す。

～R元年度・第４次行政改革大綱・
特別対策プランの推進
R2年度・第５次行政改革大綱の策定

第４次行政改革大綱の進捗率：85％
特別対策プラン及び自主的取り組み
による達成率：79％　削減額：約7
憶円

b 継　続 第５次行政改革大綱の推進 財政課 財政課

445
●安定した財政基盤を確立するため、自主財源の涵養施策の
推進と、市税などの収納率向上を図ります。

H30年度～ネーミングライツの導入

更埴体育館において導入
愛称：「ことぶきアリーナ千曲」
期間：H30.9.1～R4.3.31
命名権料：900万円

b 継　続
他の施設での導入を検討し、自主財
源を確保する。

財政課 財政課

446
●職員定員管理適正化計画に基づき、職員数の適正化を図り
人件費の抑制を進めます。

―

令和元年に分庁舎方式（３庁舎）か
ら本庁舎（１庁舎）とし、各庁舎で
重複していた業務を統一したことに
よる職員の大幅減を見込んでいたが
増加となってしまった。
Ｈ29 472人　Ｈ30　469人
Ｈ31　472人　Ｒ2　474人
Ｒ3　476人

c 継　続

今後は減員できない要因等を究明し
職員数の削減に努めていく。また、
令和２年１２月に総務省において
「自治体デジタル・トランスフォー
メーション（ＤＸ）推進計画」が策
定され、今年９月には「デジタル
庁」が発足することとなっているこ
とから当市においても情報系専門職
員の職員採用、職員数の拡充を検討
していく。

総務課 総務課

447

●公共施設等の老朽化にともなう更新等を見据え、将来の財
政的負担の軽減や平準化を図るため、長期的視点に立った計
画的な公共施設の更新・統廃合・長寿命化を推進します。
（総合戦略4-4）

H30年度・千曲市公共施設再編計画
策定（計画年度：H30～R26）
R2年度・千曲市公共施設個別施設計
画策定（計画年度：R3～R13）

H27以降に増加した床面積：約
38,200㎡
H27以降に縮減した床面積：約
20,500㎡
その他内容精査による減少：約
3,800㎡

c 継　続
今後も公共施設マネジメントを推進
し、計画の目標値である13％縮減を
目指す。

財政課 財政課

448
●未利用土地など活用見込のない公有財産について、積極的
な処分や貸付に努めます。

毎年度実施　普通財産の売却処分

処分状況（年度・契約件数・処分価
格）
・H29　31　19,002,070円
・H30　20　37,499,227円
・R1　  24　13,884,938円
・R2　  20　36,940,792円

b 継　続
未利用地の適正な管理及び周知を継
続していく。

管財契約課 管財契約課

449
●長野広域連合を軸とした近隣市町村との連携を強化しま
す。

長野広域連合事業（介護・医療等）
各課・事業毎に近隣市町村と連携を
強化し事業を推進。 b 継　続

今後も様々な事業において広域連携
を強化していく。

総合政策課 総合政策課

450
●事務事業の共同処理による効率的な行財政運営を図りま
す。

・R2年度から住民基本台帳システム
の共同調達を塩尻市・中野市・千曲
市の3市で実施。
長野県先端技術活用推進協議会に参
加し、デジタルインフラの共同調達
に向け検討

長野広域連合、長野地域連携中枢都
市圏により、各課・事業毎に近隣市
町村と連携を強化し事業を推進

b 継　続
行財政運営の効率化を図るため、今
後も様々な事業において広域連携を
強化していく。

総合政策課 総合政策課

451
●図書館や文化施設、体育施設など公共施設の相互利用を促
進します。

H28年度～長野地域連携中枢都市圏
事業
（R3年度千曲市42事業）

長野地域連携中枢都市圏事業におい
て、H30年1月から「図書館広域利
用」を開始した。

b 継　続
図書館だけでなく、文化・体育施設
などの公共施設の相互利用を推進す
る。

総合政策課 総合政策課

452
●広域的課題に対しては、連携中枢都市圏構想などの新たな
制度にも対応するなど、近隣市町村と連携を図りながら取り
組みます。（総合戦略4-6①）

H28年度～長野地域連携中枢都市圏
事業
R3年度千曲市42事業

H28年度から始まった長野地域連携
中枢都市圏事業は、H28年度29事
業、H29年度30事業、H30年度31事
業、R1・2年度33事業、R3年度42事
業と着実に増加し、様々な取組みを
推進している。

a 継　続

連携事業は着実に増加し敵いること
から、今後もお互いの強みを活かし
連携事業の増加を図るとともに、効
果的な成果を上げるよう推進する。

総合政策課 総合政策課

453
●共同処理、共同利用方式による施設については、設備の充
実と利用の拡大を図ります。

・広域焼却施設対策事業
・長野広域連合事業（介護施設・医
療等）
・一部事務組合事業

・長野広域連合と検討していた「ご
み焼却施設（B焼却施設）」はR4年3
月工事完了予定。

a 継　続
共同処理・共同利用方式の施設を増
やしていくとともに、設備の充実と
利用の拡大を図る。

総合政策課 総合政策課

454 ●国・県計画と整合を図りながら諸事業を推進します。 各種事業
各課において国・県計画と整合を図
り事業を推進している。 b 継　続

各課においては、更に国・県の計画
と整合を図り事業を推進する。

総合政策課 総合政策課

455
●国・県及び関係機関との連携を強化し、諸施策を推進しま
す。

各種事業

各課において国・県及び関係機関と
連携し事業を推進している。
関係機関（県・民間事業者）と包括
連携協定を結び事業を推進してい
る。

a 継　続
更に国・県及び関係機関と連携を強
化し、施策を推進する。

総合政策課 総合政策課
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（１）国・県との
連携・協調

６-３-１
効率的な広域行
政を推進する
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・長野広域連合を中心に近隣市町村
が連携し、広域的な行財政課題に効
率的かつ効果的に対応しています。

・連携中枢都市圏構想など広域的な
交通政策やまちづくりが、地域の産
業や観光の魅力を一層高めて いま
す。

・近隣市町村の体育・文化施設など
の公共施設が気軽に利用できるよう
になっています。

・国、県、関係機関との連携によっ
て、効率的に事業が執行されていま
す。

（２）行財政改革
の推進

（１）効率的な行
財政の運営

（１）広域行政の
強化・充実

（３）公共施設及
びインフラの更
新・統廃合・長寿
命化の推進

・行財政基盤の強化が図られ、魅力
あるまちづくりを展開する力が蓄え
られています。

・簡素で効率的な組織機構が構築さ
れ、企画力・職務遂行能力の高い職
員により、創意と工夫にあふれた施
策が遂行されています。

・指定管理者制度の導入など民間経
営のノウハウが行政運営に生かされ
ています。

・発生主義・複式簿記といった企業
会計的手法を取り入れた「新地方公
会計制度」の導入により、資産・
債務などのストック情報や減価償却
費なども含むフルコストでの情報を
明らかにすることにより、資産・債
務管理や予算編成、行政評価等に有
効活用することで行財政の効率化・
適正化が図られています。
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（２）施策別検証表

基本
目標

まちづくりの達成方針
施策の項目

 (A)
施策の内容

 (B)
管理
番号

具体的施策
主要事業

（年度・事業名）
実施結果・成果
（数値含め記載）

施策
評価

次期計画へ
の方向性

今後の課題
（次期計画への方向性の理由）

担当課 関係課

456

●市民が集まる公共施設等に、利用しやすく安全な公衆無線
ＬＡＮを設置し、市の情報や旅行者への観光情報を提供しま
す。また、災害時には情報インフラとしての活用を図りま
す。

公共施設への公衆無線LAN環境の整
備

市庁舎、文化会館、観光施設におい
て公衆無線LANサービス環境を提供
している。また、令和３年度は公民
館を中心とした市内公共施設でも無
線LANサービス環境を構築し、公民
館事業等で活用、市民への提供を予
定している。

a 継　続

市のネットワークによる安定的な稼
働、運用を行い、施設利用者の利便
性の向上や災害時における速やかな
情報伝達手段として活用する。

情報政策課 情報政策課

457
●高齢者や障がい者などが年齢や身体的制約に関係なく利用
できるよう、使いやすさを意識しながら、提供する情報の充
実を図ります。

市ホームページの機能充実

市ホームページでは、背景色の変
更、読み上げ、文字サイズ変更機能
を備えている。スマートフォン利用
者にも見やすい表示が可能となって
いる。

c 継　続

市ホームページをさらに利用しやす
いものにするため、広く意見を募り
ながら、レイアウトのリニューアル
を推進する。

情報政策課 情報政策課

458
●市ホームページやＳＮＳを活用し、多チャンネルによる情
報提供を充実します。

FacebookやTwitterを利用した情報
発信
YouTubeを利用した映像情報の配信

ソーシャルメディア活用指針に基づ
き、FacebookやYouTube等を運用し
ている。また、R3.1月より、新たに
市公式Twitterを運用開始した。

b 継　続

より有効的なSNSの活用方法につい
て研究、検討し、市の魅力や市政情
報、イベント情報、緊急情報など、
効率的・効果的な情報発信の充実を
図る。

情報政策課 情報政策課

459
●ＮＰＯや地域づくり関連団体などと協力しながら構築した
地域ポータルサイトがより充実した内容で情報発信できるよ
うに支援していきます。

街まちサイト
みんなの街まち応援サイト

市ホームページに「街まちサイト」
「みんなの街まち応援サイト」等の
地域ポータルサイトのバナーを掲載
した。

b 継　続
地域ポータルサイトが、より充実し
た内容で情報発信できるよう、引き
続き支援していく。

情報政策課 情報政策課

460 ●情報伝達のペーパーレス化に努めます。
会議資料の電子化
ペーパレス会議の推進

市議会議員へのタブレット端末貸
与、職員用ペーパーレス会議システ
ムの導入、LGWAN系ノートPCの無線
LAN化により、ペーパーレス化を推
進した。

a 継　続
行政文書の電子化を推進し、事務の
効率化、省資源化、省スペース化を
図る。

情報政策課 情報政策課

461
●ＩＣＴ活用ビジョンを推進し、所管課と連携しながらより
利便性の高い市民サービスの拡充を図ります。（新規）

第3次地域情報化計画（H28~R2)の評
価検証
第4次地域情報化計画（R3~R5)の策
定推進

第3次地域情報化計画での「39事
業」の取組と達成度について評価を
行った。（達成、おおむね達成約
77％）

b 継　続
ICTの急激な進展への対応やDXの取
組を推進するため、第4次地域情報
化計画を策定し、推進を図る。

情報政策課 情報政策課

462
●電子申請・届出システムによるインターネットを活用した
各種届出・申請の充実を図り、市民サービスの利便性を高め
ます。

ながの電子申請等の活用
ながの電子申請について、「各種検
診の申し込み」や「保育園欠席届
出」など、利用が増大した。

b 継　続

ながの電子申請の活用を推進すると
ともに、デジタル手続法に基づき、
オンライン申請サイト「マイナポー
タル」を積極的に活用し、オンライ
ン申請サービスの普及を図る。

情報政策課 情報政策課

463
●ＩｏＴ技術の研究・導入を図り、効率的かつきめ細かな市
民サービスを実現します。

R3水路監視システムの導入
市内10か所の主要な農業用水路の水
門を監視するため、LPWAを利用した
水路監視システムの導入を進めた。

c 継　続
ＩｏＴ技術による安全性、正確性、
迅速性、効率性を考慮し、研究・導
入の推進を図る。

情報政策課
情報政策課・総
合政策課

464 ●情報セキュリティ指針の遵守・徹底を図ります。 セキュリティポリシーの適正な運用
CSIRT設置要綱やセキュリティポリ
シーの必要な改定を行い、適正な運
用を図った。

b 継　続
情報セキュリティマネジメントの徹
底とセキュリティポリシーの適正な
運用を行う。

情報政策課 情報政策課

465
●継続的なセキュリティ対策の実施に加え、新たなマルウェ
アなどの脅威への対策を研究・強化します。

セキュリティに関する情報収集、セ
キュリティ研修会の開催

国、県などからのセキュリティに関
する情報を収集し、ITリテラシー研
修や情報セキュリティ対策研修を定
期的に開催し、セキュリティに対す
る注意喚起を行った。

b 継　続

引き続き、セキュリティに関する情
報を注視し、研修会などで情報セ
キュリティに対する意識を高め、情
報セキュリティへの対応強化を図
る。

情報政策課 情報政策課

466
●情報システムのセキュリィティ対策の定期的な監査と評価
を行い、実施状況を確認します。

CSIRT設置、セキュリティ委員会に
よる対応

インシデント発生時は、CSIRTや情
報セキュリティ委員会を開催し、適
切な対策を講じた。

b 継　続
情報セキュリティ対策の実施状況の
監査の実施に向けて取り組んでい
く。

情報政策課 情報政策課

（１）インター
ネット利用の拡大

（１）情報セキュ
リティ対策の充実

（２）ICTを活用し
た市民サービスの
拡充

６-４-２
個人の情報が守
られる環境をつ
くる

６-４-１
いつどこにいて
も「安心」「安
全」に情報が入
手でき、多様な
コミュニケ－
ションを図るこ
とができる

６
❘
４
【

情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
】

I
C
T
を
活
用
し
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
快
適
に
情
報
の
入
手
・
発
信
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

・スマートデバイスの普及にともな
い、市内どこでも高速大容量の通信
環境が安価に提供されています。

・市からの情報提供がホームページ
だけではなく、SNSも活用した複数
の情報伝達方法により充実されてい
ます。

・災害、事故などの情報が機動的に
配信されるよう準備されています。
また、被災情報などの情報収集手段
としてのSNS活用の仕組みができて
います。

・IoT技術の活用により、市民にき
め細かなサービスが提供されていま
す。

・地域の観光情報やイベント情報、
お店の情報など、あらゆる地域情報
が集約され、便利に利用できるイン
ターネットサイト（地域ポータルサ
イト）が稼動しています。

・個人情報の流出・漏洩の危険がな
い、組織の運営や安全安心なシステ
ムの運用がされています。
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